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はじめに
　本論文は、2009 年 12 月に東京農業大学へ提出した学位請求論文「山古志地域の景観特性ならび
に景観保全計画」をもとに、筆者の勤務する長岡造形大学研究紀要増刊号として刊行したものであ
る。本論文のテーマが、山古志地域という大学の立地する長岡地域に根ざした景観特性の探求なら
びに景観保全計画であることから、特に長岡造形大学研究紀要編集委員会の許可を得て、ここに刊
行できる運びとなった。あらためて編集委員会各位のご配慮に感謝するしだいである。
　研究テーマとなっている山古志地域は、言うまでもなく 2004 年 10 月 23 日に発生した新潟県中
越地震により壊滅的な打撃を受けた地域である。筆者が長岡造形大学の地域支援策の一環として震
災復旧活動に従事し、たびたびこの地域に通っているうちに、自分の専門とするランドスケープデ
ザインや景観保全という領域から見て、本地域が景観的に非常に特異な地域であることに気がつい
た。それはニシキゴイ養鯉業に伴う養鯉池が棚田のように広がる、いわゆる棚池景観であった。折
しも 2006 年、長岡市都市整備部都市計画課より長岡造形大学デザイン開発研究センターへ山古志
地域の景観を今後どのように復旧・誘導していくかという方策を検討する「山古志地域デザインガ
イドライン策定業務」が委託され、上野研究室が担当することとなった。本論文はこの時のベーシ
ックな調査やアイデアが出発点となっており、また逆に本研究の成果をこの業務に反映させること
も出来たと考えている。
  本研究は、筆者の母校である東京農業大学の大学院農学研究科博士後期課程に社会人特別選抜生
として入学し研究を行った。本研究を行うにあたって、論文指導の主査を務めていただいた東京農
業大学の進士五十八教授、副査を務めていただいた濱野周泰教授、服部勉准教授、ならびに多くの
ご助言をいただいた農学研究科環境共生学専攻の先生方に心よりお礼を申し上げます。
　研究対象とした長岡市では、震災復興支援室渡辺斉復興管理監、都市計画課稲川美沙子氏と山古
志地域の将来像や景観に関して多くの議論をさせていただきました。青木勝山古志支所長、斉藤隆
地域振興課長には地域の歴史や震災前後の状況をご教授いただき、さらに、研究当初、震災復旧の
ため立ち入り制限の多かった山古志地域への度重なる立ち入りと案内、ならびに地元の方々への照
会や、多くの資料を快く提供いただいたくなど、多大なご協力をいただきました。そのほか、山古
志地域住民の方々、長岡市都市計画課、新潟県長岡地域振興局の方々、隣接する小千谷市の養鯉業
者の方々にも資料提供や多くの貴重なご意見をいただきました。ここにあらためてお礼を申し上げ
ます。
　また、私の学位取得への挑戦を暖かく見守っていただきました長岡造形大学の豊口協理事長、上
山良子学長、鎌田豊成前学長、さらに論文執筆に対して貴重なご助言をいただいた洪起教授、平井
邦彦教授、平山育男教授、澤田雅浩准教授、そのほか全ての教職員に心よりお礼を申し上げます。
なお、現地調査や研究データーの収集、図版の取りまとめについては星野新治研究員、丹洋祐工房
職員、阿部将之工房職員、上野研究室４年生諸君に多大な協力をいただいた。本論文の完成をもっ
て御礼に替えさせていただきます。（以上、所属、肩書きは論文作成当時）
　 最後に、今は亡き私の両親と兄、上野景平、上野澄子、上野景右、ならびに最後まで私を側面
から支えてくれた妻、上野悦子にこの論文を捧げたいと思います。
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序章　研究の目的と論文の構成
１　研究の背景と目的
１）研究の背景
　長岡市山古志地域は 2004 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越
地震以前から、山あいの棚田や養鯉池、集落など、新潟県中越
地域の典型的な山間地農村景観の残る地域として親しまれてき
た。なかでも山あいに展開するニシキゴイの養鯉池は棚田と異
なった独特の景観を形成しており、カメラマンだけでなく多く
の人々を魅了してきた１。また民俗学者、宮本常一は、1964 年
（S.39）以来 3 回山古志村の調査及び村民を対象とした講演のた
めに当地を訪れており、山古志の資源を生かした村の活性化に
ついて、いくつかの提言を行っている。中でも 1978 年（S.53）3
回目の講演では、具体的に民具や山菜など山村資源の生かし方
やニシキゴイの生かし方、さらには風景づくりの重要性につい
ても述べている。例えば、ニシキゴイについては山口県川上村
や津和野に泳ぐニシキゴイの例を出し、ニシキゴイを川に放流
することや余ったコイを無料で観光客に配ることなどを提案し
ているが、放流については本地域が豪雪地帯であるため屋外の
水路等では越冬出来ず現実的に不可能であった。また風景づく
りについては植栽が重要であるということを力説し、鎌倉明月
院（アジサイ寺）のアジサイを例に上げ、一つの種類に集中し
て名所にしてはどうかということ提案している。これについて
は当時、実際にアジサイが植えられ現在も一部残っているもの
の、残念ながら全村的な広がりは見られなかった。その他にも
観光の基礎として風景と山菜等の味を生かすことなど多用な提
言を行っており、山古志支所における休日の地元産品直売など、
一部は現在も引き継がれている。これらの講演の概要は翌 1979
年（S.54）2 月より 10 回にわたって村の広報誌『広報やまこし』２
に連載され、広く村民に伝えられた。これは 2007 年、震災復興
を願って出版された『ふるさと山古志に生きる』[ 山古志村写真
集制作委員会　2007] にも今後の復興に役立つ貴重な提言として
再録されている。このように宮本常一が村の活性化について提
言した背景には、1960 年代の高度成長期の中で中山間地の農村
集落が見捨てられようとしていた時代背景が、その講演内容か
ら色濃くうかがうことが出来る。またこれらの調査に同行した
須藤功は、1971（昭和 46 年）調査時の村の状況を克明に写真に
記録しており、これは震災後に写真集『山古志村−宮本常一と
見た昭和 46 年（1971）の暮らし−』[ 須藤功　2005] として出版
されている。
　ニシキゴイ生産の歴史としては、江戸時代文化文政年間（1804
− 1829）には「農村の副業的養鯉法」として紹介した文献があ
ると報告されており３、農業生産の副業として始められたことが
分かる。しかし副業であったニシキゴイの養殖は、その後の需
要拡大と共にしだいに専業化され、生産形態とそれに伴う農村
景観も大きく様変わりすることとなっていった。このようにニ
シキゴイの里としての山古志地域の存在は , 江戸時代末期には一
部で知られるようになり、現在でも新潟県山古志郷が「錦鯉発
祥の地」とされている。またニシキゴイの生産は、現在に至る
まで何回かの流行や戦時中の贅沢品禁止などのうねりを経なが
ら発展してきたが、近年においては輸出が約 70% という状態で
あり、毎年秋の品評会シーズンには、外国人バイヤーが多数山
古志地域を訪れている。以上のように当地の生活と生業、そし
てその結果としての農村景観は、何よりもニシキゴイの養殖と
の関わりが大きいことがわかる。
　このような状況の中、山古志地域の景観や文化に関する研究
は数少なく、村史４、郷土史以外の文献としては、宮本の調査に
同行した須藤功の写真集『山古志村−宮本常一と見た昭和 46 年
の暮らし−』（須藤功、2005）５がある。また当地の景観に言及し
たものとして、民俗学の分野から当地の景観を象徴する棚田の
成立要因を分析し、棚田を作り上げてきた人々の生活を聞き書
きした論文「新潟県旧山古志村・棚田と農耕生活の記録」（須藤
護、2007）６があるが、棚田としての成立過程と景観的特徴を主
眼としており、当地独特のニシキゴイを中心とした農業生産と
農村生活の変容と景観の変貌過程を系統立てて考察したもので
はない。
２）研究の目的
　本研究の対象とする農村景観は、都市景観と比較するとその
成立要因が大きく異なる。都市景観は商工業や住宅など多様な
経済活動によって景観が成立しており、都市計画法による用途
地域や地区計画、景観計画による規制など、多様な景観的コン
トロールの手法が考えられている。反面、農村景観はそこに住
んでいる人々の生活そのものであり、景観をコントロールする
手法をこれまでほとんど考えてこなかったし、その必要性もな
かった。すなわち農村景観は大地を基盤としてその上に展開さ
れてきた「なりわいの積み重ねの結果」としての景観であり、
そういう意味では予定調和的に考えられてきたといえるが、現
代では都市的・人工的要素入り込み、予定調和では行かない状
況もあり、制度的、計画的対応策が求められている。このよう
な農村景観の構造と構成を分析し、そこから合理的なランドス
ケープ計画の方法を導こうとしたものに『ルーラルランドスケ
ープデザインの手法』（進士ほか、1994）７があるが、ここでも農
村景観をルーラルランドスケープと位置づけ、その定義を『土
地の自然に依拠した生産と生活が一体となった「農業生産景観」
と「農民生活景観」との複合景観』としているのもそのような
考えかたによる。
　本研究は、以上のようにこれまで操作論上はあまり深く追求
されることのなかった農村景観の一例として山古志地域をとら
え、その景観特性についてより深く追求することにより、対象
地域の独特で美しい景観の持続可能な保全計画を策定すること
を目的とした。
写真０−１　山古志地域の典型的景観　（虫亀）
　　　　　　棚田と棚池（養鯉池）が連なる
２　既往研究と本研究の位置づけ
１）山古志に関する研究史
このように日本の山間地農村地帯の中でも特殊な農業生産とそ
れに伴う農村生活の歴史を持つ山古志地域であるが、歴史や生
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活に関するまとまった文献は数少ない 8。1977 年から 1985 年に
かけて旧山古志村時代に編纂された『山古志村史』 [ 前掲 ]、震
災後に復興支援として出版された須藤功写真集『山古志村−宮
本常一と見た昭和 46 年（1971）の暮らし−』[ 前掲 ]、『ふるさ
と山古志に生きる』[ 前掲 ] などがあるが、農業生産や農村生活
の変容を系統立てて考察しているものではない。村史において
は「1960 年頃から全国的な需要が高まり錦鯉景気が高まった。
そのため、山の棚田を養鯉池にかえ、兼業に養鯉業を営む農家
が増加した。」9（通史編 p.695）と言う記述はあるが、そのこと
によって生活がどのように変容したのか、また景観がどのよう
に変貌したのかということについては言及されていない。また
本地域の景観に関しては、ただ美しいと言われてきたものの、
その成立過程や景観要素などに関する研究は少ない。これには
須藤護による虫亀地区金倉山東麓での調査研究 [ 前掲「新潟県
旧山古志村・棚田と農耕生活の記録」] があり、棚田の成立過程
及び現況から、地理的環境、土地利用、集落構成とマキとよば
れる血縁集団による土地所有状況、棚田の灌漑システムなどを
調査し、棚田景観としての山古志地域の景観的特徴を分析して
いる。さらに山古志地域の景観について「景観とは、自らの生
活を豊かにしていくために、人々が自然に手を加え、自然を変
えていった結果できあがったものである。山古志の景観は、村
人の知恵と努力、そして激しい労働によって、長い時間を掛け
て作り上げてきたものであり、その結果である。」と述べてい
る。しかし、棚田としての景観分析であり養鯉池の成立や養鯉
池としての景観についてはふれていない。山古志地域において
は、生業の結果として棚田が養鯉池（棚池）へと転換されてき
たわけであるが、それはどのようなプロセスで養鯉池へ転換さ
れたのか、転換する過程でどのような技術的方法がとられたの
か、農村景観にどのような変化をおよぼしたのか、水田と池と
ではその構造としてはどこが異なるのか、といったようなこと
にこれまで明らかにされていない。
２）農村景観に関する研究史
　1900 年前半までは、農村景観や棚田に関する研究は少ないが、
1995 年フィリピンのコルディラの棚田が「人間の営為と自然の
結合の所産である文化景観」としてユネスコの世界遺産に登録
され、このころから本格的に農村景観や棚田景観に関する研究
が増加してきた。また国内においては農林水産省が 1999 年、全
国から 134 の棚田を国土保全、環境保全の観点から選考し、「棚
田 100 選」に認定した。これを契機として棚田の景観や環境に
関する研究が活発化してきたといえる。
　農村景観の景観要素や景観変化に関するものとして、唐崎ら10
は都市近郊農村の戦後の景観変化を調査分析し、その景観変化
の要素は 1 茅葺き屋根の消滅、2 機械収納庫の変化、3 生活
空間の変化、4 水路の変化、5 作目の変化であるとした。また、
水野ら 11 は群馬県川場村を事例として農村の景観変化の要素を
分析し、景観変遷の要素は 1 建築物、2 道路、3 農業、4 樹
木の変化であるとした。また農村景観の評価手法に関するもの
として、大森ら 12 は農村景観の評価尺度をアンケートによる計
量心理学的に分析し、その評価は 1 伝統的景観への嗜好度、2
近代的景観への嫌悪度によって表されるとした。また、沈ら 13
は定点観測による棚田景観の季節変化や時間変化を把握し、棚
田を生かすための視点のあり方を提案している。このように様々
な農村を事例として、農村景観の変貌とその景観要素や評価の
手法などが研究対象となってきている。共通する研究結果とし
ては、農村景観は戦後急激に変化したこと、景観変化の要素は
地域で異なるが、住宅など農村生活に関わるもの、倉庫や水路
など農業生産に関わるものなどが多いことが分かる。また評価
手法としては、心理学的なものや定点観測による時間変化など
が試みられている。
　なお日本の棚田全般については中嶋峰広 14 による『日本の棚
田−保全への取り組み』があり、1997 年以前の棚田に関するほ
とんどの論文をレビューした上で今後の保全方策への提言を行
っている。
３）農村景観の保全計画に関する研究史
　農村景観の保全に関する研究史としては、農村景観そのもの
に関する研究史に連動しており、見せ方に関するもの、運動論
に関するもの、意識形成に関するものなどがある。見せ方に関
するものとして、大澤 15 は棚田の地形形状タイプ分類により棚
田景観の効果的利用方法や視点場のあり方について提案してい
る。運動論として、相田 16 は棚田の維持に対する方策として市
民活動を取り入れることを英国の事例を交えて提案している。
また意識形成に関するものとして、黒見 17 は、岐阜県岩村村を
事例にヒヤリング調査を行い、農村景観のための意識形成に必
要な事項は 1 外部からの評価、2 定期的・組織的評価、3 地
元住民による農村景観の再認識行動、4 誰もが共通認識を持て
る視点場の整備であるとした。また前掲の中島による「日本の
棚田−保全への取り組み」では、最終的に全国の保全への取り
組み事例として、棚田オーナー制度やボランティア活動などの
事例も取り上げている。このように予定調和が当然であった農
村景観について、これを操作論的に系統立てて追求した研究は
見あたらないが、景観法施行後、各地で立案され始めた景観計
画の中で、農地や農村の景観保全に対して都市景観と同様に積
極的に保全する施策を展開する都市も出始めた 18。
４）本研究の位置づけ
　以上の既往研究を踏まえ、本調査ではこれまで明らかにされ
ていない山古志地域の棚池（養鯉池）のある独特な農村景観に
ついて、その歴史的成立過程を調査するととともに、特にこれ
まで把握されることの無かった養鯉池の構造を調査し、景観的
特徴を明らかにする。また、特に 2004 年の中越大震災からの復
旧の過程で、各種の現代的・都市的景観要素が入り込むことと
なり、その現状を把握した上で、今後の持続可能な景観保全計
画を提案する。
３　本論文の構成と方法
　本論文は、研究の背景と目的及び構成と方法の序章と、山古
志地域の景観に関わる調査及び景観保全計画からなる５章と終
章のまとめから構成されている。
　１章では、もともと棚田による稲作農業が主であった山古志
地域が、いつ頃からどのような理由でニシキゴイを中心とした
農業生産になったのか、その結果農村景観がどのように変貌し
たのか、その背景とプロセスについて農業統計データ等史資料
による検討及び養鯉業者への聞き取り調査を基に、景観保全計
画の基盤となる景観形成史を明らかにした。
　２章では、山古志地域の農村景観を最も強く特徴付けており、
今後の持続的な景観保全の対象となる、棚田、棚池、スギ林の
現状について調査した。山古志地域で最も養鯉池が集中する虫
亀下平地区をサンプル地区として、フィールドサーベイ及び聞
き取り調査から、棚田、棚池の配置現況を数量的に把握し、池
の大きさと養鯉形態の関係や、水田が池に転換されていったプ
ロセスを明らかにした。なお山古志地域全域の田、池の現況に
ついては台帳より把握した。また経験のみで施工され構造など
に関する文献が存在しない養鯉池についての実測調査を行い、
養鯉池の構造や形状が景観にどのように影響しているか、また
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制作委員会　農山漁村文化協会　pp.18-29に「棚田の景観を読
み解く」として再掲されている。
７ 進士五十八、鈴木誠、一場博幸編　1994「ルーラルランドス
ケープデザインの手法」学芸出版社
普通の棚田との景観上の相違点を明らかにした。点在するスギ
林については、面積の地図上計測が困難なため、サンプル地区
のカラー航空写真と現地踏査からスギ林を判読し、航空写真上
の投影面積を計測するとともに、聞き取り調査と現地計測によ
りスギ林の成因や現状を明らかにした。
　３章では、山古志地域の景観に違和感を与えており、景観保
全計画において修景等の何らかの対策が必要な現代的・都市的
景観要素について調査した。山古志地域では、震災からの復旧
過程で、道路や河川の復旧のほか、生活基盤整備・防災という
観点から多くの土木構造物の建設や住宅の建て替えなどが行わ
れ、一部では違和感のある農村景観が出現している。これらの
景観要素を把握するため、フィールドサーベイにより震災後景
観が変貌した集落地、景観重要建造物となる大規模建築物や河
川の堰堤など、地域内の個別の場所として認識できる景観要素
を「景観要素分布図」としてプロットし、その景観要素につい
て現況と景観上の課題を写真表として整理した。さらに分布図
では表せない小規模な景観要素については、農業・養鯉業に関
わるもの、集落に関わるものなど、個別要素毎に現況と課題を
写真表として整理した。
　４章では、景観保全計画の骨格となる地形や河川、道路等の
地理的把握と共に、景観計画における景観重要地区の設定や視
点場の設定へ応用するため、景観構造の調査を行った。山古志
地域は第三紀層地すべり地帯にあり、地すべりをくり返してき
た結果としてヒダの多い独特の地形が形成されてきたことから、
これらの地形的特徴と景観の見え方をフィールドサーベイと
1/5,000 地形模型作成により分析し、地域全体の地形的景観構造
および一つの集落景観として認識される領域を明らかにした。
　５章では、1 〜４章の調査成果を受け、山古志地域の景観保全
計画を策定した。山古志地域における人口減少と高齢化の現状
を前提とした上で、保全計画の目標と基本方針を設定し、これ
に基づき、景観の骨格となる地形及び景観重要区域、視点場な
どを定めた景観保全計画図を作成した。また保全計画図で表せな
い小規模な要素についてはデザインガイドラインを策定し、景
観保全計画を実現化するための政策及び人的支援策を提案した。
　以上の論文の構成と研究方法をまとめたものを表０−１に示す。
章 調査・分析項目 研究方法
序章　研究の目的と論文の構成 ・既往研究の把握 ・文献調査
第１章　山古志地域の景観形成史
・山古志地域における景観変貌の歴史 
・生産と生活要素の変容のプロセス
・文献調査、統計データ調査、聞き取り調査による
景観変貌の歴史のまとめと検証 
・農業生産と農村生活要素の関係性の変容に関する
概念図の作成
第２章　山古志地域の主要景観 
　　　　要素としての棚田・棚池・ 
　　　　スギ林
・景観構成要素としての棚池（養鯉池）の成立プ
ロセス 
・養鯉池と田との構造的、景観的相違点 
・養鯉池の景観への影響
・サンプルエリアでのフィールドサーベイによる面
的数量把握と聞き取り調査による転換プロセスの解
明と台帳による地域全域での水田と池の数量把握 
・養鯉池の実測調査による構造把握 
・定点写真撮影による景観変化の把握
第３章　山古志地域の景観に違和 
　　　　感を与える現代的・都市的 
　　　　景観要素
・山古志地域における現代的・都市的景観要素の
分布 
・農業・養鯉業、集落その他に関する個別要素の
景観的現状と課題
・山古志地域全域のフィールドサーベイによる現代
的・都市的景観要素の抽出、及び景観要素分布図の
作成 
・項目別個別要素について写真整理と景観への影響
について評価
第４章　山古志地域の景観構造
・山古志地域の地形的特徴と景観構造 
・集落の配置と集落単位としての景観認識 
・景観構造と景観認識の特徴
・山古志地域全域のフィールドサーベイ及び、
1/5,000地形模型に基づく地形の類型化と景観構造図
の作成 
・現地踏査、聞き取り調査に基づく集落景観認識図
の作成
第５章　山古志地域の景観保全 
　　　　計画
・持続可能な景観保全計画の策定
・「景観保全計画図」の作成 
・景観資源の個別要素に対する「デザインガイドラ
イン」の策定 
・政策への提案
終章　まとめ
表０−１　本論文の構成と研究方法
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第１章　山古志地域の景観形成史
１−１　農業生産と農村生活の変容
　山古志地域に関わる史料、文献が非常に少ないため、「山古志
村史」１を基本にとらえ、加えて長岡市山古志支所や地域住民、
養鯉業者などへの聞き取り調査２を中心に歴史調査を行った。な
お聞き取り調査による年表の作成および農業生産と農村生活の
変容のまとめは、次の理由から 1960 年から 1980 年の間を中心
に行った。
①山古志村史は 1977 年から 1985 年の編纂であるが、本研究の
目的である 1960 年頃からの養鯉業発展に伴う農業生産や農村
生活の変容と景観の変貌に関する記述が非常に少ないため。
②高度経済成長期の動きとして、1960 〜 75 年の 15 年間で東京、
大阪、名古屋の 3大都市圏に 1533 万人が流入したといわれ、
結果的に日本全国の農業と農村が変容し３、本地域も同様に変
容したと考えられるため。
　また統計データ調査としては、農林水産省農業センサス、漁
業センサスをはじめ、同北陸農政局農業統計などから関連情報
を収集したが、一定期間以前のデータは不完全なものであった
り、元データが既に保存期間を過ぎていて残されていなかった
りしたため、北陸農政局新潟統計事務所、同長岡統計事務所、
新潟県農林部、長岡市山古志支所にて現時点で入手可能な範囲
となった。また養鯉池の構造や造成方法については現地計測お
よび工事関係者への聞き取り調査を行った。　
山古志地域における、農村景観の景観構成要素は、「家・集落」「田
畑」「コイ・養鯉池」「スギ林・里山」が大きな部分を占めており、
この 4つの項目に分け、1960 年から 5年ピッチで、聞き取り調
査および統計データ等による調査結果を年表として整理した。
１）歴史的変遷の概況
　表１−１に示した年表を元に、1960 年代以後の山古志地域に
おける農業生産および農村生活の変容と景観変貌の歴史を、年
代を追ってまとめてみる。
（１）1960（昭和 35 年）年代
　このころまでの当地の農業は、自給自足を満足した上で余剰
作物を出荷するという生産体制であった。山間地においては流
通体制も整っておらず、また経済的に高価な農業資材を購入で
きるような大規模農家はなく、無農薬、有機肥料栽培というの
は当然であった。すなわち農業生産と生活の一体化した仕組み
が無意識のうちに成立していたといえる。
　1950 年代後半からはじまる高度経済成長期は、1964 年東京オ
リンピックで一つのピークを迎えるが、この時期から化学繊維
の普及により養蚕は次第に減退し始める。
　第二次世界大戦前（1920 〜 1940 年頃）第一次ニシキゴイブー
ムといわれた時期があったが、1960 年代から高度経済成長によ
る高所得者の増加により第二次ニシキゴイブームとなる。養鯉
池は水田養鯉といわれるように、まだ水田の副業的な側面が大
きく、エサは田の生物のほか養蚕の副産物としてのサナギが多
く使われた。コイの越冬は湧水が入り凍結せず深みのある池や、
一部では家屋の中に池を設けて越冬させていた。
　この地方ではスギはよく育つもののヒノキは病害などにより
生育不良であったため、江戸時代より人為的植栽としてはスギ
が多用されてきた。それは地区の境や民地境界に植える「境木（さ
かいぎ）」、稲を乾す「稲架木（はさぎ）」（写真１−１，１−２）、
そして家族の家を普請するときに使用する「自家用林」として
引き継がれてきた。これらのスギ材は上記の目的のほか、各種
農機具、生活雑貨の用材として、またコイを運ぶための「コイ桶」
の用材やスギの梢をコイの産卵床として使用するなど、農業生
表１−１　山古志地域の 1960 年代以後の年表　
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産と生活だけでなく養鯉業とも密接につながっていた。
　1960 年代後半になると、高度成長の進展から山古志地域にお
いても大型土木事業が増加し、バックホウほか大型土木機械を
使える人が村内にも出てきた結果、水田を養鯉専用池に改修す
る動きが始まる。また同時期に農業と養鯉業の兼業から養鯉業
専業へと転換する人が出始めた。養鯉業は産卵から稚魚の選別、
育成、越冬まで管理の手間がかかること、ニシキゴイブームに
より愛好家からの需要と品質に対する要求が高度になってきた
こと、などにより専業が加速されていった。
（2）1970（昭和 45 年）年代
　1970 年大阪万国博覧会で高度経済成長期は後半のピークをむ
かえる。山古志地域内においては、道路整備が進み交通アクセ
スが良くなるとともにニシキゴイの運搬技術として大型ビニー
ル袋と酸素封入が導入され、販路が大幅に拡大された結果、養
鯉業の専業化が進展しニシキゴイの生産量はさらに拡大してい
った。その結果、村民の現金収入が増加し住居の建て替えブー
ムがおこり、その反面茅葺き、木端葺き屋根の民家はこの頃に
ほとんど消滅することとなった４（写真１−３）。
　農業者にとって 1970（昭和 45）年は米の生産調整（以下、減
反政策という）が始まる年として忘れることが出来ない年であ
る。全国的にこの年を境にして農地面積、特に水田面積は減少
の一途をたどることになるが、次項の統計データによる検証で
述べるとおり、山古志地域においてはその少し前 1967（昭和
42）年から急激に減少し始めている。これは聞き取り調査の結果、
減反政策を先読みしたわけではなく、単に養鯉業専業化への大
きな流れがタイミング的に少し前に来ただけとのことであった。
しかし減反政策はこの流れを加速させるための大きな要素とな
り、一気に水田（棚田）から養鯉池への転換が進行することとな
った。統計データは無いが、1970（昭和 45）年ころで、全山古
志村の水田の中で約 1/2 以上が養鯉池となったと言われている。
　養鯉業の繁栄とともに、コイの早期生育や発色を良くするなど
品質向上のために、エサはサナギよりもペレット飼料が多く使わ
れるようになり、スギの梢を使っていた産卵床も人口のネットが
開発された。また水田からの養鯉池への転換だけでは足りず、畑
からの転換、平場が確保できれば里山の林地からの転換までも進
められた（写真１−４）。養蚕はますます衰退していったが、桑
畑は傾斜地が多いことや水事情の悪い場所が多かったため、あま
り養鯉池への転換は行われず放棄されていった。コイの越冬はこ
のころまではまだ屋外の越冬池がほとんどであった。
　水田は、養鯉池への転換と減反政策により大幅に減少したも
のの存続した水田も多かった。しかし棚田にも適用できる田植
機、刈り取り機が次第に導入され、農作業風景としての人手に
よる田植えや稲刈りはしだいに無くなっていった。
　1970 年代後半になると、耕耘機などの農業機械や養鯉に必要
なトラックなどを格納する倉庫として、かまぼこ型の倉庫が建
写真１−１　スギの稲架木（虫亀）
　　　　　　現在でも一部では使用されている
写真１−２　管理があまりされていない稲架木　（竹沢）
　　　　　　以前は下枝を管理していたことが分かる
写真１−３　震災でも残った 2 棟の古民家の 1 棟 （東竹沢）
　　　　　　本来木端葺きだったが鋼板葺きとなっていた
写真１−４　林地の中の養鯉池　（竹沢）
　　　　　　ほとんどの場合、地目は山林のままである
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ち始めた（写真１−５）。さらに養鯉業における室内越冬の技術
が開発され、越冬小屋が建ち始めた（写真１−６）。
（3）1980（昭和 55 年）年代
　養蚕は山古志地域ではほとんど行われなくなり、1990 年まで
には桑畑も完全に消滅することとなった。したがって 1970 年代
から立て替えが進んだ住宅建築は、すべて養蚕室を持たない構
造となっている。
　養鯉業は着実に発展していったが、1981（昭和 56）年の豪雪
により屋外越冬池で大きな被害が出たことを契機として、越冬
小屋が急増することとなった。５このようにして 1980 年代には集
落の中にかまぼこ型倉庫と木造の越冬小屋が混在する景観が定
着し、これらは現在でも本地域の農村景観として大きな景観要
素となっている。
　水田では田植え、稲刈りという農作業の機械化に加え、夏期
にイネの虫害対策として刈り払い機で行っていた畦畔の除草に、
除草剤散布によって行われるようになってきた。これは現在も
養鯉池を中心に多く続けられているが、水田の畦畔では近年使
用が控えられるようになってきた。除草剤散布によって夏期に
枯れ草色になった畦畔は、農村景観の問題点の一つともいえる。
また刈り取った稲の乾燥はほとんどが農家へ持ち帰った後、脱
穀して乾燥機にかける方式となり、稲架木に架けることが減少
した結果、下枝管理の放置により稲架木としてのスギの樹形が
乱れる結果となった（写真１−２）。
　このようにして 1980 年代には、ほぼ震災以前の山古志地域の
景観が定着したといえる。
２）統計データによる検証
　本地域における農業生産と農村生活は、1960 年代から 1980
年代にかけて養鯉業の発展に伴う水田から養鯉池への転換や、
越冬小屋、倉庫など養鯉関連施設の増加、住宅の建て替えなど
が進展し、農村景観が変貌してきたことが分かった。本項では、
新潟県農林漁業統計及び農業センサス、漁業センサスによる統
計データから、農地と養鯉池の数値的な変遷を検証する。
（1）農地面積の推移６
　旧山古志村の耕地面積、水田面積の推移と全国の水田面積の
推移および旧山古志村の養殖池面積の推移を比較したものが図
１− 1である。山古志地域の耕地面積の推移で見ると、1965 年
までは耕地の増減は見られず比較的安定しており当年の耕地総
面積は 750ha である。しかし、その後 1970 年には 497ha と 5 年
間で 34% と急激に減少している。1970 年は減反政策が始まる
年であり、全国ベースではこの年を境に耕地面積が減少してい
くが、山古志地域においては減反に先んじて減少していったこ
とを示している。本地域の耕地面積は、その後 1980 年 416ha、
1990 年 277ha と減少の一途をたどっていく。これに反して養鯉
池の面積は 1970 年 78ha、1980 年 132ha と 69% 増加している。
（1967年以前は漁業データ無し）すなわち、本地域では 1960
年代に農業政策に関係なく農業から養鯉業への転換が進行し、
1970年の減反政策はその流れを加速させることになったといえる。
写真１−５　かまぼこ型倉庫　（種苧原）
　　　　　　鋼板葺きで車庫、農機具庫、倉庫として使用されている
写真１−６　コイの越冬小屋　（虫亀）
　　　　　　奥は木造、手前は鉄骨造。震災後は鉄骨造が増加した
図１−１　農地面積と養鯉池面積の推移
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（2）養鯉池面積の推移７
　養鯉業の増加のデータとしては漁業センサスにおける養殖池
の面積データがあり、山古志村における養殖池は 100% 養鯉池
と考えてよい。しかし、漁業センサス自体が 5年に一度である
こと、1963（昭和 38）年の第 3次漁業センサス以前は町村単位
のデータが無いこと、前述したように養鯉池か水田か不明のも
のが多いことなどから、正確な面積を示している数値であると
は言い難いが、1970 年代に面積的に急増していることはグラフ
から確認できる。聞き取り調査では、ピーク時には 1/2 以上が
養鯉池に転換されていたと言われるが、養鯉池のデータが総量
的に精度を欠くため統計上は確認できない。水田と養鯉池はそ
の構造上は近いものがあり、また水田養鯉を行ってきた歴史か
ら見ても、台帳上は水田のまま養鯉池に転換されたものが非常
に多いということが聞き取り調査でも確認されている。
（3）桑畑、山林面積の推移８
　桑畑は新潟県農林漁業統計調査によって調査されているが、
農業統計上は「中越」という地域単位で桑畑面積が表示されて
いる。ただし 1991（平成 3年）の統計では一時的に「山古志村」
での表記があり、「桑栽培面積　1ha、使用桑園面積　0、養蚕農
家数　0」となっている。すなわちこの時点では完全に養蚕が行
われていなかったことが分かる。
　山林の養鯉池への転換については、長岡市山古志支所にて調
査したところ、そのほとんどは台帳上山林のままとなっており、
転換された面積を統計データ上調査することは不可能であった。
１−２　農業生産と農村生活要素の関係性の変容
　以上のような農業生産と農村生活の変容は、山古志地域全域
において様々な生産と生活の構成要素の関係性をも変容させる
結果となった。1960 年代以前までは、意識しないまでも田畑で
の農業生産や養蚕、里山、スギ林といったものが、お互いに無
駄なく廃棄物にいたるまで活用されていた。しかし時代が進む
につれ、これらの関係性が薄れていったことが分かる。その関
係性の変容の過程を、歴史的変遷の概況と同じように 1960 年代
から 1980 年代以後まで 3段階に分けて模式図化したものが図１
−２である。
　1960 年代初頭までは、養蚕を含めた家での生活と里山やため
池を利用したニシキゴイの養殖など、各々の要素が有機的に関
係し合っていたが、しだいに養鯉業の進展、農業の機械化、養
蚕の衰退といった経緯の中で、それぞれの関係性は薄れ、孤立
化していった。このことを景観面から見ると、静止した画像と
しての景観は、歴史的変貌で考察したように景観要素の変貌の
みであるが、多用な要素の関係性の中で成立する農作業や暮ら
しの情景など動的な景観は単純化していったといえる。
１−３　景観変貌の特徴
　以上の調査結果から、山古志地域における農業生産及び農村
生活は 1960 年代から 1980 年代にかけて大きく変容し、特に
1970 年代に激変したことが分かった。その原因は基本的には日
本全体を押し流した高度経済成長期に起因することは明らかで
あるが、その結果としての養鯉業の発展と、それにともない地
域の農業と生活がニシキゴイ中心になっていったことにある。
　本研究により明らかとなった 1960 年から 1980 年までの本地
域の農業生産と農村生活の変容による景観の変貌をまとめると
以下の通りである。
　a）1965 年ころから水田（棚田）が養鯉池（棚池）に転換さ
れはじめた。　
b）1970 年代に養鯉による現金収入の増加から住宅の建て替え
が進み、茅葺き屋根が無くなった。
c）1970 年代後半には農業の機械化が進み、農機具や養鯉業に
必要な軽トラックの格納庫としてかまぼこ型倉庫が建てられは
じめた。
d）1970 年代から稲作の機械化、特に乾燥機の導入が進み、ス
ギの稲架木による稲の乾燥が減少した。また新建材や輸入建材
の導入により住宅の普請用として植えていたスギ（自家用林）
の管理がおろそかになった。
　e）1981 年の豪雪からコイの越冬小屋が急増した。
　f）住宅以外でも現代的・都市的要素が入り込み、農村景観が
部分的には都市的景観に近いものとなってきた。　
以上の中b）住宅の変容とf）現代的・都市的要素は全国共通の
要素であり、c）かまぼこ型倉庫の建設は雪国共通の要素である。
d）稲架木による稲の乾燥は他地域でも見られる事象であるがス
ギを稲架木として使うのは北陸地方の一部で見られるが、自家
用林を含めて徹底してスギを使用することが特筆される。した
がって、養鯉業に関わる a）養鯉池、e）コイの越冬小屋、及びd）
スギ林が保全されるべき本地域固有の要素であり、棚田に加え
図１− 2　山古志地域全域における農業生産と農村生
　　　　　活要素の関係性の変容概念図
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てこれらの要素がバランス良く配置された景観が、山古志地域
の景観的特徴であることが分かった。
　以上のような景観の変貌について 1960 年頃までの棚田中心の
時代と 1980 年頃の養鯉中心の時代を想定し、スケッチで表し
たものが図１−３である。景観の変貌は、それに関わる全ての
要素が一つの視点場で網羅されることはほとんど希であるため、
山古志地域の典型的な景観を望むことが出来る場所を想定し、
概念図として示した。
　このように棚田と棚池、かまぼこ型倉庫とコイの越冬小
屋、1970 年代に立て替えられた住宅、多面的に利用されてい
るスギ林と背景としての里山、といった要素が織りなす景観
が、1980 年代には成立していたことが分かった。山古志地域
に関わる写真集や写真展を見てみると、「多くに人々を魅了
してきた」景観は、ほとんどこの 1980 年代以後の景観であ
ることが分かる。
＜補注、引用文献等＞
１山古志村史編集委員会　1960「山古志村史」山古志村役場　
通史編および民俗編
２聞き取り調査を行った主な方は以下の通りである。
　青木　勝：現職は長岡市山古志支所、支所長。1950 年生まれ
で子どもの頃から山古志育ち。兼業農家であることから役場
と生産者両面の立場で農業、養鯉業の変遷を見てきた。宮本
常一の講演を直接聞いた一人でもある。震災後は復興支援室
長として地域復興の舵取りをつとめた。
　齋藤　隆：現職は長岡市山古志支所地域振興課、課長。1950
年生まれ。養鯉業兼業で子どもの頃から養鯉業の発展ととも
に歩んできた。震災後は市の復興支援室課長として養鯉業を
含めた地域復興の最前線を担当した。
　五十嵐　豊：現職は（財）山の暮らし再生機構、観光交流課。
山古志梶金在住で 1965 年生まれ。長岡市職員であったが、山
古志の状況に詳しいことから山古志の再生を目的として設立
された現職の財団に配属された。父親は農業から養鯉業兼業、
さらに養鯉業専業へと転換していったが、震災で住宅、養鯉
池すべてが崩壊し、高齢もあって養鯉業を廃業した。いわば
養鯉業の発展期から震災に至るまで全てを体験してきた家族
といえる。映画「マリと子犬の物語」の実話上の犬の飼い主
でもある。
　齋藤　勝：養鯉業「新太郎養鯉場」代表。1953 年生まれ、山
古志虫亀在住で 1978 年（25 才）から養鯉業専業。山古志地域
の中でも養鯉業者の多い虫亀地区の発展期とともに成長して
きた。海外との取引も多く近年のニシキゴイの動向に詳しい。
　間野泉一：養鯉業「和泉屋」代表、「全日本錦鯉振興会」理事長。
1952 年生まれ、小千谷市東山在住。1968 年（16 才）より養鯉
業一筋、1982 年（30 才）父親より代表を引き継ぎ 3代目となる。
小千谷、山古志地域における養鯉業の発展や、国内外におけ
るニシキゴイの動向も熟知している。
　網田健次郎：新潟県内水面水産試験場、場長。本研究におい
ては、これまでの県による支援や養鯉業における人工飼料・
資材の発展、病害研究の歴史について教授いただいた。
３加藤哲郎「高度経済成長はなにを変えたか？」の中で「工業化・
図１− 3　1960 年頃までと 1980 年頃の景観変貌の概念的スケッチ
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都市化で社会と生活が変わった」とし、1960 〜 1975 年の高度
経済成長期における「民族大移動」が大きな原因であるとし
ている。
　http://homepage3.nifty.com/katote/seichou.html　2008.10.20
現在
　また、須藤功は「写真ものがたり、昭和の暮らし　1 農村」
2004（社）農産漁村文化協会の序にて「みなさんのおじいさ
んやおばあさんが若かったころには、農業による自給の国を
目指していたので、多くの人が土を耕していました。生活は
土によって支えられていたのです。工業立国をかかげた昭和
30 年代の後半あたりから変わり始めます」（すなわち 1960 年
代から著者注）と述べている。
４中越大震災前までは、山古志村内に築 100 年以上の民家とし
て 2棟の茅葺き及び 2棟の木端葺きの民家が存在したがいず
れも震災時には鋼板葺きとなっていた。これらは全て震災で
大きな被害を受け、そのうち茅葺き 2棟は撤去、木端葺きの 2
棟の内 1棟は解体保存、もう 1棟は撤去処分された。
５コイを養鯉池で越冬させていた時は、大雪で池が覆われてし
まった場合はコイが窒息しないように雪を掘って穴を空ける
「雪穴掘り」を行っていた。
６農地関係の統計は以下のデータによる。
　全国の水田面積：農林水産省統計情報ホームページより作成。
　http://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html2008.10.20 現在
　山古志村の農地面積：「新潟県農林水産統計年報」（昭和 61 年
以後は農林と水産で分かれる）農林水産省北陸農政局より作
成。
７漁業関係の統計は、農林水産省漁業センサス・データによる。
　「新潟県農林水産統計年報」では、観賞魚については食用では
ないということから 1978（昭和 53）年までしか記載されてお
らず、また「中越」という範囲でまとめられ山古志村の数値
が把握できなかった。
８桑畑の統計は「新潟県農林水産統計年報」（昭和 61 年以後は
農林と水産で分かれる）農林水産省北陸農政局による。農業
センサスの元データを調査しようと試みたが、新潟県および
長岡市山古志支所でもデータが古く保管されていなかった。
９稲架木は全国的にハンノキが使用されることが多い。また新
潟県北部ではトネリコも使用される。また北陸地方（福井、
石川、富山、新潟各県）の一部でもスギを稲架木として使用
するが、徹底してスギを使用するのは全国でも山古志地域を
含む中越地方のみである。
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第２章　山古志地域の主要景観要
素としての棚田・棚池・スギ林
２−１　現状としての景観の概況と主要景観要素
　山古志地域はニシキゴイ発祥の地１として、また山古志地域を
含む中越地域はニシキゴイの生産拠点として世界的にも有名な
地域となっており、毎年秋の品評会シーズンには多くの外国人
バイヤーがこの地を訪れている。そのニシキゴイの発祥は江戸
時代２までさかのぼるものの、生業としての本格的な生産の歴史
は第１章で明らかになったように 1960 年代から急速に発展した
ことが分かった。特に 1970 年に始まる米の生産調整（減反政策）
が田を養鯉池に転換することを促進し、結果的に養鯉業の発展
をも後押ししたことを明らかになった。　
　これらの養鯉業の根幹となる養鯉池は、棚田を養鯉池として
転換したものが多く、その養鯉池の連続する景観は棚田と異な
った独特の景観を呈している。もともとこの地域は中越地方の
典型的な中山間地農村景観として、美しい棚田が連なる地域で
あったが、生活の中心が稲作農業からニシキゴイという観賞魚
の養殖業へと変容し、生業の結果として棚田が養鯉池（棚池）
へと転換されていった。山古志地域の景観は、以上の結果とし
ての棚田と棚池（養鯉池）に加え、点在するスギ林の存在が視
覚的に占める割合が大きい。そして須藤護の研究や本論文第１
章により、本地域の棚田としての景観的特徴と養鯉池への転換
のプロセスにおける歴史的な背景については明らかになったも
のの、その主要景観要素としての棚田、棚池、スギ林の分布状
況や数量については把握されていない。また、農業生産と農村
生活の根幹となった養鯉池の構造や造成方法なども明らかにな
っていない。特に養鯉池の造成方法については、田と異なり耕
地整備における標準設計のようなものは全く存在せず、養鯉業
者あるいは地元の土木業者の経験と勘でのみ工事が行われてき
た。本章では以上のような背景を受けて、稲作農業としての棚
田とニシキゴイ養鯉池としての棚池の分布と数量を調査し、（1）
その転換のプロセス、（2）構造的差異、（3）転換がもたらした
景観的変化を明らかにした。また点在するスギ林について、そ
の成因と数量を把握した。
２−２　棚田・棚池の分布及び数量
　本調査では一定区域の棚田・棚池の配置を図化するとともに、
その枚数と各々の面積を地図上で計測した。これをもとに、田・
池面積の度数分布をもとめ、聞き取り調査と合わせて田から池
への転換プロセスを推定した。養鯉池のほとんどは棚田から転
換されたものであり、現状としての養鯉池の分布と数量を把握
することは、養鯉池の増加プロセスを推察する上で重要な手が
かりになるものと考えた。
　サンプルとして選定した区域は、本地域内でも特に養鯉池が
多い虫亀下平地区（金倉山東山麓）の棚田・棚池群を対象とした。
長岡市錦鯉養殖組合会員は合計 119 社で、その内半数以上の 60
社が山古志地域に集中しており、そのほとんど（54 社）が虫亀
地区及び竹沢地区に立地している３。調査対象とした虫亀下平地
区は、山古志地域全体の養鯉業をリードしてきた両地区の中間
に位置し、結果的にもっとも養鯉池の集中する地区となってい
る。したがって本地区における転換プロセスが、地域を代表す
るものであると考えられる。また 2004 年の中越地震の被害が比
較的軽かった地域であり、養鯉業関係は震災からの復興が早か
ったこともあり、聞き取り調査に対しても協力が得られた。
　震災翌年の 2005 年、震災復興のための航空写真撮影と
1/5,000 地形測量が行われており、正確な地図情報が得られたた
め、基礎的データとしてその成果４を利用した。また地図上で池
か水田か不明なものは現地踏査により確認した。なおこの地区
は、前述した須藤による先行研究のフィールド近接する地区で
もある。
１）水田及び養鯉池の配置と面積の現況
　虫亀下平地区における田と池の配置状況を図２−１に示す。
また本地区における水田と池の枚数及び面積を集計したものが
調査対象地
面積
池枚数
（枚）
池合計
面積(ha)
田枚数
（枚）
田合計
面積(ha)
138 ha 327 11.3 141 9.6
池・田の合計枚数に対する池の割合　＝ 69.9%
池・田の合計面積に対する池の割合　＝ 54.4%
田
池
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数
図２−２　田・池面積の度数分布グラフ
図２−１　調査区域の田・池の配置図
表２−１　調査区域の田・池の数量面積集計表
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表２−１である。調査地区の範囲は金倉山へ至る尾根線と東南
側県道に挟まれた一群の棚田及び棚池のある区域とした。
　図から分かるように、池の分布は一定の集団で存在している
場合が多く、これは水田の所有権や水系が関係していると推察
される。なお須藤の論文においてはため池を棚田とは別に評価
しているが、本論文では現時点でため池と養鯉池の区別がつか
ないこと、ため池も養鯉池として使用されている場合が多いこ
とから全て養鯉池として集計した。
２）水田及び養鯉池面積の数値分析結果と考察
　図２−１に示した本地区における水田及び池面積の度数分布
を表したものが図２−２である。その結果、水田と池の合計枚
数 468 枚の中 70% が池、面積では水田と池の合計面積 21ha の
中 54% が池であった。また水田及び池面積の度数分布を見てみ
ると、400m2 以下の小さい水田と池の割合が 65% と多く、その
中 49% を池が占めている。逆に棚田としては大きい面積といえ
る 2000m2 以上のものは水田が９枚、池が 2 枚という結果で、水
田としては大きいものが残されていることが分かった。このよ
うに大小様々な大きさの棚田があるのは、しっかりした地盤に
築かれた棚田ではなく、水田造成の基盤となる地滑り地形が大
規模なものから小規模のものまで様々であり、崩れる度に山側
を削り谷側に盛土して水田を築いてきた結果の現れであろう。
３）養鯉池への転換プロセスに関する考察
　棚田から養鯉池への転換は 1960 年代から急速に進んできた
が、稲作農業に比べれば収入は大きいものの、やはりリスクの
大きい産業であったといえる。しかし対象地区においては表２
−１に示すように、枚数で約 70%、面積で約 54% が池と、非常
に多くの面積を池が占めている。
　また水田から養鯉池への転換プロセスを図２−２に示す度数
分布から考察すると、水田の所有権、水利権、養鯉作業に必要
な軽トラックのアクセス性、業種転換への個人的な指向性など、
写真２−１　田から転換した池の例
写真２−２　養鯉池として造成した池の例
図２−４　養鯉池として造成した池（写真 2）の断面図
図２−３　田から転換した池（写真 1）の断面図
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様々な要因が影響すると考えられるが、聞き取り調査５と合わせ
て総合的に判断すると次のようなことが推察できた。
①この地域が地滑り地帯であるため、もともと大小様々な水田
による棚田が成立していた。水田の大きさとしては 400m2 以下
の小さな水田が多いが、反面 3,000m2 クラスの大きな水田も存
在した。その分布については、地滑りした後をその度に均して
造成していったことから、上中下段各所に様々な大きさ、様々
な形状の水田が存在していた。
②養鯉業はリスクの大きい産業であったため、まずは小さい水
田から池に転換されていった。また初期の養鯉では、稲作の副
業として水田に放流して秋に上げる「水田養鯉」も並行して行
われていた。養鯉業専業化が進む 1960 年代初期においては、水
田から池への転換工事はすべて人力施工であったため、小さな
池で深さもあまり深くない（50 〜 100cm 程度）のものが多かっ
た。
③その後 1970 年代から土木機械の導入が増えるにしたがい、ま
た減反政策による養鯉池への転換意欲が高まるにしたがい、順
次大きな水田も池への転換が進展していった。
④池への転換をせず稲作農業を継続する水田については、代掻
き、田植え、稲刈りなど、農作業の機械化にともない、その効
率性を確保する上で大きい水田が残された。
４）山古志地域全体の水田と養鯉池の数量
　山古志地域全体における 1960 年以後の農地及び養鯉池面積の
推移概況は第 1 章に示したが、震災前後の水田（実作付面積）
と養鯉池の推移を水田台帳等による調査６で集計してみると以下
の通りである。
　　震災前（2004 年）：　水田 133ha、 養鯉池 2108 枚 137ha、
　　震災 5 年後（2009 年）：水田 98ha、  養鯉池 1590 枚（面積不明）
震災前の数値で見ると実作付面積と養鯉池面積合計の 51% が養
鯉池であり、山古志地域の農業生産景観に占める養鯉池の割合
が非常に大きいことが分かる。また復旧が安定期に入ってきた
震災 5 年後の数値で見ると、2009 年時点で水田の 74%（面積計
算）、養鯉池の 75%（枚数計算）が復旧したものと判断できる。
２−３　養鯉池の構造と景観への影響
　前述したように養鯉池に関しては農業土木的な教科書は一切
存在せず、すべて経験と勘のみで作られてきた。そこで養鯉池
の施工方法や構造を明らかにするため、養鯉業者、地元土木業
者への聞き取り調査を行うとともに、協力を得られた養鯉業者
の池を現地計測し、図面化した。現地計測は、11 月初旬に池か
らコイを越冬小屋に移し、雪が降るまでの短期間しか行うこと
ができない。また養鯉業者はコイヘルペスほかコイの感染症対
策のため、必要以上に池に入ることは極力避けている。そのよ
うな中、2007 年 11 月協力を得られた養鯉業者の池 15 枚につい
て池法面の寸法や深さなどについて現地計測を行った。この計
測により、田との構造的差異やその理由などについて明らかに
し、また水替えの方法、水田から転換する場合の注意点などを
整理した。
１）養鯉池の断面構造
養鯉池の断面構造の計測は、コイが越冬小屋へ移され、池の水
が落とされた時期となる 11 月初旬に行った。計測は測量用の箱
尺を用い、池内側と外側の勾配（東西南北）、畦畔の幅員、池の
深さを計測した。調査協力を得られた池の数と調査時期に限り
があったが、調査した池の種類と枚数は、水田から養鯉池へ転
換されたもの 6 枚、当初から養鯉池として造成されたもの 9 枚
である。それぞれの代表的な池の写真を写真２−１，２−２、そ
写真２−３　代表的な田の状況
図２−５　代表的な田の断面図
表２−２　池の面積・形状寸法表
池番号 池面積
（ｍ2）
池深さ
（m)
M-1 638 1.50 1： 4.4 1： 3.3
M-2 1768 1.80 1： 3.3 1： 3.5
M-3 830 2.00 1： 4.3 1： 3.8
M-4 503 1.00 1： 4.2 1： 4.7
M-5 2479 1.00 1： 3.8 1： 3.8
M-6 479 1.00 1： 5.3 1： 4.4
T-1 525 0.70 1： 6.7 1： 5.0
T-2 99 0.90 1： 5.0 1： 5.0
T-3 1509 3.75 1： 2.5 1： 4.2
T-4 503 1.35 1： 4.2 1： 3.5
T-5 760 1.25 1： 3.3 1： 3.6
T-6 594 1.40 1： 3.5 1： 3.5
T-7 305 1.00 1： 4.3 1： 4.6
T-8 350 0.90 1： 4.6 1： 5.0
T-9 167 0.80 1： 3.6 1： 3.6
平均値 1.36 1： 4.2 1： 4.1
池番号Mは田から変換した池
　　 　Tは養鯉池として造成された池
内側勾配
（山側）
内側勾配
（谷側）
図２−６　池の面積と深さの関係図
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の断面図を図２−３，２−４に示す。（調査した全 15 枚の池のデ
ータは資料編参照）また当地区での代表的な水田の状況を写真
２−３、断面図を図２−５に示す。なお調査した養鯉池の面積、
深さ及び全体的な地形に対して山側と谷側で池の勾配の平均値
を算出したものが表２−２である。
　構造的特徴の中、養鯉池の深さは、調査では最小値 0.7m、最
大値 3.75m となっている。養鯉池の面積と深さの関係をプロッ
トしてみると、基本的に面積が大きくなると深さが深くなるこ
とがわかるが、大きくて浅い池もあるため明快な相関関係があ
るとはいえない。これは稚魚をどれだけ多く生産するかという
養鯉業の生産規模と生産プロセスによるためである。また池の
平均水深は 1.36m と水田に比べて深く、浅い池では稚魚、深い
池では大きなコイを飼育している。基本的に稚魚は浅い池に入
れられるが、生産規模が小さければ稚魚の池は小さくて済む。
しかし規模が大きければ稚魚の数も多く、浅くて大きな池が必
要とされることになる。そして大きく成長するにしたがい大き
くて深い池へと移されていく。また前項でも示したように、歴
史的に小さな水田から順次人力施工によって池へと転換されて
きた経緯からも、小さな池に深い池は無いことが推察される。
　また池内側の勾配は 1:2.5 〜 6.7 とかなり開きがあるが、平均
値としては 1:4.2 程度と緩勾配である。したがって池内側の勾配
から見ても、深い池はある程度大きさが必要となり、結果的に
小さくて深い池は成立しないことになる。
　池の断面形状において山側と谷側の比較や、田から転換され
た池と養鯉池として造成された池での勾配の比較では、有意差
はほとんど見られなかった。なお写真２−３に示した代表的な
田の深さは 0.3m で、国が定めている耕地整備における畦畔高さ
の設計基準と相違ない。また内側の勾配は代掻き前に行う畦塗
り直後は垂直に近いが、しだいに崩れてきて調査した秋の時点
では１：1.6 であった。
２）池の形状、その他
　養鯉池の畦畔の幅は 1.0 〜 2.0m と水田に比べて広くなってい
る。これは池の造成過程において、バックホウにより池底を掘
削しそれを畦畔の位置に盛土し突いていくという工程と、切り
盛りバランス、池の水圧への抵抗性、さらに養鯉作業のため池
近くに軽トラックを進入させたいことなどの理由による。なお
池底の防水は、水田のスキ床と同様に、この地域の地層である
砂岩と粘土（または泥岩）の互層の粘土部分を採取して突き固
めていくが、震災後の復旧工事ではシート防水を行っている池
もある。水田から池へ転換したものは、水田として使用してい
たときの名残で直線的な形や角張った形を一部に留めているも
のが多いが、新しく造成したものは角が丸くなっている。これ
は新しく造成したものはコイが泳ぎやすいことに重点を置くた
めである。水田から転換したものでも、上部は水田のなごりで
角張っていても、深くなるにしたがい角が丸くなっている。
　水替えは水田から転換した古い池においては樋管が無く、ホ
ースを池につけ込んで片方を止水した状態で外の低い方へ出す
というサイホンの原理で排水している。新しい池については、
ため池同様に樋管が設置されているものが多いが、冬季に完全
に水を抜くかどうかは養鯉業者の考え方による。水を抜く場合
の意見は「年に１回池に貯まったゴミ等を流し池底の状況を検
査する」というもの、水を抜かない場合の意見は「池のひび割
れを防ぎ漏水を防止する」というものが代表的な考えである。
いずれにしろ積雪高さ 3~4m という豪雪地帯であるため、無積
雪地帯水田の冬季のように乾いた状況になることはなく、翌年
5 月のコイ入れまで雪や雪融け水を含めて水を張ったまま冬を
越す池が多い。そしてそのことが積雪期の景観にも大きく作用
してくる。
　なお聞き取り調査の結果、これらの形状や構造について土木
工学的にその安定性などについて検証されたことはないが、こ
れまで中越地震以外で崩壊した例はほとんどないとのことであ
った。
３）養鯉池の構造に関する考察
　以上検討したように、養鯉池は様々な経験のもとに微修正を
加えながらこの地域独特の形状に収束してきたといえる。その
写真２−４　夏の棚池景観：棚田と一見変わらないが夏場でも水面が広が
るのみである
写真２−５　積雪初期の景観：池面に積雪がない独特の景観となる
写真２−６　積雪期の景観：棚田と比較してエッジが明快な積雪景観となる
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特徴をまとめると次のようなことがいえる。
①養鯉池は田より深く、池内側の勾配が緩やかである。
②養鯉池の畦畔は、水田より幅が広く、最低一辺は幅員２m 程
度を確保してある。
③池の形状としてはコイが泳ぎやすいように角が丸い。水田から
転換したものでは角張った形状を表面上残しているものも多い。
④水田から池へ転換する場合は水田の時より深くなることから
すき床（防水層）をあらためて造成する。
４）棚田と棚池の景観的相違点
　以上考察したように、養鯉池は一見水田と似ているようであ
るが、その構造には様々な相違点が見出された。ニシキゴイ生
産の進展が、棚田を棚池へと転換することでその構造にまで影
響し、それは結果的に景観にまで影響していった。それは機械施
工による養鯉池の大型化と増設、大量飼育のための効率化など、
農業生産としての養鯉業進展の積み重ねであったといえよう。
　そして養鯉池としての「棚池景観」は、何といっても積雪期
を除いて常に池の状態であるということが大きな特徴である。
棚田と異なり植物（イネ）の生育による景観的季節変化は無い
ものの、水面は常時空や周囲の風景を映している（写真２−４）。
また、冬季においては積雪期の氷や雪の表情など、棚田とは異
なる美しい造形美を創出することになる。積雪初期においては
水が貯まっている池の水面のみ雪が溶けた景観（写真２−５）、
積雪期には池の畦畔の高さが高いことから「彫りの深いエッジ
が明確な積雪景観」となる（写真２−６）ことがその特徴とい
える。
５）棚池景観の持つ意義
　本地域の景観は、棚田の時代に比べて著しく変化したとはい
えないが、結果的に全国的にも類を見ない美しい「棚池景観」
を呈することになった。それは基本的に古くからの農村生活の
範囲内で行ってきた人力施工による棚田がベースになっている
からであろう。大型機械に頼らない無理のない棚田の造成と各
棚田へのアプローチ、無理のない水利など、本地域の農村景観
はこのように自然地形に極力逆らわず、地域の自然と共生した
農業を守ってきたからである。それは市町村合併前（H.16）の
旧山古志村における水田の耕地整備率が 2% であった７（県全体
では 53.3%）ということからも推察できる。要するに現在の本
地域の景観は、中山間地農村という位置づけのなかで、あえて
効率的な農地造成を行うのではなく、無理のない棚田の用途変
更を行ってきた結果なのである。
２−４　スギ林分布と成因
　景観要素の一つとして点在するスギ林は、面積の地図上計測
は困難なため、カラー航空写真と現地踏査からスギ林を判読し、
航空写真時上の投影面積を計測した。その結果、一群として認
められるスギ林（列植を含む）の数は 274 カ所、投影面積の合
計は 13ha と面積的には池の面積をやや上回るほどになってい
る。なお調査の結果、現在まとまった樹林として残っているス
ギの寸法は、最大値で目通り幹周 120cm、樹高 20m となってお
り、最も樹齢の大きいスギは 80 〜 100 年程度と推定される。こ
れらのスギ林は、土地の境界を示す境木、稲を乾す稲架木、家
の普請用の用材として多目的に利用されてきたものであり、現
在でも数少ない稲架木用として一部補植されている場所もある。
なお本地域は豪雪地帯のため、植栽されたスギは根曲がり、枝
折れが多く、生業としての林業は成立していない。また一族間
での用材のやりとりはあっても売買はされていない。したがっ
て旧役場にも林務課は無く、森林台帳も存在しない。
図２−７　田、池、スギ林の分布図
＜補注、引用文献等＞
１ 「全日本錦鯉振興会」ホームページによる。「錦鯉史」の中で、 
「錦鯉発祥の地は新潟県山古志郷となっている。」とあり、現
在の山古志地域、小千谷市東山地域付近を指している。
　http://www.echigo.ne.jp/~koi/　2009.4.20 現在
２ 同上「全日本錦鯉振興会」ホームページ「錦鯉史」より。
３ 「長岡市錦鯉養殖組合会員名簿」長岡市錦鯉養殖組合 2007 よ
り集計した。実際には組合員以外に、委託で養殖のみを行い
販売は行わない養鯉業者もいる。
４ 国土地理院　1/5,000 新潟県中越地震災害対策基本図、写真を
長岡市震災復興支援室の許可を得て使用。
５ 聞き取り調査を行った養鯉業者、土木業者は以下の通り。
　　　 斉藤　勝：養鯉業「新太郎養鯉場」代表。山古志虫亀在
住で研究対象である虫亀下平地区に養鯉池を持つ。田か
ら転換した池の現地計測に協力いただいた。
　　　 齋藤　隆：市職員（旧山古志村）養鯉業兼業。養鯉場か
らの委託生産を主とする。行政側から見た養鯉業の発展
の歴史を教授いただくとともに、氏が所有する山林内に
新規造成した養鯉池の現地調査に協力いただいた。
　　　 間野泉一：養鯉業「和泉屋」代表、小千谷市東山在住。「全
日本錦鯉振興会」理事長。小千谷、山古志地域における
養鯉業の発展や養鯉池造成の歴史について概要を教授い
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ただいた。
　　　 新保純一：（有）新保重機代表、小千谷市在住。小千谷市
から山古志地域にかけての養鯉池造成や震災後の養鯉池
の復旧を数多く手がけている。重機による養鯉池の造成
の歴史や、施工側から見た養鯉池の造成方法について教
授いただいた。
　聞き取り調査による転換プロセスに関する代表的な意見の概
要は以下の通りである。
　　　 新保純一（前述）：田から池への転換作業は、当初はみん
な人力やっていた。1970 年ころの土木工事が増えた時期
に、出稼ぎで重機の取り扱いを憶えた人も多く、バック
ホウ等重機を借りて池の造成をやりはじめた。自分のよ
うに土木業者が知り合いの養鯉業者から頼まれてアルバ
イト的にやっているケースも多い。池の形の決め方は、
養鯉業者から細かく指示をされる場合もあるし、施工側
が決める場合もある。いずれにしろ池の勾配は経験的に
やっている。
　　　 斉藤　隆（前述）：少なくとも 1960 年代は大規模な養鯉
池はなかった。1960 年代後半に需要が急激に増え始めた
ことから養鯉業専業化が進み、田がどんどん池に転換さ
れていった。転換の順序としては、毎日エサをやる必要
があることから家の近くの田や、エサを運ぶ手間が少な
くてすむ小さな田から転換されていったように思われる。
６ 長岡市山古志支所水田台帳及び支所産業課による「国及び新
潟県の災害復旧補助査定のための資料」より。
７ 「新潟県市町村別水田整備一覧表」平成 16 年調査、新潟県農
地部農地計画課資料より。
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第３章　山古志地域の景観に違和
感を与える現代的・都市的景観要素
３−１　農村景観における現代的・都市的景観要素の現状
　近年では住宅建築の均質化などにより、都市部だけではなく
多くの農村集落においても現代的・都市的景観要素が入り込ん
でいる。また水田などの農業生産の現場においても、農業生産
方法の変化等によって様々な現代的景観要素が入り込み、農村
景観としての調和を乱す結果となっている。これらに加えて山
古志地域においては、震災からの復旧の過程で、道路や河川の
復旧のほか、生活基盤、防災という観点から多くの土木構造物
が建設され、また多くの住宅が建て替えられ、一部では農村景
観に大きな違和感を与える結果となっている。
３−２　地域レベルで認識できる現代的・都市的景観要素の分
布及び現況と課題
　景観に違和感を与える現代的・都市的景観要素の中で、地域
レベルで個別の場所が認識できるような大きな景観要素として
は、大型建築物や土木構造物など景観に大きな影響を与える建
造物と震災復旧により景観が大きく変貌した集落地がある。
１）景観に大きな影響を与える建造物
　景観に大きな影響を与える建造物としては、公共施設等の大
型建築物、震災復旧により建設された堰堤や河川関係の構造物、
コンクリートの法面保護工などがある。
　（1）大型建築物
　長岡市山古志支所、体育館などの公共施設、学校校舎（廃
校を含む）等RC３階建てのものがあり、民間施設には無い。
周囲に建つ一般住宅のほとんどが高床式２階建て（１Fが
RC造の倉庫や車庫でその上に木造２階建て）であるため、
大型建築物といっても建築のボリューム感はあるものの景
観的に高さが突出してはいない。また統廃合により残され
た教育施設は全て撤去される方針であるが、撤去時期は未
定となっている。
　（2）各種堰堤ほか河川関係
　堰堤関係は震災復旧工事の中でも防災上大きな位置づけ
となっている。土砂崩れにより河道閉塞した箇所は大量の
土砂の搬出先が無いため、その場で堰堤を築くこととなっ
た場所が多い。堰堤のタイプとしては大型のコンクリート
堰堤、コンクリートブロックを積んだブロック堰堤、鋼板
を円筒状に組み立て土砂で中詰めしたセル堰堤の３タイプ
がある。それぞれ防災上必要不可欠ものであり、震災痕跡
としての位置づけも大きいが景観的な圧迫感も大きく、今
後コンクリートのエイジングと合わせて緑化修景が必要で
ある。またその他の河川関係として、震災土砂の埋め立て
のため河道の付け替えを行った箇所、道路の付け替えに伴
い新設された橋梁などがある。
　（3）大型コンクリート法面保護工
　大型のコンクリート法面保護工（フリーフレーム工法）
は山並みの景観の中に明らかに違和感を与えているがこれ
も防災上不可欠のものである。復旧初期に施工されたもの
は３，４年が経過し、現在ではコンクリートのエイジング及
び中詰め植栽の生長により景観的に同化しつつある場所も
ある。
　法面保護工にはそのほかに地被植物の種子吹き付け工法、
各種のブロック積み工法など各種の工法が使われているが、
本地域には岩盤が少ないためほとんどが植生工を併用して
いる。したがって景観的には比較的早期に周辺景観となじ
んでいる箇所が多く、大規模な土砂崩壊に対応した大型の
コンクリート法面保護工が景観的にはもっとも目立つ存在
となっている。
２）集落地
　集落地に関わる要素としては住宅の変貌による景観的影響が
大きい。１章で調査したように 1960 年代までは茅葺き屋根や木
端葺き屋根の住宅もあったが、1970 年代にはこれらはほとんど
消滅し、板壁に瓦葺きや鋼板葺きの住宅に建て替わった。これ
らは震災から補修により復旧し、現在残っているものも多い。
全壊、半壊のため震災を契機として建て替えられたものは、１
階が RC造、2.3 階が木造の高床式、屋根は鋼板葺きで雪下ろし
が不要な「雪割り棟」のものが多い。長岡市がモデル住宅を兼
ねて震災復興公営住宅としたものは、景観に配慮し、壁が下見
板張りで上部はしっくい調の白壁、屋根は焦げ茶色の鋼板葺き
雪割り棟となっている。このモデル住宅は各集落の復興におい
て参考とされ、現在類似の住宅が増加しつつある。
　（1）既存の集落地
　被害を受けた住宅を補修したものと建て替えによる住宅
が混在し、集落景観としての違和感がある。特に建て替え
のものは従来の建築様式のものと、都市部と同様の建築様
式のものが混在し、農村集落としての景観に大きな違和感
を与える結果となっている。
　（2）移転集落地
　木籠と楢ノ木の２集落と新たに建設された公営住宅地で
ある。木籠集落は建築形態と色調がほぼ統一されており景
観的違和感は少ないが、楢ノ木集落は建築形態、色調とも
に混在し景観的調和が乱れている。公営住宅地は復興モデ
ル住宅として建設されたものでもあり、中越地方の伝統的
建築様式を踏まえ統一感のある集落景観となっている。
　（3）集落跡地
　木籠集落跡地は水没家屋が現在も残り、震災痕跡として
の景観的価値が大きい。楢ノ木集落跡地は農作業の起点と
して倉庫群のみが残り、独特の景観となっている。両跡地
とも旧住民の思い出の残る地であり、外来者にとっても象
徴的な場所である。
　以上の景観要素の分布を図３−１景観要素分布図に示す。ま
た各々の景観要素の現況と景観上の課題を写真表としてまとめ
たものを 19 頁以後に示す。
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山古志地域 景観要素分布図
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＜景観に大きな影響を与える建造物ー建築物＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
AR01 長岡市山古志支
所及び山古志会
館
（竹沢）
旧村役場で、震災被害は受けたが
基本構造は耐えたため，復旧にあ
たっての前線基地となった。山古
志会館は現在復興支援や広報の情
報センターとなっている。
外装は落ち着いた茶系のレンガタ
イルで，景観的に突出はしていな
い。3 階建てであるが，斜面にあ
るため東側より見ると４階建てに
見える。
（2009 年 10 月撮影）
AR02 山古志体育館
（竹沢）
山古志支所、山古志体育館に隣接
し、地域における様々なイベント
会場として活用されている。
外装は支所と同様に落ち着いた茶
系のレンガタイルで景観的に突出
はしていない。これも斜面地に建
つため谷側から見ると４階建てに
見える。
（2009 年 10 月撮影）
AR03 山古志小中学校
（油夫）
小中学校ともに統廃合され，現在
山古志地域は全てこの小中学校に
集約されている。震災後の 2007
年に完成した。
外装はベージュ系のレンガタイル
で、丘の上に立つが景観的に突出
はしていない。
（2009 年 10 月撮影）
AR04 あまやち会館
（種苧原）
旧山古志村時代に作られた村営の
宿泊施設で，現在は指定管理者に
より運営されている。地域内の各
種集会のほか、観光客の利用、ス
ポーツ合宿等にも利用されてい
る。
猿倉岳萱峠への斜面に建つが、外
装はグレー色の塗装で景観的には
周囲となじんでいる。
（2009 年 10 月撮影）
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No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
AR05 旧教職員宿舎
（種苧原）
旧山古志村時代に作られた県の教
職員宿舎で、現在は使用されてお
らず、今後の用途は未定である。
種苧原の集落地内にある。外装は
ベージュ色の塗装で目立たない
が、建築の形が集落景観として調
和しているとは言い難い。
（2009 年 10 月撮影）
AR06 旧種苧原小学校
（種苧原）
統廃合で現在は使用されていな
い。
今後撤去の予定。
（2009 年 10 月撮影）
AR07 旧長岡農業高校
山古志分校
（種苧原）
分校の廃止で現在は使用されてい
ない。
今後撤去の予定であるが，老朽化
が激しく早急な撤去が望まれる。
（2009 年 10 月撮影）
AR08 旧虫亀小学校
（虫亀）
統廃合で現在は使用されていな
い。今後撤去の予定であるが、集落
中心部にあり溜め、支所や集落の
物置などとして利用されている。
色調としてはベージュ色の塗装で
落ち着いているが、形が四角い箱
状であるため、竹沢，油夫方面か
ら見たときに、集落の中からやや
突出した感じに見える。
（2009 年 10 月撮影）
＜景観に大きな影響を与える建造物ー建築物＞
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＜景観に大きな影響を与える建造物ー堰堤 ・河道新設 ・橋梁＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
ER01 芋川・東竹沢堰堤
（東竹沢）
地域内で最も大きな土砂崩れによ
り河道閉塞が起こった場所で、そ
のまま堰堤が作られた。
代表的な震災痕跡の一つで、見学
者も多いことから、緑化修景によ
る周辺との調和が望まれる。
（2009 年 10 月撮影）
ER02 大久保・ブロッ
ク堰堤
（大久保）
組み合わせブロックの重量で築い
た砂防堰堤である。羽黒トンネル
を大久保側へ出たところにある。
道路進行方向の側面であるため，
景観的にはあまり目立たないが、
形態的に違和感があるため蔓性植
物等による緑化修景が望まれる。
（2009 年 10 月撮影）
ER03 虫亀・セル堰堤
（虫亀）
土砂崩れによる現地発生土を有効
に使用し、スチール製パネルを円
筒形に組み立てた中に土砂を詰め
て堰堤としたものである。
虫亀〜油夫間の道路のカーブ部に
あり、道路正面に位置し良く目立
つ。中詰め土砂への蔓性植物植栽
等により景観的緩和措置が必要で
ある。
（2009 年 10 月撮影）
ER04 国道 291 号梶
金・セル堰堤
（梶金）
梶金の国道 291 号沿いの道路側
面の谷間にあるもので、震災痕跡
としての見学者も多い。
上記のものに比べて，このように
谷間にあるものは景観的圧迫感は
いくらか小さいが、植栽等による
景観的緩和措置が必要である。
（地域内にもう２基セル堰堤があ
るが、これらはほとんど一般の人
の目に触れる場所ではないため除
外した）
（2009 年 10 月撮影）
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No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
油夫河道新設
（油夫）
油夫の谷間は地域内で発生した震
災土砂により埋め立てられ、中央
に新たな河道が新設された。震災
により景観が激変した地区の一つ
である。蛇篭とコンクリートによ
る河道新設で、支所の北側から全
容を望むことができる。
コンクリートのエイジングが進ん
だとしても、形態が人工的である
ため周辺景観と調和するには時間
がかかる。周辺の新たな土地利用
とともに検討する必要がある。
（2006 年 11 月撮影）
芋川、東竹沢の
ダム湖と新宇賀
地橋
芋川の最も大きな河道閉塞出でき
たダム湖である。国道 291 号の
旧宇賀地橋は水没したため、新た
に新宇賀地橋が建設された。
橋梁デザインとしてはＳ字型の美
しい曲線を描く橋で、震災痕跡と
しての見学者が多い。
（2006 年 11 月撮影）
寺野ふるかわ大
橋
寺野の土砂崩れと河道閉塞による
ダム湖を回避するため、池谷〜種
苧原間に新設された道路の橋梁で
ある。
景観的には典型的な鋼製桁橋で、
まだ新しいためコンクリート製の
橋脚が白く目立つが、今後エイジ
ングにより周辺景観となじんでい
くと思われる。
（2009 年 10 月撮影）
寺野ダム湖 寺野の土砂崩れにより出現したダ
ム湖である。ダム湖近くにあった
旧道は閉鎖されたため、新しい道
の途中から望むことができる。
近くに集落は無く、時間が経てば
山奥の落ち着いた湖という風情が
出てくると思われる。
（2009 年 10 月撮影）
＜景観に大きな影響を与える建造物ー堰堤 ・河道新設 ・橋梁＞
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＜景観に大きな影響を与える建造物ー大規模コンクリート法面保護工＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
FF01 羽黒トンネル上
部法面保護工
（桂谷）
羽黒トンネルは地域内の東西を結
ぶ重要な場所で、トンネルとこの
土砂崩れの復旧は震災復旧の要で
あった。
全体的に大面積で位置的にもよく
目立つが、法面下部は種子吹き付
け工であること、及びコンクリー
トのエイジングと中詰め植生の生
育により、しだいに景観的になじ
みつつある。また尾根筋の樹林が
保全されたため、将来的には大き
な違和感は感じさせないと思われ
る。　　　　（2007 年 5 月撮影）
FF02 天空の郷東側法
面保護工
（楢ノ木）
楢ノ木集落集団移転先である天空
の郷東側の法面保護工である。池
谷集落及び池谷〜種苧原間の県道
添いから斜めに望むことができる
が、眼前に迫るような視点場は無
い。
コンクリートのエイジングと中詰
め植栽の生育が期待される。
（2009 年 10 月撮影）
FF03 支所北側法面保
護工
（竹沢）
長岡市山古志支所北側の斜面崩壊
箇所の法面保護工である。
施工後３年を経過し、コンクリー
トのエイジングと中詰め植栽も生
育し、遠景としてはほとんど景観
的に違和感は感じられなくなって
きた。
（2009 年 10 月撮影）
FF04 上記の施工直後の状況
（2006 年 4 月撮影）
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No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
FF05 虫亀集落南部法
面保護工
（虫亀）
虫亀集落南端の急傾斜地で，この
下には棚池が多く広がる場所であ
る。
周囲の斜面には既存の植生が残っ
ており、法肩のスギ林も保全され
ているため、景観的には同化して
いくものと思われる。
（2006 年 8 月撮影）
FF06 牛舎東側法面保
護工
（楢ノ木）
牛舎の東側が大きく崩壊した場所
で、牛舎も復旧し、法面は上部の
み帯状にコンクリート法面保護工
で復旧された。
木籠〜楢ノ木間の道路から見上げ
景観として見ることができる。地
形は無用な整形を行ってないた
め、時間が経てば景観的になじん
でくると思われる。
（2009 年 10 月撮影）
＜景観に大きな影響を与える建造物ー大規模コンクリート法面保護工＞
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＜集落地ー従来の集落地＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
MU01 虫亀 山古志地域で最も大きな集落であ
る虫亀集落全景を油夫から望む。
この写真の左下に棚池が広がる。
遠景としては稜線を切るような建
築や構造物は無く、山間部の斜面
に位置する落ち着いた集落のたた
ずまいをみせている。
（2009 年 11 月撮影）
MU02 集落内部の通りの状況。
震災復旧後の住宅や倉庫の形態、
色に統一感が無く、集落の内部景
観としては魅力に欠ける。
（2009 年 11 月撮影）
MU03 既存の住宅を復旧している例。
1960 年代に建てられた住宅と思
われる。
屋根は雪下ろしが不要な雪割り棟
に変更したものと思われる。板壁、
しっくいで落ち着いたデザインで
ある。
（2009 年 11 月撮影）
MU04 全壊等により建て替えとなった典
型的な住宅の例。
１階部分は RC 造で車庫、倉庫と
して利用し、その上に木造２階建
てを乗せたもの。山古志地域だけ
でなく、震災後の豪雪地帯での建
て替えで最も多く見られる形態で
ある。屋根勾配や色彩など、一定
のガイドラインが必要と考えられ
る。
（2009 年 11 月撮影）
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No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
TN01 種苧原 種苧原は虫亀に次ぐ大きな集落で
ある。平地に立地するため，虫亀
のように全体を見渡すことができ
るような視点場は無い。
震災被害は比較的少なかったが、
虫亀と同様に新旧の住宅やかまぼ
こ型倉庫が混在する景観となって
いる。
（2009 年 10 月撮影）
YU01 油夫 震災被害の大きかった集落で，ほ
ぼ全棟建て替えとなった。
古いタイプの住宅と新しいタイプ
の住宅が混在市、集落景観として
は違和感がある。左の住宅は片流
れタイプの落雪屋根となってい
る。
（2009 年 11 月撮影）
TA01 竹沢 震災被害の大きかった集落で，ほ
ぼ全棟建て替えとなった。
新しいタイプの住宅だけでも、雪
割り棟と片流れタイプの落雪屋根
が混在し、集落景観としてのまと
まりに欠ける。
（2009 年 11 月撮影）
＜集落地ー従来の集落地＞
山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画　27
＜集落地ー移転集落地＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
KO01 木籠 芋川の河道閉塞により水没し集団
移転した集落である。同じ川のや
や下流側に平場を造成し集落を形
成した。
住民の申し合わせにより勾配屋
根、雪割り棟、屋根壁の色調がほ
ぼ統一され集落景観としてのまと
まりがある。
（2008 年 10 月撮影）
KO02 県道沿いの集落景観としても、形
態、色調が統一されている。
（2009 年 11 月撮影）
KO03 1960 年代風の豪邸を高床式で建
設した例。屋根勾配や屋根・壁の
色調が他と調和しているため，違
和感はない。
（2009 年 11 月撮影）
KO04 新しいタイプの住宅も、屋根の形
状や色彩を一定範囲で統一するこ
とで集落景観としての調和を保っ
ている。
（2009 年 11 月撮影）
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＜景観に大きな影響を与える建造物ー建築物＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
NA01 楢ノ木 芋川の木籠より上流に位置し、河
道閉塞と土砂崩れの被害により、
近くの高台にあった小学校跡地に
集団移転した。新集落は「天空の
郷」と名付けられた。
住民の移転協議会で住宅の形態や
屋根、壁の色などについて申し合
わせをしたが、完成した集落は形
態、色ともに各種混在し違和感が
ある。特に色調の混乱が激しい。
（2009 年 6 月撮影）
NA02 住宅の形態も勾配屋根との申し合
わせであったが、陸屋根の住宅も
建設された。
（2008 年 6 月撮影）
MO01 公営住宅
（復興モデル住
宅）
旧竹沢小学校跡地に建設された震
災復興公営住宅である。２階建て、
高床式２階建て、ほか長屋形式の
ものなど、復興モデル住宅として
景観的にも先導的な役割を持つ。
越後スギの下見板張りとしっくい
調の白壁、屋根は濃茶系鋼板葺き
で雪割り棟という仕様で、基本的
に震災前のこの地域の住宅デザイ
ンをモデルとしている。町並とし
ても統一感のある景観となってい
る。
（2008 年 11 月撮影）
MO02 標準的な２階建ての戸建て住宅の
例。
（2008 年 6 月撮影）
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＜集落地ー集落跡地＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
KA01 木籠 旧木籠集落は，芋川沿いに集落が
あったが、河道閉塞で水没し、現
在では土砂に埋まった状態で残さ
れている。ほぼ１階分が埋まって
いる。
旧道路より一段高いところに新し
い道路と木籠橋が建設され、橋の
上は震災痕跡の視点場として見学
者も多い。
（2007 年 10 月撮影）
KA02 木籠橋から上流側を望む。旧集落
が芋川沿いに寄り添うように立地
していたことが良く分かる。
（2008 年 10 月撮影）
NB01 楢ノ木 旧楢ノ木集落は芋川上流の谷底に
立地していた。農地は旧集落周辺
に広がっているため、現在では作
業小屋のみが集落跡地に点在して
いる。
山古志闘牛場近くの視点場から見
下ろすと、集落全体を望むことが
できる。集落があった時は「ムー
ミン谷」と呼ばれていた。
（2008 年 9 月撮影）
NB02 上記と同じ場所からの冬季の景観
である。集落があった時代の冬季
の夜景は、落ち着いた山間部の夜
景としてカメラマンに人気があっ
た。
（2007 年 1 月撮影）
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３−３　個別要素の現況と課題
　「景観要素分布図」では場所を特定できない個別要素の現況及
び景観上の課題を以下に整理する。
１）農業・養鯉業に関わる要素
　（1）作業小屋・倉庫
　作業小屋、倉庫は、震災後の復旧によりかまぼこ型のも
のが多く建設された。結果的に形は統一されているが色彩
が統一されていないため、景観的に調和していると言いが
たい。
　（2）稲架木
　以前はスギの列植による稲架木が主流であったが、籾乾
燥機の普及によりハサ掛けすること自体が減少した。その
結果スギの下枝の管理がおろそかになり、またハサ掛けを
行う農家でも木柱や鉄パイプを使用するケースが増え、稲
架木のある景観が乱れてきている。
　（3）養鯉池付帯設備
　コイの越冬小屋、養鯉池倉庫、自動給餌機、防鳥ネット
などがある。越冬小屋は木造に塩ビ製透明波板張りのもの
が多かったが、震災後は鉄骨造のものも増加し景観的に違
和感がある。自動給餌機は装置の大きさが比較的小さく、
防鳥ネットもほとんどが透明のワイヤーであり、これらの
景観的影響は小さい。
　（4）畦畔の除草
　養鯉池ではコイを狙うサギ、トビなどの鳥類やイタチが
池近くで隠れる場所を無くす意味で除草剤を畦畔に撒く例
が多く、景観的に違和感がある。
　水田の場合は除草剤に頼らず草刈りを行っている場合が
多いが、これは畦畔の幅が 50cm 程度と狭く、除草剤に頼
ると草本類の根茎による土壌保全機能が弱まり、その結果
畦畔が崩壊しやすくなることによる。結果的に土羽に草付
き法面という緑豊かな棚田景観となる。
２）集落に関わる要素
　（1）庭
　山古志地域は豪雪地帯であることから、屋根の落雪、敷
地内通路や道路除雪のため、住宅の周りに塀を設けない。
したがって、町並み景観は各戸の庭先や家庭菜園が見通せ
ることとなり、それが一つの集落景観の特徴となっている。
このことを意識して美しく庭や家庭菜園を整えていえる家
もあるが、意識していない家も多い。集落内景観形成にあ
たって、今後の重要な資源であるといえる。
　（2）商業施設
　商業施設としては、農協、郵便局、ガソリンスタンド，
飲食店などのサービス施設があるが、どれも生活に必要な
最小限のものである。したがって、建築規模が小さくまた
施設の数も少ないため、過大な広告やサインの必要もなく、
集落景観として大きな阻害要因とはなっていない。
　（3）その他
　その他の要素としては、消火栓、石仏などがある。消火
栓は豪雪地帯独特の高さの高いもので、夏でも積雪高さを
感じさせる景観要素であるといえる。石仏はお地蔵様、道
祖神等が各地に点在しており、震災で倒壊したものも多い
が、ほとんどものもは地域住民の手により再建された。地
域文化を継承する貴重な景観要素である。
　以上の個別の景観要素の現況及び景観上の課題を写真表とし
てまとめたものを次頁以後に示す。
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＜個別要素ー農業 ・養鯉業に関わる要素＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
AG01 作業小屋・倉庫 典型的な新築のかまぼこ型倉庫で
ある。震災後、多くの同類の倉庫
が建設された。耕耘機、田植機、
コンバイン等農機具の格納、もみ
の乾燥、野菜の仕分け等にも利用
される。
写真の通り形は同じであるが色が
様々で、景観的に統一する必要が
ある。
（2008 年 11 月撮影）
AG02 （同上）
（2008 年 11 月撮影）
AG03 稲架木 昔ながらのスギの列植を利用した
稲架木である。横木には竹やロー
プを使用し、多いものでは 13 段
に及ぶ。写真の例ではスギの幼木
を補植してある。
下枝選定などスギの手入れが面倒
なためか、スギを使った稲架掛け
が減少し、管理されていないスギ
が目立ってきた。景観的には管理
の行き届いたスギの列植は大変美
しい。
（2007 年 9 月撮影）
AG04 この写真のように木柱や鉄パイプ
による稲架木が増加し、一年中設
置したままというものが多いた
め、景観的には違和感がある。
（2006 年 8 月撮影）
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No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
AG05 コイの越冬小屋 震災後に新築された越冬号屋であ
る。手前のものは鉄骨造、奥もの
もは木造。
耐久性が高いため、震災後、鉄骨
造が増加したが、景観的には違和
感がある。
（2006 年 8 月撮影）
AG06 典型的な新築の木造越冬小屋。
木造で透明塩ビ波板張りで、景観
的には周囲の自然や集落に調和し
ている。
（2008 年 11 月撮影）
AG07 養鯉池倉庫 養鯉池の近くに建てられた倉庫で
ある。エサ、網、その他用具の管
理に使用されている。
写真の例のような従来の小屋のタ
イプの他、小型のかまぼこ型倉庫
の場合もある。いずれにしろあま
り大型のものは無いが、色調の調
整は必要である。
（2006 年 8 月撮影）
AG08 自動給餌機 コイのエサを自動的に池へ投入す
る装置である。この写真のように
桟橋タイプのものと池縁に設置さ
れたものがある。
高さ 1m 程度であまり目立つもの
ではないが、たまに色調の目立つ
ものがあり、塗装色の調整が必要
である。
（2006 年 8 月撮影）
＜個別要素ー農業 ・養鯉業に関わる要素＞
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No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
AG09 防鳥ネット 透明のワイヤ（テグス）を池上に
張り巡らし、飛来する鳥を防止す
るものである。特にトビ、カラス
など上空から狙うものを防止す
る。
透明のワイヤであるため、景観的
には問題はない。
（2006 年 8 月撮影）
AG10 防鳥ネット 池の縁に網を張り巡らしたもので
ある。池の縁に立ってコイを狙う
サギ類やイタチの侵入を防止す
る。
設置してある例は多くないが、網
の色に違和感のあるものがあり、
色彩の調整が必要である。
（2006 年 8 月撮影）
AG11 畦畔の除草 養鯉池の畦畔は、サギやイタチの
隠れ場所とならないように除草剤
により除草するケースが多い。
下記の水田の場合と比較しても、
農業景観として違和感がある。
（2006 年 9 月撮影）
AG12 水田の場合は、写真のように畦畔
の幅が 50cm 程度と狭く、草本
類の根茎による土壌保全機能を保
持するため、除草剤を使用せず年
に 3~5 回刈り払い機による草刈
りで除草を行っている。
景観的には当然こちらの方が美し
く、水田の生物多様性にも貢献す
る。
（2006 年 8 月撮影）
＜個別要素ー農業 ・養鯉業に関わる要素＞
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＜個別要素ー集落に関わる要素＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
VL01 庭 豪雪地帯であるため、落雪や除雪
のため道路との境界に塀を設けな
い。結果的に庭の仲間で外から見
通すことができる。
サルスベリ、低木類による傾斜地
の庭が効果的に集落景観に貢献し
ている。
（2007 年 9 月撮影）
VL02 湧き水を溜めた睡蓮池のある住宅
の例。
（2007 年 9 月撮影）
VL03 幹線道路沿いの玄関横の庭の例。
（2007 年 9 月撮影）
VL04 新築住宅の横に設けられた家庭菜
園の例。
（2009 年 11 月撮影）
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＜個別要素ー集落に関わる要素＞
No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
VL05 商業施設
（JA)
山古志地域内では大型の商業施設
といえる JA 種苧原。
2 階建て町並から突出はしていな
いが、地域住民への先導的立場と
して、もう少し建物の外観に景観
的な配慮をすべきである。
（2009 年 10 月撮影）
VL06 商業施設
（ガソリンスタ
ンド )
地域内にガソリンスタンドは２軒
しかないため、大型のサイン等は
必要としない。
（2009 年 11 月撮影）
VL07 商業施設
（スーパー )
住宅併用のスーパーマーケットで
ある。このような商店も数件しか
無く、小方のサイン等は必要とし
ない。
（2009 年 11 月撮影）
VL08 商業施設
（飲食店 )
数少ない飲食店である。地域内で
外食できるところは非常に限定さ
れるため、他の商業施設同様過大
なサイン等は必要としない。
（2009 年 11 月撮影）
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No. 名称（場所）
現況
景観上の課題 写真
VL09 商業施設
（郵便局 )
竹沢の支所近くにある郵便局で、
地域内で最も大きな局である。震
災後早期に復旧した。
日本郵政のサイン外はほとんど目
立たない。
（2009 年 11 月撮影）
VL10 小さな集落である梶金の郵便局で
ある。
軒先のサインと小型のポスト以外
は郵便局であることを感じさせな
い。
（2009 年 11 月撮影）
VL11 消火栓 豪雪地帯であるため消火栓は高
さ 2m、取り出し口は３段となっ
ている。積雪期はこの上にさら
に 2m の赤い竿を立てて目印とす
る。
これは消火栓をユキヤナギで修景
した例。地域の人々が日常生活の
中でその位置を認識する良い手法
である。
（2007 年 10 月撮影）
VL12 お地蔵様 油夫の集落内道路際にあるお地蔵
様群である。地域内各所にあり震
災で倒壊したものも多いが、その
ほとんどは地域の人々の手により
復旧した。
各集落や地区のアイデンティティ
を維持する上で、重要な文化的景
観要素といえる。
（2009 年 12 月撮影）
＜個別要素ー集落に関わる要素＞
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第４章　山古志地域の景観構造
４−１　地形の類型化と景観構造
　本地域は標高 700 ｍ前後の急峻な山並みが連なる長岡市東山
丘陵地の南部に位置し、地域内は標高 140 〜 670m の範囲内に
あり、目立った独立峰はない。農地や養鯉池、集落など生産と
生活の要素は谷筋から標高差 400 ｍ程度の範囲にあり、その結
果、日常の生活範囲に遠くを遠望したり地域全体を見渡す視点
場はないが、尾根筋などで一定の地域内を見渡せる場所は存在
する。また、大きく２筋の小山脈が地形を構成しているが、付
随する多くのヒダ状の尾根筋が地域の景観をさらに細分化して
いる。このような地形の構造上の特徴から、地域内の道路線形
が非常に複雑で、 尾根筋景観、谷筋景観ほか、視点場により景
観が次々に変化する「見え隠れする景観」が景観構造上の特性
となっている。
　また、山古志地域の景観は養鯉業による棚池景観が大きく寄
与しており、その池は本地域独特の構造・形状で造成され、景
観を特徴付けていることが分かった。本章では、これら棚田、
棚池などの地域景観を望む視点場の整備など、今後の景観保全
計画のための基礎的資料を得るため、地形的景観構造と各集落
の人々が認識している集落景観領域について分析した。
　景観構造の分析は、樋口忠彦『景観の構造』１（1975）による
地形の類型化によって景観タイプを分析する手法をアレンジし、
今後の計画論的な展開を念頭に、景観を見る立場、すなわち「視
点場」という位置づけで本地域独自の地形の類型化を行った。
類型化した地形は以下の６タイプである。
ａ） 天空型：丘の上や尾根の先端などで周囲を見下ろすような
地形で重要な視点場となる。
ｂ） 尾根筋型：連続した尾根筋にあって両側を見下ろすことの
出来る地形。道路が通っていれば連続した眺望景観となる
ｃ） 鉢形：川筋のコーナー部や合流部など、すり鉢型に周りを
囲まれその底や斜面に田畑や集落が立地する。自然に抱か
れたような安心感のある空間といえる。
ｄ） 谷筋型：両側を山並みで挟まれた川筋に沿って連続する地
形。一定の囲まれた方向性をもつ。
ｅ） 片流れ型：山の斜面など一方向に傾斜し片側が開けた地
形。集落や棚田・棚池が立地する。
ｆ） スリット型：山並みのすき間から遠くの景観を遠望できるよ
うな地形で、山あいに時として現れるスリット状の地形。数
は少ないものの地域のアクセント的な視点場となる。
　以上の地形類型模式図を図４−１に示すが、地形類型化に見
られるような地形の高低差は、本地域において 100 〜 300m 程
度の範囲にあり、景観構成要素である一軒一軒の家や立木、棚田、
棚池が視覚的に認識できる範囲である。したがってダイナミッ
クな景観というよりは視界の範囲が限られた箱庭的な景観であ
ることが本地域の特徴となっている。このような景観的特徴を
現地踏査による視界の把握、1/5000 地形模型作成（写真４−１）
による微地形の把握により確認し、前述した地形類型に基づき
景観構造図として平面的に表したものが図４−２「山古志地域
景観構造図」である。
写真４−１　山古志地域の地形模型写真　（2007 年 8 月 長岡造形大学 上野研究室制作）
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a） 天空型
b） 尾根筋型
c） 鉢形
d） 谷筋型
e） 片流れ型
f） スリット型
図４−１　地形類型模式
４−２　集落の配置と集落単位での景観認識
　集落景観領域の分析は、直接見えなくても自分の集落の範囲
であると認識される領域を「集落景観領域」と定義し、旧小学
校区を中心とした 5 つのコミュニティ単位をもとに、それぞれ
の集落が農地を含めてどこまで自分の集落の空間と認識してい
るかを分析した。
「山古志地域景観構造図」からも分かるように、本地域は複雑な
地形の中で数少ない立地可能な土地を求めて集落を形成してき
たといえる。そしてその集落から徒歩でアクセス可能な範囲に、
棚田を中心とした農地を切り拓き、水源や里山を管理してきた。
このように本地域の農村は、集落以外でも自分の田畑の場所、
利用している里山、コミュニティ単位としての小学校区などに
よって一つの集落単位を形成してきた。そしてその農村景観は、
一定範囲の見渡せる領域だけではなく、直接見えない範囲であ
っても集落の構成員にとっては日常的な空間であり、お互いに
言葉で言えばすぐに理解し合える空間領域なのである。すなわ
ち地域の空間における一つの構造要素であるといえる。
　このような集落単位を中心とした景観イメージの領域を、農
地台帳および長岡市山古志支所（旧山古志村役場）関係者と住
民からの聞き取り調査により図化したものが図４−３「山古志
地域集落景観領域図」である。なお、本地域では平成 12 年統合
以前の 5 つの小学校区が、集落の成立過程など長い間本地域の
コミュニティ形成に大きな役割を果たしており、これを基本に
集落単位とした。
　図から分かるように、各々の集落景観領域は基本的にはその
集落とその耕作地の範囲であり、川筋、尾根筋で境界が規定さ
れているが、川筋が曲がりくねっているため近くても見通せな
い場所が多く、また一部では小さい尾根の反対側まで含む部分
もあることも分かった。なお、種苧原地区においては目立った
尾根筋がなく、その集落景観領域は他の４集落に比べて広いこ
とが分かった。
４−３　景観構造と景観認識の特徴
　以上の調査により、本地域の景観構造は、地すべり地形をベ
ースとした複雑な地形に立脚した棚田・棚池のある農村景観で、
移動するほどに「見え隠れする景観」であることが景観構造上
の特徴であること、また地域の人々は地形的に見えない場所で
あっても自分の集落の範囲であると認識している空間があり、
小さな地形や尾根筋、河川などきっかけとして、いつでもその
景観を思い描けることが分かった。
　本地域の住民にとって、震災以後 3 年間にわたる仮設住宅で
の生活や、集落の集団移転、これらを契機とした離村など、こ
れまで長く続いてきたコミュニティをどのように存続させるか
ということも大きな課題となっている。イメージとしての集落
景観の範囲は、長い間培ってきた各個人の中にふるさとの景観
イメージとして強く残っているものであり、これらのことを意
識して視点場の整備など景観保全計画を策定することは、上記
の課題に応える上で重要である。
＜補注、引用文献等＞
１ 樋口忠彦（1960）：景観の構造 p84-159：技法堂
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図 4 − 2
山古志地域 景観構造図
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図 4 − 3
山古志地域 集落景観領域図
山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画　41
第５章　山古志地域の景観保全計画
５−１　山古志地域にみる景観の特徴と計画のフロー
１）山古志地域の景観の特徴
　山古志地域の景観保全計画を策定するにあたり、第１章から
第４章までの調査で明らかとなった景観的特徴を整理すると以
下のように要約される。
　（1）農業や養鯉業という人々の生業の積み重ねによって作ら
れてきた景観
　山古志地域の農業生産は、水田から養鯉業に転換してき
た歴史を持ち、そのことが美しい棚池（養鯉池）の広がる
独特な景観を形成し、景観的に特徴づけてきた。
　（2）棚田・棚池・スギ林の織りなす景観
　水田の棚田に加え、養鯉業の棚池と点在するスギ林の織
りなす景観が山古志地域の農業生産景観を特徴づけている。
特に棚池の構造は、棚田と異なる景観を創出している。
　（3）現代的・都市的景観要素の侵入
　近年、集落内の住宅や農業生産の現場において、農村景
観に違和感を与える現代的・都市的景観要素が入りこんで
きている。震災復旧の過程では、住宅の建て替えのほか大
型の土木構造物など、景観に大きな影響を与えているもの
もある。
　（4）標高差はないがヒダの多い複雑な地形
　地すべり地帯という自然が作り出した複雑な地形がベー
スとなっており、「移動するほどに風景が見え隠れする風景」
が景観的特徴となっている。
２）計画のフロー
　以上の景観的特徴を踏まえた上で、第５章山古志地域の景観
保全計画は図５− 1に示すようなフローにより立案する。
５−２　景観保全計画の前提と目標
１）山古志地域の人口動態
　上記 1）にあるとおり、山古志地域の景観は人々の「なりわい
の積み重ねによる景観」である以上、人口問題は景観保全の前
提となる。以下にその生業の基礎となる山古志地域の人口動態
について整理する。特に、山古志地域は震災によって全村避難し、
長岡市青葉台地区における約３年間の仮設住宅生活を経て帰村
を果たしており、震災前後では人口動態に大きな変動があった。
　山古志地域の震災前後における世帯数と人口の動きは以下の
通りである１。
　　震災前（2004 年 10 月 23 日時点）
　　　690 世帯、人口 2,167 人、高齢化率 37.2%
　　震災 5年後（2009 年 10 月 1 日現在）
　　　490 世帯、人口 1,355 人、高齢化率 42.3%
　このように震災 5 年後では世帯数で 71.0%、人口で 62.5% と
減少している。また高齢化率は 42.3% で、全国 22.1%、新潟県
25.5%（いずれも 2008 年 10 月現在）２に比べて大きく上回ってい
る。これは 2007 年末で仮設住宅住まいが終了し帰村を果たした
ものの、結果的に高齢者が多く帰村し、若者は仮設住宅からそ
のまま都市部に定住したものと推察出来る。また震災 5年後の
高齢化率 42%という数値は、国全体の予測値において国人口が
1/2 以下の 752 万人となる 2055 年に匹敵し３、国全体より 40 ～
50 年早く進行していることになる。このように人口減少、高齢
化という流れが激しく、農村を維持するためには早急な対策が
必要な状況である。また震災後５年が経過したが、まだ震災前
の景観に対する記憶が鮮明な間に景観保全への対策を立てるこ
とが必要で、そういう意味でも計画の立案が急がれている。
２）計画の前提と目標
　第４章までで調査した山古志地域の景観形成史や景観の現状、
及び上記の人口動向を踏まえた上で、以下のような計画の前提
を設定し、計画の目標をかかげる。
図５−１　保全計画のフロー
第５章景観保全計画
景観特性調査（第１章～第４章）
計画の前提と目標
計画の基本方針
各景観区の整備方針
視点場・ルートの整備方針
住民のためのデザインガイドライン
景観資源分布図
景観ゾーニング図
　　　　　　　
景観保全計画図
　
住民のための
デザインガイドライン
景観要素分布図
集落景観領域図
景観構造図
   行政への提案
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＜計画の前提＞
　（1）農業や養鯉業を基盤とした農村生活による持続可能な農
村景観の維持を図る。
　　　・田畑や養鯉池といった農業生産景観と、尾根筋や里山
といった自然景観の、生活に密着した持続的な維持を
前提とする。
　（2）計画の実施は急を要する。
　　　・農村景観の維持のためには生業の基礎となる人が重要
であり、人口の動態からみても、早急な対応を図るこ
とを前提とする。
＜計画の目標＞
　（1）日本で唯一の棚田と棚池のある美しい農業生産景観を維
持し、周囲の自然と調和した景観保全を目指す。
　（2）生活している集落としての利便性、安全性、経済性を担
保した上で、山古志らしい雪国独特の農村生活景観の修
景と保全を目指す。
５−３　景観保全計画の基本方針
　上記の目標を実現するため景観保全計画の基本方針を，A. 山
古志地域の景観を決定づけている景観要素を保全するもの、
B. 景観に違和感があるため何らかの修景を必要とするもの 2つ
の方向から設定した。
　保全・修景の区分、基本方針、内容をまとめた「山古志地域
景観保全計画の基本方針」を表５−１に示す。
５−４　景観保全計画
１）景観現況のまとめ
　山古志地域の景観保全計画の策定に先立ち、第１章から第４
章までに調査した景観の現況を総合的に把握する。第３章「景
観要素分布図」、第４章「景観構造図」「集落景観領域図」を重
ね合わせ、景観の現況をまとめたものが図５−１「景観資源分
布図」である。この景観資源分布図から特徴的な区域を抽出し、
その特徴を要約すると次のようなことがいえる。
　また震災復旧に伴う大規模な構造物は芋川沿いや中央の尾根
筋沿いに多いことが分かる。
　（1）棚池の卓越する虫亀、竹沢地区
　　・山古志支所など地域の行政と情報の中心地
　　・棚池が最も卓越する区域
　　・地域の西側を見渡す視点場を持つ
　（2）震災痕跡が集中する芋川流域
　　・震災痕跡や新旧集落など、様々な景観資源が集中する
　　・修景を必要とする大型構造物が点在する
　　・谷筋型、天空型など様々な視点場を持つ
　（3）パノラマ景観が広がる中央の尾根筋
　　・地域の東側を見渡すパノラマ景観が特徴
　　・震災痕跡としての芋川のダム湖を見下ろす
　（4）棚田が卓越する種苧原区域
　　・養鯉池が少なく棚田が卓越する区域
　　・比較的フラットな地形で震災被害も地域内では軽かった
区域
２）景観ゾーニングと保全・修景の方針
　景観現況のまとめを基に、地域内全域をA. 保全、B. 修景とい
う観点からゾーニングし、図化したものが図５−２山古志地域
景観ゾーニング図である。保全・修景のゾーンはその内容から
それぞれ２つのゾーンに区分し、以下のように基本的な保全・
修景の方針を設定した。
A.保全するゾーン
①　尾根筋の地形や里山の植生など自然景観を保全するゾーン
　・稜線の保全と、ブナ林ほか落葉樹林の保全
②　棚池や棚田など農業生産景観を保全するゾーン
　・農業、養鯉業という生業の存続と農業生産景観の保全
B.修景を必要とするゾーン
①　震災痕跡や新旧集落の多い谷筋を中心とした修景のゾーン
　・ダム、堰堤等の震災復旧関連構造物の緑化修景
　・移転集落地の新たな景観形成
　・集落跡地の記憶の場としての景観形成
②　地域の顔としての修景が必要な虫亀、種苧原の二大集落の
ゾーン
　・住宅建て替え時における景観調和への配慮
　・生活サービス施設等の景観調和
３）景観地区の設定と保全・修景の方針
　地域内で特に景観の保全・修景に留意すべき景観地区と、地
域を代表する視点場ならびにそれを巡る散策ルートを示したも
のが図５−３山古志地域景観保全計画図である。
　景観地区は以下の２地区指定し、その景観形成指針を示す。
　①　虫亀・竹沢景観地区
　　・「棚田・棚池・スギ林の織りなす景観」という山古志地域
を代表する農業生産景観が広がり、その保全を目指す。
　　・山古志支所ほか情報発信と交流の拠点でもあることから、
地域の顔としての景観形成を図る。
　②　芋川景観地区
　　・震災痕跡としてのダム湖や堰堤の緑化修景を図ると共に、
歴史的意義を継承する。
　　・木籠、楢ノ木２移転集落における農村生活景観の調和あ
る景観形成を図る。
　　・上記の集落跡地における景観的記憶の継承を図る。
４）視点場とルートの設定
　地域を代表する視点場とそれを巡る散策ルートは、地域住民
のふるさと意識を高め、地域内外の人々の交流促進に寄与する
ものとして、景観保全の持続性を維持する上で重要な要素であ
る。視点場は表５−２に示す 12 地点を選定し、これらの視点場
を巡っていく散策ルートを 3ルート設定した。
視点場の選定基準は以下の通りである。
　・第 4章で示した地形類型を代表する地点であること。
　・直接望むことができなくても、方位や山河の特徴により第
4章で示した各集落の景観領域を住民がイメージできる地
点であること。
　・地域住民にとってなじみのある景観、あるいは地域を代表
する景観を望むことができること。
　・地域外の人々にとっても山古志地域の典型的な景観として
認識されているか、今後その可能性があること。
　・震災痕跡を望む場所として適切かつ有効なこと。
　・民有地の場合は土地所有などの関係から通行等の了解が得
られること。
山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画　43
写真５−４　最も養鯉池の多い虫亀下平地区写真５−２　木籠の移転集落地
写真５−３　虫亀、竹沢方面の全景写真５−１　東竹沢河道閉塞ダム湖と新宇賀地橋
表５−１　山古志地域景観保全計画の基本方針
保全・修景の区分 基本方針 内　　容
Ａ．山古志地域の景観を
決定づけている景観要
素を保全するもの
１）景観形成の骨格となる尾根筋景観、里山景
観の保全
地域内の各地から望むことが出来、集落景観領域や現在地を認識する上
でよりどころとなっている。
尾根筋の地形改変、構造物の建設、樹木の伐採等を禁止する。
２）山古志らしさを表現する棚田、棚池，スギ
林の織りなす景観の保全
棚田と棚池が広がる中にスギ林が点在する景観は、山古志地域の景観の
独自性を最も色濃く表出している美しい農業生産景観である。
草付きの畦畔の維持、コイの越冬小屋や倉庫など付帯施設の色彩への配
慮、スギの適切な下枝管理を推進する。
Ｂ．景観に違和感がある
ため何らかの修景を必
要とするもの
１）山古志の顔となる集落景観の形成 虫亀、種苧原の 2大集落のほか、点在する昔ながらの小集落，新たな移
転集落と記憶の場としての旧集落地というように、各集落の個性を尊重
した集落景観の形成を図る。
２）大型土木構造物のエイジングの推進と緑化
修景
大型土木構造物は堰堤、橋梁、コンクリート法面保護工であるが、どれ
も防災上必要不可欠のものである。今後コンクリートのエイジングの美
の形成とともに、修景緑化による周辺景観との調和を図る。
３）地域間を繋ぐ軸であり震災痕跡の多く残る
谷筋景観の修景と保全
古くから山古志地域と周辺地域を繋ぐ交通軸であり、本来は集落と棚田、
棚池が点在する落ち着きのある川筋景観であったが、震災による景観的
ダメージも多く、これらを修景・保全するとともに、震災痕跡が多く残
ることからその景観的有効活用を図る。
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図 5− 2
山古志地域景観ゾーニング図
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　散策ルートは以下の３ルートで、それぞれ以下のような景観
的特徴を持つ。
　①　ルートA　A+
　　・支所裏から油夫の震災土砂埋め立てを望んだ後、棚池の
もっとも多く広がる虫亀下平区域を巡るルート。
　　・プラス・ルートでは金倉山中腹より美しい棚池の広がる
区域を見下ろす。
　②　ルートB　B+
　　・ダム湖や堰堤など代表的な震災痕跡と新旧の移転集落を
巡るルート。
　　・プラス・ルートでは焼山から地域西側ブロックの全容を
望む。
　③　ルートC
　　・虫亀集落から尾根筋沿いに風口峠から萱峠へと続くパノ
ラマコースを経て種苧原集落へ下り、芋川沿いに新しく
開通した道路からダム湖を見下ろすルート。
　　・地域の東側ブロックのほぼ全容を望む。
５）各視点場における景観保全・修景の考え方
　第 1章から第 4章までの調査で分かった山古志地域における
景観構成要素の構成を模式図化し、視点場から見える景観構成
要素毎に保全・修景の考え方を図５−４に示す。
６）各視点場における景観評価と保全・修景の方針
　上記で示した考え方に基づき、選定した 12 箇所の視点場毎に
その地点から望む景観とその構成内容、視点場の概況、可視範
囲、ならびに視点場の評価として、景観の特徴、震災痕跡の特徴、
立地状況、用地状況、活用可能性、視点場の整備方針、を景観
評価シートとしてまとめた。　（図５−５～　図５−１6　各視
点場の景観評価シート　参照）　
　これらの景観評価に基づき、視点場ならびに視点場から見え
る景観要素を重点的に整備していくことが、山古志地域全体の景
観整備戦略上、その早期整備と持続性に寄与するものと考える。
表５−２　山古志地域視点場リスト
ルート No. 名称 地形タイプ 概要
　 　
????
1 金倉山中腹 天空型 山古志地域西部および棚池の多い典型的な本地域の景観が一望できる。
　 2 虫亀棚池 片流れ型 虫亀集落の西端部にあって、棚池の最も多い斜面を上から望む。
　 3 山古志小中学校 鉢形 正面に虫亀の集落を望み、鉢の縁からに棚田、棚池を望む形となる。
　
????
?
4 山古志支所 鉢形
支所の裏手にあり多くの人が訪れる。震災土砂により埋め立てられ風景が一変した
場所である。
　 　 5 古志高原スキー場 天空型
山古志西部地域一番の眺望点で、西部地域のほとんどに加え越後三山も望むことが
できる。
　 　 6 焼山東側中腹 片流れ型
棚田、棚池の美しい人気の場所であったが、震災で大きく崩壊し、現在復旧しつつ
ある場所である。
　 　 7 国道 291号二丁野 スリット型
国道 201号途上にあり、両サイドの山の間から手前に棚池、奥に越後三山を望む
場所である。
　 　 8 旧楢ノ木集落眺望地 天空型
かつて谷底にあった集落跡地を望む場所。集落はこの場所の近くに集団移転し「天
空の郷」と名付けられた
　 　 9 木籠橋 谷筋型
芋川の河道閉塞により谷筋にあった集落が埋没しその姿を今も望むことのできる地
点である。
　 　 10 東竹沢河道閉塞ダム 鉢形
本地域で最も大規模な河道閉塞によるダム湖ができた場所。道路、橋の架け替えな
ど景観が激変した。
????
　 11 風口峠 尾根筋型
山古志地域東部を一望できる尾根筋である。足下に棚田、棚池、遠くに守門岳から
越後三山までを望む。
　 　 12 寺野崩落地 谷筋型
芋川上流部の大規模土砂崩落と河道閉塞によるダム湖を望む。震災により道路が大
きく迂回することとなった。
図５−４　視点場における景観の保全・修景の考え方
模式図 各要素の構成内容
法面保護工／道路構造物(／河川構造物(護岸･堰堤) など
棚田／棚池／スギ林／作業小屋 など
棚田・棚池・スギ林
[構造物等の構成要素]
住宅(屋根･壁面)／小屋／道路 など
[集落の構成要素]
[生業の形成要素]
里山／稜線／谷／川 など
[自然の形成要素]
構造物等
地形・稜線・森林
自然景観
生業景観
集落
集落景観
保全・修景の方針
する修景を行う
緑化等、周辺景観と調和
稜線や里山の植生景観の
保全を図る
農業生産景観としての保全
と新たな要素の調和を図る
農村生活景観としての調和
のある修景を行う
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ルートC
小千谷市 塩谷へ
ルートB
小千谷市 小栗山へ
ルートA＋
ルートA
羽黒山
金倉山
萱峠
風口峠
猿倉岳
尖山
城山
四方拝山
焼山
越後三山
虫亀
桂谷
池谷
楢木
小松倉
木籠
梶金
大久保
向田 二丁野
大内
油夫
菖蒲
寺野
山中
間内平
種苧原
和田
川
芋川
太田
川
朝日川
【旧道】
山古志支所
旧山古志小学校
羽黒トンネル
中山トンネル
旧山古志中学校
(新山古志小中学校)
山古志を代表する棚田・棚池・スギ林の織りなす景観の保全
と情報発信・交流拠点など山古志の顔としての景観保全
芋川景観地区
新旧の集落と大規模な震災痕跡、闘牛場など、
多くの景観資源を活かした先導的景観の推進
ルートB＋
0 500 1000m
S=1:10,000
Ｎ
国　道
【凡例(基本要素)】
県道等
河　川
旧村界
稜線
①金倉山中腹
②虫亀棚池
③山古志小中学校
④山古志支所
⑤山古志スキー場山頂
⑥焼山東側中腹
⑦国道291号･スリット景観
⑪風口峠
⑫寺野崩落地
⑧旧楢木集落眺望地
⑨木籠橋
⑩東竹沢河道閉塞ダム
【凡例(景観要素)】
①景観の骨格に関わる要素
[景観形成の骨格となる尾根筋景観の保全]
[山古志らしさを表現する棚田・棚池・スギ林が織りなす景観の保全]
②集落に関わる要素
[山古志の顔となる集落景観の形成]
[昔ながらの小集落景観の形成]
[集落移転に伴う新しい小集落景観の形成]
③視点場の設定
[視点場の確保]
(見はらし型)
(スリット型)
[地域間をつなぐ軸であり震災痕跡の多く残る谷筋景観の保全]
④景観地区
[景観保全計画上先導的な役目を持つ]
十二平から川口
虫亀・竹沢景観地区
図 5− 3
山古志地域景観保全計画図
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虫
亀
集
落
の
西
部
、金
倉
山
の
中
腹
に
あ
る
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
山
古
志
西
部
を
中
心
と
し
た
風
景
が
眺
望
で
き
る
良
好
な
視
点
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
農
業
の
作
業
場
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
場
所
と
思
わ
れ
、眺
望
や
休
息
等
に
利
用
す
る
に
十
分
の
広
さ
の
平
坦
地
を
持
つ
。
　
周
囲
に
は「
は
さ
木
」に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
杉
林
や
地
蔵
堂
、道
標
を
示
す
石
碑
な
ど
が
あ
り
、里
山
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
①
　
金
倉
山
中
腹
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
主
要
視
点 ○
印
:ス
ギ
林
法
面
保
護
工
□
印
:公
共
施
設
山
古
志
小
中
学
校
山
古
志
支
所
二
丁
野
桂
谷
な
ご
み
苑
コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
道
路
越
後
三
山
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
山
古
志
の
代
表
的
な
多
様
で
箱
庭
的
な
景
観
が
一
望
で
き
る
。
○
眺
望
性
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
な
ど
地
域
有
数
の
景
観
眺
望
ポ
イ
ン
ト
。
○
景
観
の
質
が
高
い
だ
け
に
、震
災
復
旧
に
よ
る
法
面
保
護
工
や
住
宅
の
色
彩
な
ど
の
要
素
が
目
立
っ
て
見
え
る
。
○
震
災
に
よ
る
山
崩
れ
の
位
置
や
復
旧
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ら
の
　
構
造
物
は
、景
観
的
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
○
虫
亀
地
区
に
比
較
的
近
接
し
、道
路
も
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い
る
。
○
金
倉
山
展
望
台
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
中
腹
に
位
置
し
て
い
る
。
○
小
千
谷
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
可
能
。
○
眺
望
や
各
種
活
動
に
十
分
な
、ま
と
ま
っ
た
平
坦
地
が
確
保
で
き
る
。
○
民
有
地
で
あ
る
た
め
、利
用
に
つ
い
て
は
地
権
者
と
の
調
整
が
必
要
。
○
周
辺
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
要
素
が
あ
る
。
○
民
有
地
で
あ
る
が
、景
観
性
・
広
さ
・
立
地
・
ア
ク
セ
ス
な
ど
、震
災
復
興
に
お
け
る
振
興
施
設
(公
園
や
眺
望
広
場
)
　
な
ど
の
整
備
場
所
と
し
て
、高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
。
○
景
観
阻
害
要
素
の
修
景
。典
型
的
な
視
点
場
か
ら
見
え
る
風
景
に
お
け
る
優
先
的
な
修
景
が
必
要
。
○
土
地
活
用
・
施
設
設
置
の
可
能
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
○
活
用
の
際
に
は
、集
落
と
の
ア
ク
セ
ス
や
連
携
に
よ
る
活
用
の
方
策
(プ
ロ
グ
ラ
ム
)を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
種
　
　
別
視
点
Ｂ
(北
西
方
向
):
小
千
谷
東
山
地
区
と
小
千
谷
市
街
地
方
面
全
景
視
点
Ｃ
(北
方
向
):
小
千
谷
東
山
地
区
方
面
視
点
Ａ
(南
東
方
向
):
山
古
志
小
中
学
校
・
山
古
志
支
所
方
面
敷
地
内
の
地
蔵
堂
(敷
地
内
)
ス
ギ
林
と
作
業
小
屋
(敷
地
内
)
道
標
(近
接
地
)
図５−５
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虫
亀
集
落
の
西
部
に
隣
接
す
る
こ
の
地
区
は
、山
古
志
地
域
内
で
最
も
棚
池
が
集
積
し
、代
表
的
で
良
好
な
棚
池
景
観
が
眺
望
で
き
る
視
点
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
周
囲
を
斜
面
に
囲
ま
れ
た
空
間
の
中
に
棚
池
を
は
じ
め
、ス
ギ
林
や
作
業
小
屋
な
ど
が
点
在
し
、養
鯉
の
生
業
の
風
景
を
感
じ
さ
せ
る
。部
分
的
に
は
利
用
し
て
い
な
い
区
画
も
あ
り
、今
後
は
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
②
　
虫
亀
棚
池
主
要
視
点
○
ス
ギ
林
コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
□
印
:作
業
小
屋
□
印
:電
柱
作
業
道
山
中
・
間
内
平
モ
デ
ル
住
宅
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
山
古
志
地
域
随
一
の
ま
と
ま
っ
た
棚
池
景
観
(養
鯉
の
生
業
景
観
)が
広
が
る
。
○
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、程
よ
い
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、比
較
的
少
な
い
労
力
で
景
観
的
な
つ
く
り
こ
み
が
可
　
能
で
あ
る
。
○
比
較
的
被
災
も
少
な
く
復
旧
も
早
く
行
わ
れ
た
た
め
、震
災
の
爪
跡
を
感
じ
る
要
素
は
少
な
い
。
○
一
部
、震
災
に
よ
る
山
崩
れ
が
あ
り
、法
枠
工
に
て
復
旧
さ
れ
て
い
る
。
○
虫
亀
集
落
に
隣
接
し
、道
路
も
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、虫
亀
集
落
内
は
道
が
入
り
組
ん
で
い
る
の
で
、誘
導
す
　
る
際
に
は
的
確
な
案
内
サ
イ
ン
な
ど
が
必
要
。
○
棚
田
内
で
は
作
業
道
が
中
心
で
あ
る
た
め
、道
幅
が
狭
く
、勾
配
も
比
較
的
あ
る
。
○
現
在
で
は
、ほ
と
ん
ど
が
実
際
に
生
業
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
○
一
部
に
利
用
し
て
い
な
い
区
画
も
あ
り
、外
来
者
の
受
け
入
れ
施
設
等
を
入
れ
込
む
余
地
は
あ
る
が
、民
有
地
で
あ
る
　
た
め
、利
用
に
つ
い
て
は
地
権
者
と
の
調
整
が
必
要
。
○
集
落
に
隣
接
し
て
良
好
な
生
業
景
観
を
持
っ
て
い
る
地
区
で
あ
る
の
で
、集
落
の
活
動
と
連
携
し
て
相
乗
的
に
活
用
す
　
る
可
能
性
が
期
待
で
き
る
。
○
鯉
ヘ
ル
ペ
ス
の
問
題
な
ど
が
あ
る
た
め
、外
来
者
の
自
由
な
立
ち
入
り
に
つ
い
て
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
○
良
好
な
棚
池
の
生
業
景
観
の
更
な
る
向
上
。
○
受
け
入
れ
施
設
等
、外
来
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
○
外
来
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
や
集
落
と
の
連
携
に
よ
る
活
用
の
方
策
(プ
ロ
グ
ラ
ム
)を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
種
　
　
別
視
点
Ａ
(南
方
向
):
山
中
・
間
内
平
方
面
／
冬
視
点
Ａ
(南
方
向
):
山
中
・
間
内
平
方
面
／
夏
地
蔵
堂
視
点
Ｂ
(南
西
方
向
):
棚
池
南
西
斜
面
方
面
法
面
保
護
工
ス
ギ
林
棚
池
(山
中
・
間
内
平
方
面
)
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
図５−６
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油
夫
集
落
の
北
部
に
位
置
す
る
山
古
志
小
中
学
校
も
、斜
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
広
が
る
虫
亀
集
落
や
金
倉
山
斜
面
に
広
が
る
棚
田
・
棚
池
の
風
景
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
優
良
な
視
点
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
こ
の
山
古
志
小
中
学
校
の
構
内
に
お
い
て
は
、プ
ー
ル
脇
の
駐
車
場
を
は
じ
め
と
し
て
、教
室
な
ど
か
ら
も
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
　
山
古
志
小
中
学
校
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
作
業
小
屋コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
○
印
:ス
ギ
林
法
面
処
理
工
虫
亀
旧
虫
亀
小
作
業
道
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
眺
望
性
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
お
い
て
は
多
少
劣
る
が
、集
落
景
観
か
ら
棚
田
・
棚
池
空
間
ま
で
山
古
志
地
域
ら
し
い
　
景
観
要
素
が
詰
ま
っ
て
お
り
、主
要
道
路
沿
い
の
場
所
と
し
て
は
良
好
な
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
比
較
的
被
災
も
少
な
く
復
旧
も
早
く
行
わ
れ
た
た
め
、震
災
の
爪
跡
を
感
じ
る
要
素
は
少
な
い
。
○
一
部
、震
災
に
よ
る
山
崩
れ
が
あ
り
、法
枠
工
に
て
復
旧
さ
れ
て
い
る
。
○
県
道
に
隣
接
し
て
お
り
、役
場
な
ど
か
ら
も
近
い
た
め
、ア
ク
セ
ス
は
良
好
。
○
視
点
ポ
イ
ン
ト
ま
で
は
、沿
道
よ
り
多
少
の
誘
導
が
必
要
。
○
学
校
用
で
は
あ
る
が
駐
車
場
な
ど
が
あ
り
、沿
道
の
中
で
も
安
全
に
落
ち
着
い
て
景
観
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
で
　
あ
る
。
○
学
校
用
地
で
あ
る
た
め
、外
来
者
の
受
け
入
れ
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
学
校
関
係
者
と
の
調
整
が
必
要
。
○
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、教
育
的
な
活
用
に
つ
い
て
の
可
能
性
が
あ
る
。
○
学
校
用
地
で
あ
る
た
め
、外
来
者
の
自
由
な
立
ち
入
り
に
つ
い
て
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
○
良
好
な
景
観
の
更
な
る
向
上
。
○
学
校
や
隣
接
す
る
油
夫
集
落
と
連
携
し
た
外
来
者
受
け
入
れ
の
方
策
(プ
ロ
グ
ラ
ム
)を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
種
　
　
別
視
点
Ａ
(北
方
向
):
虫
亀
集
落
方
面
／
冬
視
点
Ａ
(北
方
向
):
虫
亀
集
落
方
面
／
夏
視
点
Ｂ
(北
西
方
向
):
虫
亀
集
落
～
金
倉
山
方
面
山
古
志
小
中
学
校
視
点
Ｃ
(北
西
方
向
):
金
倉
山
方
面
(小
学
校
体
育
館
よ
り
)
図５−７
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長
岡
市
役
所
山
古
志
支
所
は
、役
所
機
能
の
ほ
か
に
、来
客
者
の
対
応
・
案
内
機
能
(看
板
等
)や
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
の
機
能
な
ど
、様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
る
拠
点
施
設
で
あ
る
。
　
役
所
建
物
の
裏
の
谷
は
、斜
面
が
転
々
と
崩
壊
し
た
と
と
も
に
、
復
旧
工
事
に
お
け
る
残
土
の
埋
め
立
て
地
と
な
り
、そ
の
姿
は
被
災
前
と
比
べ
て
劇
的
に
変
化
し
た
。
④
　
山
古
志
支
所
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
法
面
処
理
工
油
夫
山
古
志
小
中
学
校
砂
防
工
○
印
:ス
ギ
林
傾
い
た
小
屋
砂
防
工
法
面
処
理
工
桂
谷
○
印
:ス
ギ
林
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
震
災
前
と
の
景
観
の
変
化
が
著
し
く
、震
災
景
観
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
○
点
在
す
る
復
旧
工
事
の
構
造
物
は
、山
里
景
観
的
観
点
か
ら
言
え
ば
景
観
阻
害
要
素
で
あ
る
。
○
山
古
志
特
有
の
山
里
の
景
観
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
魅
力
的
要
素
は
な
い
。
○
法
面
保
護
工
・
砂
防
工
事
・
残
土
埋
立
な
ど
、震
災
復
旧
工
事
の
爪
跡
が
多
様
に
存
在
す
る
。
○
震
災
で
傾
い
た
小
屋
や
斜
面
地
ぎ
り
ぎ
り
に
残
る
住
宅
な
ど
、集
落
内
に
も
震
災
の
爪
跡
を
感
じ
さ
せ
る
要
素
が
残
っ
　
て
い
る
。
○
役
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ア
ク
セ
ス
は
良
好
。県
道
に
接
し
て
い
る
。
○
役
場
施
設
・
駐
車
場
な
ど
、利
用
可
能
な
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
○
駐
車
場
も
広
く
、案
内
サ
イ
ン
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、外
来
者
が
自
由
に
出
入
可
能
な
空
間
で
あ
る
。
○
谷
底
の
新
し
く
で
き
た
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、利
用
に
向
け
て
の
方
向
性
を
検
討
中
で
あ
る
。
○
地
域
の
中
心
的
な
場
所
で
あ
り
、各
種
施
設
も
集
積
し
て
お
り
、震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
要
素
も
強
い
た
め
、活
用
の
可
　
能
性
が
非
常
に
強
い
。
○
土
木
的
要
素
の
強
い
景
観
の
修
景
。
○
谷
一
帯
を
含
め
た
、一
体
的
な
利
用
方
策
・
景
観
形
成
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
種
　
　
別
視
点
Ａ
(北
方
向
):
虫
亀
集
落
方
面
／
夏
山
古
志
支
所
(イ
ベ
ン
ト
時
の
様
子
)
視
点
Ｂ
(北
方
向
):
虫
亀
集
落
方
面
／
夏
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二
丁
野
集
落
の
南
西
部
に
そ
び
え
る
城
山
に
整
備
さ
れ
て
い
る
古
志
高
原
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
山
頂
部
は
、山
古
志
西
部
を
中
心
と
し
て
、3
60
度
全
方
向
の
風
景
が
一
望
で
き
る
山
古
志
屈
指
の
視
点
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
山
頂
は
リ
フ
ト
降
り
場
と
し
て
平
坦
地
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、携
帯
電
話
ア
ン
テ
ナ
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。山
麓
に
は
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
と
ロ
ッ
ジ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
⑤
　
古
志
高
原
ス
キ
ー
場
山
頂
(焼
山
)
コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
法
面
保
護
工
住
宅
(壁
面
･屋
根
)
□
印
:公
共
施
設
○
印
:ス
ギ
林
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
虫
亀
山
古
志
小
中
学
校
竹
沢
保
育
園
桂
谷
な
ご
み
苑
モ
デ
ル
住
宅
油
夫
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
山
古
志
の
代
表
的
な
多
様
で
箱
庭
的
な
景
観
が
一
望
で
き
る
。
○
36
0度
眺
望
が
見
渡
せ
、眺
望
性
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
な
ど
地
域
有
数
の
景
観
眺
望
ポ
イ
ン
ト
。
○
景
観
の
質
が
高
い
だ
け
に
、震
災
復
旧
に
よ
る
法
面
保
護
工
や
住
宅
の
色
彩
な
ど
の
要
素
が
目
立
っ
て
見
え
る
。
○
復
興
モ
デ
ル
住
宅
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
○
震
災
に
よ
る
山
崩
れ
の
位
置
や
復
旧
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ら
の
　
構
造
物
は
、景
観
的
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
○
も
と
も
と
観
光
施
設
で
あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
は
良
好
。国
道
29
1号
線
や
役
場
に
も
近
い
。
○
山
頂
へ
の
道
は
細
く
勾
配
が
き
つ
い
の
で
管
理
用
以
外
の
利
用
は
不
可
。し
か
し
、麓
部
ま
で
は
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
　
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、リ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
輸
送
が
可
能
。
○
夏
期
に
お
け
る
ゲ
レ
ン
デ
部
分
な
ど
、活
用
余
地
の
あ
る
土
地
が
存
在
す
る
。
○
ス
キ
ー
場
も
H
19
年
度
の
再
開
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、施
設
等
の
復
旧
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
○
公
共
的
施
設
(用
地
)で
あ
る
た
め
、利
用
が
容
易
。
○
山
頂
の
美
し
い
景
観
と
ゲ
レ
ン
デ
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
(花
畑
･作
物
栽
培
な
ど
)し
、ス
キ
ー
場
を
冬
季
だ
け
で
な
く
　
通
期
利
用
で
き
る
観
光
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
。
○
景
観
阻
害
要
素
の
修
景
。典
型
的
な
視
点
場
か
ら
見
え
る
風
景
に
お
け
る
優
先
的
な
修
景
が
必
要
。
○
頂
上
視
点
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
誘
導
や
ス
キ
ー
場
全
体
を
利
用
し
た
通
年
利
用
方
策
な
ど
、観
光
拠
点
と
し
て
の
設
備
や
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
。
種
　
　
別
視
点
Ｂ
(北
西
方
向
):
小
千
谷
東
山
地
区
と
越
路
方
向
の
平
地
と
信
濃
川
山
頂
の
様
子
視
点
Ｃ
(北
東
方
向
):
山
古
志
ト
ン
ネ
ル
と
羽
黒
山
稜
線
方
面
視
点
Ａ
(北
方
向
):
二
丁
野
～
虫
亀
集
落
・
金
倉
山
方
面
視
点
Ｃ
(南
東
方
向
):
川
口
小
出
方
向
の
平
地
と
越
後
三
山
リ
フ
ト
・
山
頂
連
絡
道
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焼
山
の
山
腹
、二
丁
野
集
落
と
小
千
谷
塩
谷
集
落
を
結
ぶ
道
路
上
の
小
千
谷
市
境
界
付
近
に
あ
る
、谷
の
棚
田
・
棚
池
を
一
望
で
き
る
景
観
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、谷
地
形
で
幻
想
的
な
霧
の
よ
く
発
生
す
る
棚
田
・
棚
池
で
あ
る
た
め
、写
真
家
が
数
多
く
訪
れ
、写
真
家
の
間
で
は「
山
古
志
銀
座
」と
呼
ば
れ
て
い
た
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
　
震
災
に
よ
っ
て
背
後
の
斜
面
が
崩
れ
た
が
、復
旧
工
事
の
お
か
げ
か
駐
車
可
能
な
程
度
の
空
地
が
で
き
て
い
る
。
⑥
　
焼
山
東
側
中
腹
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
劇
的
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
土
砂
崩
落
地
コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
○
印
:ス
ギ
林
法
面
保
護
工
①
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
特
異
な
地
形
的
要
素
や
美
し
い
棚
田
棚
池
な
ど
、写
真
家
を
魅
了
し
た
風
景
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
。
○
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、以
前
の
地
形
や
風
景
が
変
化
し
て
お
り
、特
に
遠
景
に
見
え
る
大
規
模
な
　
法
面
保
護
工
な
ど
は
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
。
○
急
峻
な
斜
面
の
土
砂
崩
れ
が
、土
が
裸
状
に
見
え
て
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、震
災
の
爪
跡
の
一
端
を
　
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
山
崩
れ
部
分
が
あ
り
、法
枠
工
に
て
復
旧
さ
れ
て
い
る
。
○
道
幅
は
多
少
狭
い
が
、し
っ
か
り
整
備
復
旧
さ
れ
て
い
る
。
○
小
千
谷
市
塩
谷
方
面
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
。
○
視
点
ポ
イ
ン
ト
に
は
、法
面
工
事
の
際
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
空
地
が
あ
り
、安
全
に
景
観
を
見
る
た
め
の
各
種
施
設
　
(駐
車
場
等
)の
用
地
と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。
○
劇
的
な
景
観
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
整
備
可
能
空
地
の
存
在
な
ど
、視
点
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
整
備
す
る
の
に
必
要
な
要
素
　
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
○
良
好
な
棚
池
の
生
業
景
観
の
更
な
る
向
上
。
○
背
後
の
法
面
景
観
の
修
景
。
○
視
点
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
施
設
整
備
の
促
進
。
種
　
　
別
視
点
Ａ
(東
方
向
):
山
古
志
ト
ン
ネ
ル
・
梶
金
方
面
閉
じ
ら
れ
た
視
界
法
面
工
事
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
空
地
視
点
Ｂ
(北
東
方
向
):
ス
キ
ー
場
・
二
丁
野
方
面
②
少
し
づ
つ
視
界
が
開
け
(小
千
谷
市
境
界
付
近
)
③
一
気
に
眺
望
が
開
け
る
　
小
千
谷
市
塩
谷
方
面
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
狭
く
閉
じ
ら
れ
た
視
界
か
ら
一
気
に
視
線
が
開
け
て
棚
田
・
棚
池
や
周
囲
の
山
々
の
眺
望
が
展
開
す
る
非
常
に
劇
的
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
風
景
の
形
成
に
お
い
て
、こ
の
よ
う
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、今
後
も
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
意
識
し
た
景
観
の
形
成
方
策
が
求
め
ら
れ
る
。
図５−10
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国
道
29
1号
の
二
丁
野
～
山
古
志
ト
ン
ネ
ル
の
中
間
付
近
に
あ
る
、谷
の
眺
望
が
ス
リ
ッ
ト
状
に
開
け
、手
前
に
棚
池
、背
後
に
越
後
三
山
が
望
め
る
視
点
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
視
点
ポ
イ
ン
ト
の
部
分
に
は
、旧
道
用
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
空
地
が
あ
り
、そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
⑦
　
国
道
29
1号
二
丁
野
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
○
印
:ス
ギ
林
R2
91
旧
道
(崩
壊
)
越
後
三
山
土
砂
崩
落
地
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
国
道
沿
い
に
一
瞬
ス
リ
ッ
ト
状
に
奥
行
き
の
あ
る
谷
筋
の
景
観
が
開
け
、谷
の
合
間
に
越
後
三
山
が
見
え
る
特
徴
的
な
　
ス
ポ
ッ
ト
。近
景
に
も
美
し
い
棚
池
の
風
景
が
広
が
り
、奥
行
き
の
あ
る
谷
筋
・
越
後
三
山
な
ど
と
合
わ
せ
て
美
し
い
　
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
○
国
道
29
1号
の
新
設
部
分
の
基
点
に
な
っ
て
お
り
、崩
れ
た
ま
ま
の
旧
道
が
残
っ
て
い
る
。
○
急
峻
な
斜
面
の
土
砂
崩
れ
が
、土
が
裸
状
に
見
え
て
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、震
災
の
爪
跡
の
一
端
を
　
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
国
道
29
1号
の
沿
道
に
位
置
し
、ア
ク
セ
ス
は
良
好
。
○
カ
ー
ブ
部
に
あ
る
た
め
、安
全
面
の
対
策
が
必
要
。
○
現
在
で
は
、ほ
と
ん
ど
が
実
際
に
生
業
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
○
一
部
に
利
用
し
て
い
な
い
区
画
も
あ
り
、外
来
者
の
受
け
入
れ
施
設
等
を
入
れ
込
む
余
地
は
あ
る
が
、民
有
地
で
あ
る
　
た
め
、利
用
に
つ
い
て
は
地
権
者
と
の
調
整
が
必
要
。
○
視
点
ポ
イ
ン
ト
に
は
、道
路
新
設
の
際
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
旧
道
用
地
で
あ
っ
た
空
地
が
あ
り
、安
全
に
景
観
を
見
　
る
た
め
の
各
種
施
設
(駐
車
場
等
)の
用
地
と
し
て
の
利
用
が
可
能
。
○
良
好
な
棚
池
な
ど
の
生
業
景
観
の
更
な
る
向
上
。
○
視
点
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
施
設
整
備
の
促
進
。
種
　
　
別
視
点
Ａ
(南
東
方
向
):
梶
金
方
面
／
冬
視
点
Ａ
(南
東
方
向
):
梶
金
方
面
／
夏
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
旧
道
の
残
地
道
路
法
面
の
植
栽
擁
壁
【
越
後
三
山
】
・
国
道
29
1号
線
沿
い
で
は
、自
然
素
材
を
利
用
し
た
構
造
物
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、ポ
イ
ン
ト
周
辺
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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⑧
　
旧
楢
木
集
落
眺
望
地
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
雪
崩
止
柵
○
印
:ス
ギ
林
コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
法
面
保
護
工
旧
楢
木
集
落
□
印
:作
業
小
屋
等
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
｢ム
ー
ミ
ン
谷
｣と
呼
ば
れ
た
特
異
な
谷
底
の
集
落
の
風
景
を
、高
低
差
の
あ
る
上
部
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、景
　
観
的
に
非
常
に
特
異
な
場
所
で
あ
る
。
○
斜
面
復
旧
部
が
点
在
し
て
お
り
、良
好
な
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
。
○
著
し
い
被
害
を
受
け
た
集
落
で
あ
り
、背
後
の
山
に
は
各
所
に
法
面
崩
壊
箇
所
が
点
在
し
て
い
る
。
○
全
戸
が
集
団
移
転
し
た
た
め
に
住
宅
は
撤
去
さ
れ
、田
畑
と
作
業
小
屋
等
の
み
が
残
る
特
異
な
光
景
が
見
ら
れ
る
。
○
視
点
ポ
イ
ン
ト
は
県
道
沿
い
で
、道
路
状
況
も
良
好
で
あ
る
。
○
天
空
の
郷
や
池
谷
闘
牛
場
か
ら
も
徒
歩
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
○
下
の
旧
集
落
へ
の
道
路
も
復
旧
整
備
さ
れ
、ア
ク
セ
ス
は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る
。
○
自
動
車
数
台
が
と
め
ら
れ
る
程
度
の
空
地
が
隣
接
し
て
い
る
が
、所
有
者
が
不
明
確
で
あ
る
。
○
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、急
斜
面
の
崖
地
で
あ
る
た
め
、視
点
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
利
用
す
る
際
に
は
更
　
な
る
安
全
対
策
が
必
要
。
○
周
囲
に
集
団
移
転
先
や
闘
牛
場
、闘
牛
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ら
と
連
携
し
た
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
。
○
移
転
後
集
落
の
景
観
形
成
。
○
背
後
斜
面
地
等
の
構
造
物
の
修
景
。
○
集
団
移
転
先
や
闘
牛
場
な
ど
周
辺
施
設
と
連
携
し
た
活
用
方
策
の
模
索
。
種
　
　
別
視
点
Ａ
(東
方
向
):
楢
木
方
面
／
冬
視
点
Ａ
(東
方
向
):
楢
木
方
面
／
夏
楢
木
集
落
内
の
様
子
視
点
ポ
イ
ン
ト
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
　
天
空
の
郷
(楢
木
・
池
谷
集
落
集
団
移
転
地
)に
ほ
ど
近
い
県
道
沿
い
に
あ
る
、通
称「
ム
ー
ミ
ン
谷
」と
い
わ
れ
た
旧
楢
木
集
落
を
高
低
差
10
0ｍ
以
上
も
上
部
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
の
で
き
る
視
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。旧
集
落
は
集
団
移
転
の
た
め
に
住
宅
は
す
べ
て
撤
去
さ
れ
、田
畑
と
作
業
用
の
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
の
み
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
　
景
観
ポ
イ
ン
ト
周
辺
に
は
、小
規
模
の
ブ
ナ
林
と
小
さ
な
空
地
が
あ
る
。
図５−12
56　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
⑨
　
木
籠
橋
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
○
印
:ス
ギ
林
護
岸
保
護
工
□
印
:水
没
家
屋
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
水
没
し
た
集
落
(家
屋
)が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
景
観
が
広
が
る
。
○
震
災
に
よ
る
集
落
水
没
の
姿
が
そ
の
ま
ま
残
り
、爪
跡
が
今
も
残
る
数
少
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
○
集
団
移
転
集
落
が
近
接
し
、復
興
の
姿
も
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
県
道
に
沿
い
に
あ
り
、国
道
29
1号
線
か
ら
も
近
く
、ア
ク
セ
ス
は
良
好
で
あ
る
が
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
。
○
県
道
沿
い
に
は
整
備
可
能
と
思
わ
れ
る
空
地
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
○
橋
の
た
も
と
に
も
多
少
の
空
地
が
存
在
し
て
い
る
が
、現
段
階
で
は
整
備
の
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。
○
地
域
で
有
数
の
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、現
在
に
お
い
て
も
数
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。
○
新
集
落
も
近
接
し
て
い
る
の
で
、集
落
と
連
携
し
た
活
用
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
。
○
水
没
景
観
の
今
後
の
方
向
性
も
含
め
、地
区
の
あ
り
方
や
方
針
に
つ
い
て
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
○
現
在
す
で
に
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
る
の
で
、施
設
の
整
備
や
活
用
方
策
(プ
ロ
グ
ラ
ム
)な
ど
を
、新
集
落
と
連
　
携
さ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
種
　
　
別
視
点
Ｂ
(南
西
方
向
):
東
竹
沢
・
芋
川
下
流
方
面（
集
団
移
転
地
を
望
む
）
視
点
Ａ
(北
東
方
向
):
楢
木
・
芋
川
上
流
方
面
水
没
し
た
住
宅
木
籠
橋
木
籠
橋
周
辺
の
高
台
よ
り
木
籠
橋
を
望
む
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
　
木
籠
集
落
は
、芋
川
下
流
の
東
竹
沢
の
大
規
模
土
砂
崩
れ
ダ
ム
に
よ
っ
て
水
没
し
た
地
区
で
あ
り
、い
ま
も
そ
の
爪
跡
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
、現
在
で
は
数
多
く
の
見
学
客
が
訪
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、明
確
な
駐
車
・
見
学
ス
ペ
ー
ス
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
　
今
後
、水
没
家
屋
な
ど
を
含
め
て
、こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、大
き
な
検
討
課
題
で
あ
る
。
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⑩
　
東
竹
沢
河
道
閉
塞
ダ
ム
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
□
作
業
小
屋
橋
木
製
擁
壁
視
点
場
　
震
災
に
よ
っ
て
大
規
模
な
斜
面
崩
落
が
起
こ
り
、芋
川
を
せ
き
止
め
て
で
き
た
ダ
ム
湖
の
様
子
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
視
点
ポ
イ
ン
ト
。震
災
前
と
大
き
く
風
景
が
変
化
し
た
場
所
で
あ
る
。
　
国
道
沿
い
に
は
視
点
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
大
規
模
な
法
面
崩
壊
・
新
旧
の
橋
の
様
子
・
ダ
ム
湖
な
ど
、震
災
景
観
と
し
て
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
。
○
つ
づ
ら
折
の
道
路
は
景
観
的
に
も
活
用
の
余
地
が
あ
る
。
○
大
規
模
土
砂
災
害
の
現
場
と
し
て
、爪
跡
と
復
旧
の
風
景
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
○
学
校
を
貫
通
す
る
か
た
ち
で
ポ
ン
プ
排
水
を
行
っ
た
経
緯
な
ど
、物
語
性
を
持
つ
地
区
で
あ
る
。
○
国
道
29
1号
沿
道
で
あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ス
良
好
。
○
工
事
跡
に
広
大
な
未
利
用
地
が
存
在
す
る
。
○
一
部
、視
点
場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
○
震
災
に
お
け
る
大
き
な
被
災
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、爪
跡
が
残
る
場
所
で
あ
る
の
で
、震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
ポ
テ
　
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、有
効
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
○
広
大
な
未
利
用
地
の
活
用
方
策
の
検
討
。
○
受
け
入
れ
施
設
等
、外
来
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
○
集
落
と
の
連
携
に
よ
る
活
用
の
方
策
(プ
ロ
グ
ラ
ム
)を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
種
　
　
別
視
点
Ｂ
(西
方
向
):
梶
金
方
面
視
点
Ａ
(北
西
方
向
):
宇
賀
地
橋
方
面
視
点
Ｃ（
北
東
方
向
):
木
籠
方
面
冬
の
景
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
図５−14
58　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
⑪
　
風
口
峠
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
守
門
岳
方
面
種
苧
原
法
面
構
造
物
○
印
:ス
ギ
林
コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
寺
野
コ
ン
ク
リ
トー
擁
壁
法
面
構
造
物
斜
面
崩
落
越
後
三
山
○
印
:ス
ギ
林
可
視
範
囲
図
視
点
場
の
概
況
　
虫
亀
～
萱
峠
・
鋸
山
を
結
ぶ
尾
根
筋
の
道
路
上
の
視
点
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
　
山
古
志
地
域
の
中
で
は
平
坦
で
大
き
な
種
苧
原
集
落
～
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
の
起
こ
っ
た
寺
野
集
落
周
辺
ま
で
、パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、そ
の
背
後
に
は
、守
門
～
越
後
三
山
ま
で
の
山
々
が
見
渡
せ
、東
部
地
域
に
お
け
る
有
数
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
山
古
志
の
代
表
的
な
多
様
で
箱
庭
的
な
景
観
が
一
望
で
き
る
。
○
眺
望
性
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
な
ど
、山
古
志
東
部
有
数
の
景
観
眺
望
ポ
イ
ン
ト
。
○
景
観
の
質
が
高
い
だ
け
に
、震
災
復
旧
に
よ
る
法
面
保
護
工
な
ど
の
要
素
が
目
立
っ
て
見
え
る
。
○
寺
野
集
落
付
近
の
大
規
模
崩
落
地
の
状
況
を
一
望
で
き
る
数
少
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
○
視
点
場
周
辺
の
法
面
も
大
規
模
に
崩
れ
て
お
り
、そ
の
爪
跡
を
感
じ
さ
せ
る
。
○
虫
亀
～
風
口
峠
～
萱
峠
～
種
苧
原
を
結
ぶ
尾
根
筋
の
道
路
に
位
置
す
る
。(
現
在
は
未
開
通
)
○
山
道
で
あ
る
た
め
、道
幅
が
狭
く
勾
配
の
あ
る
箇
所
が
所
々
あ
り
、気
軽
に
行
き
来
す
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
。
○
道
路
際
に
工
事
の
際
に
確
保
し
た
と
思
わ
れ
る
小
規
模
な
平
坦
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
。周
辺
に
も
同
じ
よ
う
な
小
　
さ
な
ス
ペ
ー
ス
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
○
奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
り
、ア
ク
セ
ス
が
あ
ま
り
良
く
な
い
が
、景
観
が
と
て
も
美
し
く
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
利
用
　
で
き
そ
う
な
空
地
が
あ
る
な
ど
、方
策
に
よ
っ
て
は
上
手
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
○
萱
峠
牧
場
な
ど
に
も
つ
な
が
る
道
す
が
ら
で
あ
り
、周
囲
と
の
連
携
に
よ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
○
景
観
阻
害
要
素
の
修
景
。典
型
的
な
視
点
場
か
ら
見
え
る
風
景
に
お
け
る
優
先
的
な
修
景
が
必
要
。
○
集
落
か
ら
遠
い
た
め
、ア
ク
セ
ス
や
利
活
用
方
策
の
検
討
が
必
要
。
○
利
活
用
方
策
に
即
し
た
施
設
の
整
備
。
種
　
　
別
視
点
Ｂ
(南
東
方
向
):
寺
野
方
面
視
点
ポ
イ
ン
ト
付
近
の
状
況
視
点
Ａ
(北
東
方
向
):
種
苧
原
方
面
図５−15
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法
面
構
造
物
⑫
　
寺
野
崩
落
地
【
 凡
　
例
 】
構
造
物
等
集
落
棚
田
・
棚
池
・
ス
ギ
林
地
形
・
稜
線
・
森
林
主
要
視
点
景
観
の
特
徴
震
災
痕
跡
の
特
徴
立
地
状
況
用
地
状
況
活
用
可
能
性
視
点
場
の
整
備
方
針
評
  価
評
 価
 内
 容
○
大
規
模
な
法
面
崩
壊
・
ダ
ム
湖
な
ど
、震
災
景
観
と
し
て
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
。
○
つ
づ
ら
折
の
道
路
は
景
観
的
に
も
活
用
の
余
地
が
あ
る
。
○
大
規
模
土
砂
災
害
の
現
場
と
し
て
、爪
跡
と
復
旧
の
風
景
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
○
被
災
部
分
は
、法
枠
工
に
て
復
旧
さ
れ
て
い
る
。
○
バ
イ
パ
ス
道
に
隣
接
し
て
お
り
、通
り
道
か
ら
見
下
ろ
せ
る
が
、高
低
差
が
大
き
く
、勾
配
が
き
つ
い
。
○
ダ
ム
湖
へ
下
る
道
路
は
、現
在
関
係
者
の
み
通
行
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
○
ダ
ム
湖
や
復
旧
後
の
斜
面
、工
事
用
地
な
ど
、利
用
見
込
み
の
な
い
活
用
で
き
る
土
地
が
多
く
存
在
す
る
。
○
バ
イ
パ
ス
道
の
整
備
に
よ
り
通
過
交
通
が
な
く
な
る
た
め
、震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
向
上
し
、
　
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
○
駐
車
ス
ペ
ー
ス
等
、外
来
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
○
外
来
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
や
集
落
と
の
連
携
に
よ
る
活
用
の
方
策
(プ
ロ
グ
ラ
ム
)を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
種
　
　
別
視
点
Ｂ
(北
方
向
):
ダ
ム
湖
橋
上
か
ら
鋸
山
方
面
視
点
Ａ
(東
方
向
):
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７）住民のためのデザインガイドライン
　農村景観は生業の積み重ねによる景観であることから、地域
住民の日常的な農作業や生活の中で形成されていく。したがっ
て、日常的な生活空間を地道に景観保全・修景していくためには、
高齢者を含む全ての住民が理解できるデザインガイドラインが
必要となる。
　デザインガイドラインには、下記の要素毎に山古志地域にお
ける特性とデザインの方針、及び良好な事例写真を示す。
（次頁　図５− 17 山古志地域住民のための農村景観デザインガ
イドライン　参照）
（1）集落や家に関わる事項
　　住宅
　　倉庫、小屋
　　庭・家のまわり
　　道路
（2）田畑や池に関わる事項
　　棚田、棚池
　　作業小屋、養鯉小屋
　　スギ林
（3）まわりの自然に関わる事項
　　小川、水路
　　里山、ブナ林
　　稜線
８）政策への提言
　以上のような基本方針、景観保全計画図、デザインガイドラ
インとともに、景観保全計画の実現化を図るため、以下のよう
な人的支援策を含む政策への提言を行う。
（1）景観行政団体指定の推進と景観法に基づく「景観計画」の
策定
　長岡市は平成 18 年に「長岡市景観基本計画」を策定している
が、現在のところ景観行政団体ではないため、これは景観法に
基づくものではない。またこの「景観基本計画」は、市町村合
併後の区域も含めて主要な地域の景観イメージや今後の方向性
を定めているが、景観形成への戦略的な位置づけや手法までは
言及していない。
　今後は景観行政団体の指定を早急に推進し、上記景観基本計
画をベースとして景観法に基づく「景観計画」を作成し、その
中で山古志地域が長岡市を代表する保存すべき美しい農村景観
地域であることを位置づける。その上で本調査にて提示した景
観重要区域や視点場の指定と景観保全・修景など、先導的景観
整備を行っていく。
（２）支援調整組織の設立
　山古志地区は震災を契機として復興支援など全国的な注目を
受けることとなった。そのような中、一部の水田では新潟県内
出身芸能人の参加による支援活動が行われるなど、多くの参加
者が集まる支援がスタートしている一方、地域外に何も縁が無
く支援を受けたくてもどのようにして良いのか分からないとい
う状況にある農家も多い。このように農業支援をすでに受けて
いる農家と今後要請したい農家との間に格差が生じ始めている
ため、支援する側の要望と合わせて一元化する組織を設け，受
け入れ側と支援側の均等かつ適切な調整を図らなければならな
い。
　現在、NPO法人中越防災フロンティアが地域コミュニティー
バス「クローバーバス」の運行、㈶山の暮らし再生機構が復興
支援員による集落再生の補助などを行っており、このような中
間支援組織によるいくつかの支援はすでに始まっている。この
ような組織を有効に活用し、格差の是正と農業支援の拡大を図
ることが望ましい。
（3）通年での支援体制の構築
　農業支援の報道では、主として春の田植えと秋の稲刈りのシ
ーズンの状況が報道されることが多いし、実際にボランティア
が集まるのもこの時期が多い。しかし農業者が人手を必要とす
るのはこの時ばかりではなく、盛夏時の草刈りや冬季の除雪な
ども高齢化の激しい集落としては、大きな支援を必要とする時
期となる。このように一般的な農業支援だけではなく冬季の除
雪支援など、農家に密着した通年かつ長期的な支援を行う組織
作りを行う。農村景観はそこに定住することによって景観維持
が図られることから、このように集落そのものを存続させてい
くことが景観保全に直接的に関与するものと考える。持続性を
確保する具体的手法としては、支援を希望する人と集落の人と
の「親戚縁組み」などの制度を創設する。
＜補注、引用文献等＞
１長岡市山古志支所山古志地域振興推進室作成資料より
２新潟県ホームページ「平成 20 年高齢者の現況」より
　http://www.pref.niigata.lg.jp/fukushihoken/
　（2009 年 11 月現在）
３内閣府「平成 21 年度版高齢社会白書」より
　http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2009/gaiyou/
pdf/1s1s.pdf
　（2009 年 11 月現在）
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図５− 17　山古志地域住民のための農村景観デザインガイドライン
対象 項目 山古志での特性 デザインの方針 参考写真
集落や家
住宅
茅葺き屋根が消滅した後は木造瓦葺き、
鋼板葺きで、壁は下見板張り、漆喰もの
もが多い。豪雪に対応するための雪囲い
を備える。
木造を基本とし、壁、屋根の色調は、茶系の
色をベースに自然素材や白壁を使用する。震
災復興モデル住宅を基本とする。
倉庫・小屋
震災前は土蔵や木造の倉庫があったが、
震災後はほとんど豪雪地帯特有かまぼこ
型倉庫が建てられた。
住宅と同様に現職は避け、茶系の色など落ち
着いた色調とし、集落や農地との景観調和に
配慮する。
庭・家のまわり
豪雪地帯であることから、家屋の落雪、
除雪のため塀や生け垣は設けない。結果
的に周囲からよく見られることになる。
庭や家のまわりには草花等の植栽を行い、集
落全体の景観が美しくなるように配慮する。
道路
本地域の地質特性から土羽の法面が多く、
緑化可能な法面が多い。一部には震災復
旧のハードな法面保護工の部分もある。
道路の法面や路側は、極力芝張りや草花の植
栽を行い、美しい沿道景観を形成する。コン
クリート法枠工などの部分については蔓植物
等により極力緑化を図る。
田畑や池
棚田・棚池
道路と同様に本地域の地質特性から、ほ
とんどの畦畔が土羽で形成されている。
棚田・棚池の畦畔は土とし、芝付きなどの緑
化を図る。畦畔の崩れを防止するためにも除
草剤の使用は極力避け、景観の維持とともに
生物棲息環境の維持に配慮する。
作業小屋
養鯉小屋
本地域の地形上の特性から、集落と農地
の距離が離れている場合があり、農地近
くに作業小屋（出小屋）を設置すること
が多い。養鯉池についても田からの転換
が多いことから同様である。
作業小屋や鯉の越冬小屋も木造を基本とし、
屋根材は茶系など落ち着いた色調とする。か
まぼこ型倉庫については上記同様とする。
スギ林
境木、稲架木のほか自宅普請用の諸規模
樹林があるが、本地域ではすべてスギ林
である。稲作農業の機械化により、はざ
掛けはあまり見られなくなってきた。
はざ掛けを行わなくなった木であっても下枝
の管理を適切に行い、農地と調和した美しい
景観を維持することに務める。正しい管理を
行うことにより、用材としても利用価値も向
上することになる。
まわりの
自然
川・水路
道路や棚田と同様に地質特性から棚田・
棚池周辺の小水路は土羽法面のものが多
い。河川については震災復旧によりコン
クリートブロック護岸担った箇所が多い。
数多くある小水路のほとんどは草付きの土羽
法面であり、これらを極力維持することによ
り、美しい田園景観の保全とともに生物棲息
環境の維持を図る。
里山・ブナ林
中越地方における当地域の標高はブナ林
が始まる地域に属し、尾寝筋を中心にブ
ナ林が点在する。そのほかクヌギ、コナラ、
カエデ類等中心とした落葉樹林が美しい
里山を形成している。
ブナや落葉樹の里山は山菜やキノコの宝庫で
あるとともに、生物多様性の重要な拠点とな
る。そのために間伐や下草刈りなど、適切な
維持管理を行う。
稜線
地域全体の代表する独立峰や山並みはな
いが、複雑に入り組んだ地形であるため、
各々の稜線が重要な景観要素となる。
稜線は遠景を望む上で重要な要素であり、山
並みの美しい稜線を乱さないよう配慮するこ
とによって、本地域全体のまとまりのある景
観が形成される。
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終章　まとめ
　新潟県中越地震から 4 年を経過した現在、山古志地域は道路、
河川、上下水道などのライフラインの復旧、住宅の再建がほぼ
完成し、今後は復旧から復興へという段階に入ったといわれて
いる１。このような中、農村集落としての山古志地域の現状は、
農業問題や人口減少及び高齢化など、中山間地がかかえる共通
の課題が、震災を契機に顕在化した事例であると見ることが出
来る。しかしながら、幸いなことに山古志地域には、独特の文
化的景観といえる歴史あるニシキゴイ養鯉業を基盤とした農村
生活と、それに伴う美しい農村景観があり、震災後５年を経過
した現在でもある程度はそれが維持されている。
　本論文で取り扱ったような景観的問題は、山古志地域におい
てはあまり議論されることなく今日に至っているが、これから
の復興という段階においては、本調査で明らかにした農業生産
及び農村生活と景観の関係を考慮していくことが重要となるで
あろう。それはいたずらにノスタルジーに浸るのではなく、今
日に至る本地域の発展と生活の変遷の中で、これからの生活と
それに伴う景観も決定されていくべきだからである。
　なお本調査で対象とした山古志地域でも、ニシキゴイの海外
への輸出が増加する中、経済のグローバリズムと無縁ではいら
れない。この地域では農業からニシキゴイの養鯉業という農業
生産の転換と生き方でこの 50 年を生き抜いてきた。それはこの
地域の自然資源、歴史に加えて、人々の探求心や向上心、好奇
心に負うところが大きい。また本地域は、減反政策に対してニ
シキゴイの養鯉池を減反実績として国に認めさせ、結果的に減
反に貢献した地域として特殊な事例となった。日本の農業の中
で、水田の持つ国土保全ほか多面的な機能を満足させるために、
完璧ではないにしろ類似の土地利用である養鯉池の持つ役割は
大きい。耕作放棄された棚田を今後どのようにしていくのか、
少子高齢化の中で中山間地の農村生活をどのように維持してい
くのか、日本の農村を取り巻く課題は深刻である。棚田を養鯉
池に転換し、棚田と同様の国土保全機能を維持しながら、経済
的にも生き延びてきた山古志地域の事例は、棚田の活用方法や
今後の中山間地農村生活と農村景観の一つのありようを提示し
ているといえる。それは景観の問題だけではなく、旧山古志村
という地域住民の生活を今後どのように存続させていくのか、
ということにも繋がっていくことになろう。
　なお本研究の過程で、山古志地域の中でもニシキゴイ養鯉業
の盛んな集落と、あくまでも水田稲作を中心に生活している集
落があることが分かった。これらの現象は、地形や水利など養
鯉業に必要な立地条件だけでは説明できず、住民の性格や集落
各々の持つ歴史など、民俗学的な背景があるように推察された。
本研究では研究の主題から外れるため除外したが、今後これら
民俗学的な側面について研究を深めることは十分に意義がある
ものと考える。
　本研究では、新潟県中越地方の典型的な農村景観として山古
志地域を取り上げ調査研究を進めたが、調査を進めるほどに、
山古志地域は典型というより非常に特殊な農村景観として発展
し、それにより現状の景観が成立していることが分かった。し
かし本論で試みた景観形成史の調査、棚田等の数量的把握と聞
き取り調査による農業生産景観成立の検証、地形による景観構
造の把握、といった調査手法とともに、重点的に保全修景すべ
き景観区域の設定及び視点場と散策ルートを具体的に示した景
観計画、ならびに住民にとって分かりやすいデザインガイドラ
インの作成など、広く他の中山間地農村における景観の分析及
び保全計画に応用できるモデルは提示できたと考える。
　本調査の結果を踏まえた山古志地域の景観特性と景観保全計
画が、今後長岡市の行政ベースで具体的に展開されることにな
れば、棚池の広がる独特の農村景観の保全活用事例として、日
本各地で求められている農村地域の活力維持へのささやかな貢
献となるかもしれない。
＜補注、引用文献等＞
１ 「新潟県中越大震災復興計画（第 2 次）」2008 の前書きにおい
て泉田知事は「（前略）3 年あまりが経過しました。被災地で
はインフラ関係の復旧がほぼ完了するとともに、住宅再建も
進み、平成 19 年 12 月末には応急仮設住宅から全ての人たち
が自宅や公営住宅等に移られ、新たな生活が始なりました。」
と記している。これは国の災害復旧事業が 3 年間であること
にも関係しているが、現実的にも予想以上の早さでライフラ
インは復旧し現在に至っている。
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Summary
A study of landscape characteristics of Yamakoshi region and 
landscape preservation plan
１. Background and Objectives of this Research
 The Yamakoshi region of Nagaoka, Japan has been admired 
for its bucolic charm since well before the October, 2004 
Chuetsu Earthquake. With its hillsides covered with terraced 
rice fields, breeding ponds for raising Nishikigoi, and clusters 
of houses, Yamakoshi is considered a typical area in the 
Chuetsu region. One of the features unique to Yamakoshi is 
its terraced breeding ponds, which have a distinctly different 
appearance from rice paddies, along its hillsides. These have 
caught the attention of many amateur, as well as professional, 
photographers. Folklorist Tsuneichi Miyamoto made the first of 
three trips through this area in 1964. He detailed the economic 
benefits of the activities in Yamakoshi that have made the 
most of the region’s natural resources, including the cultivation 
of Nishikigoi, while stressing the importance of scenic 
preservation. Otherwise, not much research has been done on 
the culture and scenic resources of the Yamakoshi region. In 
addition to village history and other local history, there are 
also collections of photographs published by Isao Sudo, who 
accompanied Dr. Miyamoto on his surveys. The collections are 
“Yamakoshi Village – Lifestyles seen together with Tsuneichi 
Miyamoto in 1971”（Isao Sudo, 2005）and “Old Yamakoshi 
Village, Niigata Prefecture: Record of Terraced Fields and 
the Agricultural Lifestyle”（Mamoru Sudo, 2007）. However, 
Mamoru Sudo’s writings are mainly verbal accounts of factors 
in the establishment of terraced rice fields and tales of human 
labor. They do not provide any descriptions of Yamakoshi’s 
unique production of Nishikigoi, the changes in the agricultural 
lifestyle, or the process of alternating the landscape.
 When one compares the agricultural landscape, the focus of 
this paper, with the urban landscape, there are far different 
factors at work in how the two landscapes are established and 
in how much continuity these landscapes show. The vigorous 
economic activities in cities, such as trade and manufacturing, 
result in very visible changes in the urban landscape. In terms 
of official systems, these are under the control of city planning, 
construction regulations and other factors, but in reality, 
these changes express the workings of market principles and 
other economic considerations. In contrast, the agricultural 
landscape expresses the daily life of the local population; it is 
the consequence of multiple factors in agricultural management 
based on the land, and one could say the landscape expresses a 
pre-established harmony. Artificial and urban elements are also 
intermingled in modern agricultural villages, however, leading 
to clashes with the pre-established harmony. Efforts in planning 
and systems must respond to these situations.
 Given the above background, the objectives of this research 
were, first, to examine the present landscape of the Yamakoshi 
region, which has a unique beauty with its rows of terraced 
fields and ponds, to observe how it was formed and what 
changes it has undergone, and to trace the characteristics of 
those events, and second, to draw up a plan for preservation of 
the landscape that sustains the scenic beauty of the region.
２. Organization of Report, Survey Methods
 This report is structured as follows. A prologue describes the 
background, objectives content and methods of the research, 
five sections describe surveys and the Yamakoshi landscape 
preservation plan, and a summary provides an overview.
 Section I describes when and for what reasons the Yamakoshi 
region, which was originally a rice-farming area with terraced 
paddies, was transformed to an agricultural area emphasizing 
Nishikigoi breeding. This section tells how the look of the 
agricultural landscape changed as a result. These descriptions 
of the background and processes are based on a study of 
statistical data regarding agriculture and on a verbal survey of 
koi breeders. The history of the formation of the landscape is 
also provided, as a basis for the plan to preserve the landscape.
 Section II summarizes a survey of conditions in the terraced 
paddies and ponds and in the cedar forests. These are the 
unique features of the agricultural landscape in the Yamakoshi 
region and will be the objects of the future sustainable 
landscape preservation program. The Mushigame Shimohira 
district, which has the highest concentration of breeding 
ponds in the Yamakoshi region, was selected as the sample 
district. A field survey and a verbal survey were carried out 
to obtain a quantitative grasp of the current disposition of 
terraced paddies and ponds. Relationships between pond size 
and breeding methods and the process by which paddies were 
turned into breeding ponds were revealed. The Basic Resident 
Register was examined to determine the current numbers of 
rice fields and ponds in the overall Yamakoshi region. We also 
carried out a site survey of the koi breeding ponds, which were 
constructed solely on the basis of experience, as no literature 
exists regarding the structure of these ponds. We describe the 
influence of the structures and structural configurations on 
the appearance of the landscape, and the differences between 
these and the appearance of ordinary terraced paddies. It is 
difficult to measure the area covered by cedar on a map, since 
the region contains geographically disconnected cedar groves. 
We estimated the area of cedar forest and described how 
cedar forests were established and their current conditions 
by examining color aerial photographs of the sample district, 
taking our own counts in some locations, and measuring the 
projected area on the aerial photographs.
 Section III, we present a survey of the modern and urban 
elements of the landscape which clash with the rest of 
the landscape in Yamakoshi and call for some sort of 
countermeasures, such as landscaping, in the landscape 
preservation plan. Besides the restoration of roads and rivers 
since the earthquake in the Yamakoshi region, the processes 
of restoration also incorporate construction of many civil 
structures and re-building of residences, in order to refurbish 
basic infrastructure and aid prevention of future disasters. 
However, some projects do not fit well with the surrounding 
agricultural landscape. To gain a better understanding of those 
landscape elements, the region was inspected in a field survey. 
Settlement districts, large buildings, dams on rivers, and other 
prominent features that had been altered by the earthquake 
were plotted on a landscape element distribution map as 
included landscape elements that stand out in each locale 
of the region. Photographs of the landscape elements were 
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also taken and organized to show the current situation and 
issues regarding the landscape. Some of the smaller landscape 
elements that could not be incorporated into the map included 
details related to agricultural farms, koi farms and settlements. 
A series of photographs show typical situations and issues for 
these elements.
 Section IV describes a survey of the landscape structures 
conducted to ascertain the topography, rivers, roads and 
other geographical features, which are the skeleton for the 
landscape preservation plan. The data were then used in the 
plan to designate scenic overlooks and districts essential to 
the landscape. The Yamakoshi region is in a Tertiary deposit 
landslide-prone area. The unique, furrowed topography has 
been re-shaped many times by the recurring landslides. These 
geographical features and the appearances of the landscape 
were analyzed subsequent to a field survey and creation of 
a 1/5,000 topographical model. The geographical landscape 
structures of the entire region and a village landscape were 
described as areas of interest.
 In Section V, the results of Sections 1 – 4 are reviewed to 
suggest a landscape preservation plan for the Yamakoshi 
region. The goals and guidelines of the preservation plan rest 
on the assumption that the trends of declining numbers and 
graying of the local population will continue. The landscape 
preservation plan was drawn up on this basis, designating the 
topographical features, essential landscape districts, scenic 
overlooks, and other features constituting the skeleton of the 
landscape. Design guidelines were also laid out for smaller 
elements outside the scope of the preservation plan, and 
policies including those for assistance at the personal level were 
suggested in order to realize the landscape preservation plan.
３. Results of Research in each Section
Ⅰ. History of formation of landscape in the Yamakoshi region
 After the war, Japan went through a period of high economic 
growth, with dramatic gains from 1955 to 1973. The influence 
of economic growth was not only felt in the cities, it reached 
agricultural regions, and from the 1960s on, there was a steady 
flow of the population into the urban centers, an increase in 
the population working away from home, mechanization of 
agriculture, and other changes. There were other effects on 
agricultural production and rural life concomitant with the 
decrease in the rural population in agricultural areas. In the 
Yamakoshi region, the demand for nishikigoi grew with the 
expansion of people’s hobbies that came with economic growth, 
and with the addition of the development of the koi farming 
industry, the area became a beautiful patchwork of terraced 
ponds（breeding ponds）along the hillsides. The survey of 
historical materials turned up only one rather old book about 
the history of Yamakoshi; there was nothing at all about the 
recent period since 1960, a time of dramatic social changes. 
Therefore, a chronology was constructed using statistical data 
for agriculture, census data for koi farming, and other statistical 
data, as well as the findings of a verbal survey. The chronology 
provides a historical context and shows the continual, yearly 
changes in the elements making up the landscape. It was our 
reference for our observations about the relations between 
events.
 The agricultural production and rural lifestyle in this region 
changed greatly between the 1960s and the1980s, especially so 
during the 1970s. The fundamental cause for this was the high 
rate of economic growth, but the result was the development 
of the koi farming industry and its growth into the center of 
farming and life for the region. If we examine the variations in 
agriculturally farmed areas in the Yamakoshi region, we find no 
growth or contraction up to 1965; it was generally stable at a 
total cultivated area of about 750 ha as of that year. Thereafter, 
however, it shrank, falling by 34% to 497 ha in the five years 
to 1970. That was the year when the rice acreage reduction 
policy was initiated, and across the nation, the cultivated area 
began to fall from this point onward. This had been preceded 
by the reductions in the Yamakoshi region. The cultivated area 
in the region continued to fall, reaching 416 ha in 1980 and 
277 ha in 1990. Conversely, the area dedicated to koi farming 
increased from 78 ha in 1970 to 132 ha in 1980, a 69% growth.
（No data are available prior to 1967.）In other words, in this 
region, a conversion was already underway from agriculture 
to koi farming in the 1960s, quite unrelated to governmental 
agricultural policies, and the rice acreage reduction policy of 
1970 accelerated the conversion. The above findings regarding 
changes in the appearance of the landscape are summarized 
below.
a）Wet-paddy rice fields（terraced fields）began to be 
converted into breeding ponds（terraced ponds）around 1965.
b）Farmers began rebuilding their residences during the 1970s, 
thanks to increased cash revenues from carp farming, and 
thatched and wood-shingle roofs disappeared.
c）Agriculture became increasingly mechanized in the latter 
half of the 1970s, and Quonset hut style storage sheds began to 
be erected for keeping the light pickup trucks needed for the 
equipment for agriculture and koi farming.
d）Rice farming became mechanized in the 1970s, especially 
with the use of dryers. It became less and less common to dry 
the rice plants on the traditional cedar racks. Farmers paid less 
and less attention to managing their cedar groves（that they 
had always planted for building their own dwellings）as new 
building materials or imported building materials were used.
e）There was a sharp increase in construction of winter huts 
for koi after the heavy snowfalls of 1981.
f）The houses in settlements increasingly incorporated modern 
or urban elements, usually when they were re-built, and parts 
of the landscape began to look more and more like urban areas.
Of the above, b）changes in appearance of residences and f）
modern/urban elements in residences are factors that have 
been seen throughout Japan, and c）use of Quonset huts for 
storage is a common factor in snowy regions. d）Drying rice 
plants on racks is still seen in some other regions, but now 
draws comments if it is done with cedar racks. Thus, it is clear 
that a）breeding ponds for the koi industry, e）winter huts for 
koi, and d）cedar groves are the unique landscape features of 
this region that should be preserved.
Ⅱ. Terraced rice fields, terraced breeding ponds and cedar 
groves, the chief landscape elements of the Yamakoshi region
 In the survey of the areas taken up by terraced rice fields and 
terraced breeding ponds in the sample district（Mushigame 
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Shimohira district, 138 ha）, ponds accounted for 70% of the 
total of 468 rice paddies and ponds, and in terms of area, 54% 
of the total 21 ha covered by ponds and paddies. The frequency 
distribution for areas shows that small paddies and ponds with 
areas 400㎡ or less make up the majority, over 65%, and 49% 
are ponds. There were nine unusually large terraced paddies, 
with areas over 2000㎡, while only two ponds were in that size 
range. Thus, large paddies still remain in the region.
The above findings indicated that the conversion from rice 
paddies to breeding ponds followed this process:
1）First, since this region is prone to landslides, there was a 
wide variety in sizes of paddies, from 200 to 3000㎡.
2）Farmers began to convert their rice paddies into koi 
breeding ponds in the 1960s. Since the koi breeding industry 
has high risks and requires daily management, however, the 
first paddies were small（about 400㎡）, and were typically the 
closest to the farmers’ homes.
3）The ponds were constructed entirely by manual labor 
initially, so most of them were small and shallow（1 m deep 
or less）. Afterward, with the introduction of earth-moving 
equipment during the rapid development of the koi farming 
industry during the 1970s, as well as increased interest in 
conversion due to the rice acreage reduction policy, conversions 
also began on larger paddies. We also found that unconverted 
paddies left in rice production were the large ones, which are 
easy to work with agricultural equipment.
 Section I gave an overview of the changes in land area 
devoted to agriculture and koi breeding ponds in the entire 
Yamakoshi region from 1960 on. As for the changes in paddies
（actually farmed areas）and breeding ponds before and 
after the earthquake, paddies accounted for 133 ha and 2,108 
ponds accounted for 137 ha before the earthquake（in 2004）
; as of five years after the earthquake（2009）, when the 
reconstruction had returned the region to stability, paddies 
accounted for 98 ha and there were 1,590 ponds（area not 
known）. The figures prior to the earthquake show that 51% of 
the total area of actually planted area and breeding ponds was 
ponds; the fraction of the landscape in the Yamakoshi region 
used for production that was actually covered by breeding 
ponds was extremely high. Examining the post-earthquake 
figures, we found that as of 2009, 74% of the paddies（calculated 
by area）and 75% of the breeding ponds（calculated by 
number of ponds）had been restored to production.
 Let us turn to the structural characteristics of these 
farms. The survey showed that the breeding ponds were a 
minimum of 0.7 m and a maximum of 3.75 m deep. Plotting 
the relationship between pond area and depth reveals that 
generally, the greater the surface area, the deeper the pond, 
but there was no clear correlation, as some ponds were shallow 
even though they covered a large area. This was a matter of 
the production scale of the koi farm, i.e., how many young they 
were attempting to produce. Moreover, the mean depth of 
the ponds was 1.36 m, deeper than paddies. The farmers kept 
juvenile koi in shallow ponds and larger koi in deep ponds. The 
internal slope of the pond is 1:3 – 1:5, a much gentler slope than 
in paddies. This is because it is easier to create with backhoes, 
is resistant to water pressure, and makes it easier to herd the 
koi preparation for winter. Furthermore, when the internal 
slope of a pond is gentle, a narrow pond must have a shallow 
depth. The ridges between ponds are 1.0 – 2.0 m wide, wider 
than those between rice paddies. There are several reasons 
for this feature of the breeding ponds. It is partly due to the 
process of digging out the ponds with a backhoe, in which the 
extra soil is piled up to form the ridges. The weight of the 
piled-up soil of the ridges resists the lateral pressure of the 
water in the pond. The farmers may also, at times, need to 
bring their light pickups close to the edge of the pond. Another 
aspect is waterproofing of the ponds. The soil in this region 
is composed of alternating layers of sand/rock and clay（or 
mudstone）. The clay component of the soil was collected and 
used to coat the bottoms of the ponds, the same method used 
for sealing the bottoms of rice paddies. Since the earthquake, 
however, waterproof sheeting has been used in some of the 
restoration projects. These structural differences between 
terraced paddies and terraced ponds make for some differences 
between the two features in terms of landscape. Ponds are kept 
filled with water throughout the year, continually reflecting 
the sky and the surrounding landscape. There are no seasonal 
changes due to rice cultivation. The ponds are surrounded 
by ridges wider than those of paddies, are deeper, and have 
shapes with clearly defined edges, so they create an attractive 
landscape with sharp relief at the ridges, even under a blanket 
of snow.
 The results of the cedar grove survey showed that there 
were 274 recognizable cedar groves in the sample district
（including rows of cedar）, covering a projected area of 13 ha, 
slightly more than covered by ponds. The results also showed 
that the dimensions of the remaining cedar were a maximum 
trunk circumference of 1.2 m at eye level and height of 20 
m. The oldest trees were estimated to be 80 – 100 years old. 
These cedar groves have been used for many things: rows for 
marking property borders, building rice plant drying racks, and 
building homes and furnishings. Not many are used for drying 
racks any more, but there are farms that still plant cedar for 
this purpose. The region has heavy snowfall, which tends to 
break branches and cause the roots to twist. Forestry, however, 
is not a practical occupation here. Family members supply each 
other with lumber, but the wood is not bought and sold. Thus, 
the old town hall does not even have a forestry division or a 
forestry record.
Ⅲ. Modern and urban elements that clash with the landscape 
of the Yamakoshi region
 The modern and urban elements plotted in the landscape 
element distribution map consist of buildings that dominate 
the nearby landscape（large buildings, dams of all types, large 
concrete revetments）and settlement districts.
 Some of the structures dominating the landscape are three-
story reinforced-concrete buildings and are public buildings 
including the Nagaoka City Yamakoshi Branch Office and 
gymnasium, and school buildings（including those for former 
schools）. None of them are privately owned. Since nearly all 
of the buildings surrounding these structures are elevated 
two-story single-family residences（ground level – reinforced 
concrete garage and storage space; upper two floors – wooden 
residential space）, the architecture seems large but does not 
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particularly stand out in the landscape as “tall”. In addition to 
the natural dams caused by landslides, some dams have been 
constructed for disaster prevention. Three types of dams have 
been constructed, large concrete dams, block dams, consisting 
of piles of concrete blocks, and cofferdams, consisting of 
steel plates assembled onto cylinders and filled with dirt and 
sand. Each type is indispensable for disaster prevention, and 
the dams can be considered as part of the aftermath of the 
earthquake, but they still have a high visual impact on the 
landscape. The concrete needs to be aged, and greening and 
landscaping need to be done. Large concrete revetments（free-
frame construction）are obviously a disruption to the view of 
the mountains, but these are also indispensable for preventing 
mudslides. It has been three or four years since some 
structures were built during the first phase of reconstruction. 
These are beginning to assimilate with the surrounding 
landscape, due to aging of the concrete and growth of the 
vegetation planted in the structures.
 The findings relating to settlement districts can be broken 
down into the following three cases. Each has its own issues.
1）Previously existing settlement districts: There are mixed 
styles of residences, due to remodeling and rebuilding, creating 
clashes with the settlement landscapes.
2）Replacement communities subsequent to the earthquake: 
These are Kogomo, Naranoki and newly constructed publicly-
managed housing developments. The building styles and colors 
in Kogomo are almost completely integrated and almost never 
clash, but the buildings in Naranoki are a mixture of styles and 
colors, with no coordination. Public housing was erected as a 
model for replacement housing and is based on the traditional 
building styles of Chuetsu region. It is well integrated with the 
regional settlement landscape.
3）Ruins of settlements: There are still submerged residences 
in the destroyed part of Kogomo, which have a high scenic 
value as vestiges of the earthquake. The only vestiges in 
Naranoki, an agricultural settlement, are a group of storehouses, 
which create a unique landscape. Both locations are meaningful 
to the previous inhabitants, and leave a deep impression on 
visitors.
 The current situations and issues of individual elements that 
could not be shown in the landscape element distribution 
map are as follows. Elements related to agriculture and the 
koi farming industry included workshops, storage sheds, 
and facilities adjacent to the breeding ponds such as winter 
huts for koi, automated koi feeders, and bird nets. There 
are also workshops and storage sheds in many other forms, 
including Quonset huts and wood structures with steel roofs. 
No consistency is seen in the use of paint colors. Previously, 
most of the winter huts for koi were wood-frame structures 
with transparent corrugated walls, but since the earthquake, 
that style is mixed with steel-frame structures. Most of 
the structures are built close to the settlements, to make 
management easier during winter. The wood structures fit 
well with the appearance of the settlements, but the colors for 
the steel-frame structures must be better coordinated. The 
automated koi feeders and bird nets at the breeding ponds 
have little effect on the landscape in terms of their scale or 
color. Many of the farmers apply herbicides to the ridges 
between the breeding ponds, in order to eliminate hiding places 
for herons, kites and other birds, and weasels, which hunt the 
koi. This causes clashes in the landscape. The terraced rice 
paddies remain as beautiful as before, because the rice farmers 
cut the grass, rather than depending on herbicides. This is due 
to the narrow, 50-cm breadth of the ridges between paddies; 
use of herbicides would weaken the roots and stalks of the 
plants there, detracting from their ability to bolster the soil 
against collapse of the ridges.
 Settlements have other elements besides residences and 
storage sheds, as follows. The Yamakoshi region is subject 
to heavy snowfall, which makes it impractical to build fences 
around houses, due to the snow falling off roofs and the need 
to clear snow. Thus, one of the characteristics of settlement 
landscapes here is that the front yards of homes are always 
visible to passersby. The settlements have agricultural 
cooperatives, post offices, gas stations, restaurants and other 
services, but the structures for these are always small. 
Moreover, since they are few in number, there is no need 
for large advertisements or other signage, and these do not 
obstruct an individual’s view of the settlement landscape.
Ⅳ. Landscape structures in the Yamakoshi region
 The landscape structures were analyzed after creating a 
procedure for analyzing landscape types using the landform 
classification defined by Tadahiko Higuchi in his book “The 
Visual and Spatial Structure of Landscapes”（1975）. The 
unusual topology of this region was classified into patterns 
in a flexible method allowing for future development that 
emphasized the appearance of the landscape from locations of 
a human observer. The following six types of topology were 
employed to create a landscape structure map expressing the 
topological structures of this region.
a）Bird’s eye: Topology that looks down over the surroundings, 
from a hilltop or the top of a ridge
b）Ridgeline: Topology on a ridge from which one can look 
down on two sides
c）Bowl: Topology in which one is surrounded by walls, such 
as at the corner of a river or at the joining of two rivers
d）Valley: Topology in which one has a row of hills or 
mountains on each side
e）Pent roof: Topology slanted toward one side, as on a 
mountainside
f）Slit: Topology from which one can view a distant landscape 
through a narrow opening between mountains
The Yamakoshi region has an elevation of 140 – 670 m and 
is south of Nagaoka City Higashiyama Hills, a steep range of 
hills with an elevation around 700 m. Yamakoshi contains no 
particularly high mountain. The human elements including 
farmland, breeding ponds and settlements lie between the 
valley bottoms and an elevation of 400 m; thus, it was never 
part of the inhabitants’ ordinary daily life to look out over the 
rest of the region, but they knew that there were places in the 
region, on ridges, for example, where they could get a view of a 
portion of the region. The topology can be broadly grouped into 
two ranges of hills, but it was found that the many branching 
lower ridges formed by the folded geography broke the 
landscape of the region up into many smaller portions. Due to 
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this characteristic of the geographical structure, the roads of 
the region follow rather complicated paths. This is the reason 
for one of the characteristics of this region, the constantly 
changing ridge landscape, valley landscape, and other 
landscapes which come into view and then disappear again as 
one’s point of view changes.
 The “domain of the settlement landscape” was defined as 
the domain within view that is recognizable as one’s own 
settlement, even if not all of one’s settlement is directly 
visible. Five still-existing community units were identified 
as “settlements” in this survey. They were part of an old 
elementary school district. The analysis was conducted by 
examining the Basic Resident Register and a verbal survey in 
the branch city office of how the inhabitants of each settlement 
perceive the extent of their own settlement; including the 
farmlands. This was used to create a map of the domains of 
the settlement landscapes. As the reader can understand from 
the structural characteristics of the Yamakoshi region, people 
have established settlements of small numbers of buildable 
lots amidst a convoluted geography, cleared out spaces for 
farmland, usually terraced paddies, within distances that are 
accessible on foot from the settlements, and managed the water 
resources and satoyama（a term for “undeveloped” areas that 
are carefully managed, in many cases, since centuries ago, and 
that lie between agricultural fields and relatively untouched 
mountainsides）. The places managed by the inhabitants of these 
communities may not be directly visible to the inhabitants, but 
they consider them part of the “neighborhood” that they use 
and pass through every day. It is plausible to include these 
locations as structural elements of the region. The domain of 
each of the settlement landscapes is basically the fields worked 
by the inhabitants of each settlement. The borders are defined 
by river courses and ridgelines, but rivers follow very winding 
courses, so, depending upon where one is standing, some parts 
of a domain might be out of view, even when they are fairly 
close by. It was also found that domains might extend beyond 
a ridgeline, although the area there was small. There were no 
particular ridgelines in the Tanasuhara district; this domain of 
the settlement landscape was found to be broader than in the 
other four districts.
Ⅴ. Landscape preservation plan for the Yamakoshi region
 Examination of the demographic changes in the Yamakoshi 
region shows higher reductions in the number of inhabitants 
than in the flatland areas of Nagaoka City, and aging of the 
population. The situation requires urgent countermeasures to 
maintain farming villages. Based on the history of landscape 
formation in the Yamakoshi region, the current landscapes and 
the demographic changes we have examined in the previous 
Sections, we have arrived at the following two goals for a plan, 
assuming that it is intended to maintain a sustainable, rural 
landscape through a rural lifestyle based on agriculture and koi 
farming.
1）To maintain the beautiful agricultural production landscape 
with its terraced rice fields and breeding ponds, unique in 
Japan, and to preserve its harmony with the surrounding 
natural landscape.
2）To preserve the agricultural lifestyle landscape unique to 
Yamakoshi and the snow country by guaranteeing the local 
inhabitants a level of convenience, safety and economic stability.
In order to attain the above goals, the basic themes for the 
landscape preservation plan were set in accordance with two 
directives: A）To preserve the landscape elements of the 
designated landscapes in the Yamakoshi region; and B）to 
require some restoration to the landscape to remove clashing 
elements.
A）The following two guidelines apply to the elements to be 
preserved:
1）Preservation of the ridgeline landscapes, which are the 
prominent features of landscape formation: These can be seen 
from everywhere in the region and are the most important 
landmarks in the domains of the settlement landscapes and 
for keeping track of one’s present location. Alterations of the 
mountain shape, construction and logging should be banned on 
the ridgeline landscapes.
2）Preservation of the landscape made up of the terraced 
rice fields and breeding ponds and of the cedar groves, which 
are unique to Yamakoshi: Yamakoshi’s distinctive beautiful 
agricultural landscape is emphasized by its cedar groves among 
its terraced paddies and breeding ponds. The vegetation on the 
ridges between paddies must be maintained, the colors of the 
facilities adjacent to fields and ponds, such as the winter huts 
for the koi, should be coordinated. More, the lower branches of 
the cedars should be trimmed. 
B）The following three guidelines apply to restoration of the 
landscape:
1）Formation of settlement landscapes as the “face” of 
Yamakoshi: During the restoration of its landscape, the unique 
characteristics of each settlement must be respected. This 
applies to the small hamlets that dot the region and have 
remained virtually unchanged, to the newly built replacement 
communities and to the settlements they have replaced, as well 
as to the two large settlements of Mushigame and Tanasuhara.
2）Promoting aging of large civil structures and greening/
landscaping: The large civil structures are dams, bridges and 
concrete revetments; all essential for disaster prevention. These 
should be enhanced in appearance by aging of the concrete 
and with greenery, to harmonize better with the surrounding 
landscape.
3）Greening/landscaping of the many earthquake-damaged 
valley landscapes, which are corridors connecting different 
regions but still contain visible damage from the earthquake: 
The highway from Tanasuhara to Uonuma follows the Wada 
River, the highway from Shiotani, Naranoki, and Kogomo 
to Kawaguchi follows the Imo River, and the highway from 
Mushigame and Takezawa to Ojiya follows the Asahi River. 
The Imo River is notable for the lake behind its natural dam 
and the submerged houses. The tranquil landscape of the 
river course includes occasional settlements and terraced 
paddies and ponds; as well as restoration of these, greening and 
landscaping should be provided where they will be effective 
against the scars on the landscape left by the earthquake.
A landscape zoning map and a landscape preservation plan 
map were created on the basis of the above guidelines, showing 
the landscape preservation policies in the Yamakoshi region. 
The landscape zoning map divides the region into zones by 
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the characteristics of the landscapes and contains guidelines 
for preservation and landscaping in each of the zones. What 
is marked for preservation are vegetation landscape zones 
denoting ridgelines and satoyama, and agricultural landscape 
zones, denoting terraced paddies, ponds and related features. 
The areas requiring landscaping were the valley zones, scarred 
from the earthquake, and new and old settlements, and the 
two large zones consisting of the settlements Mushigame and 
Tanasuhara. The landscape preservation plan map designates 
landscape zones that stand out in the region in their need for 
restoration and should be placed first in the landscape plan, 
designates 12 overlooks on three scenic routes with typical 
views of the region, and provides guidelines for landscape 
facilities at each of the overlooks.
 The landscape zones are the two following zones.
 Mushigame/Takezawa landscape zone: This holds the 
representative landscape of Yamakoshi, with its terraced ponds. 
As well as being the location of the Yamakoshi Branch Office 
of Nagaoka City, it is the center for distributing information 
and conducting exchanges and landscape preservation efforts 
here will emphasize its function as the “face” of the Yamakoshi 
region.
Imogawa landscape region: This region follows the Imo River, 
containing the settlements of Shiotani, Naranoki（new and old 
settlements）and Kogomo（new and old settlements）. It also 
includes Higashi Takezawa and Terano, where there are two 
natural dams. This region contains a large number of landscape 
resources, including old and new settlements, large remnants 
of the earthquake, and a bullfighting arena, designated as 
an intangible cultural asset. The Yamakoshi region will be 
a stage where old and new landscapes and the memories of 
the earthquake will be preserved and passed down to future 
generations.
The scenic outlooks and routes were narrowed to the following 
three.
Route A, A+: Road from behind the branch city office passing 
through the fill constructed in Yubu after the earthquake to 
Mushigame Shimohira district, which has the greatest number 
of terraced rice fields. There is a beautiful view of terraced 
ponds from the side of Mt. Kanakura on the A+ route.
Route B, B+: Road passing a dam, its lake and other typical 
scars of the earthquake, and old and new replacement 
communities. The “B+” route provides a view of the entirety of 
the west side block of the region from Mt. Yakiyama.
Route C: Road from Mushigame settlement on a panorama 
course along a ridgeline and over Kazekuchi Pass to Kaya Pass 
and down to Tanasuhara, on a newly opened highway along the 
Imo River, with a view of the lake behind the dam. It provides 
a view of nearly the entire east side block of the region.
An evaluation form was created for grading the scenic 
overlooks on the above three routes. Each location was graded 
on its visual range, the main feature, other components of the 
landscape, and the distinctiveness of the landscape. Remnants 
of the earthquake were graded on their characteristics, current 
condition and possibilities for future use. The overlook was 
graded on how it accorded with the guidelines for facilities.
Many of the elements of the agricultural landscapes mature 
amid the everyday life of the agriculture industry and the rural 
lifestyle. Thus, a pamphlet of design guidelines for the citizens 
was created. It specifically notes the smaller landscape elements 
that could not be included on the landscape preservation plan 
map and the characteristics of the Yamakoshi region, and 
anticipates the daily tasks and lifestyle of the inhabitants of 
this agricultural region. The following items are covered in the 
guidelines.
1）Settlements and homes: Storage buildings and other sheds 
should be painted using brown colors. Lawns and other areas 
around houses should be planted with flowers and trees. 
Shoulders and other portions adjacent to roadways should be 
planted with greenery.
2）Rice fields and ponds: Herbicides should be avoided on 
ridges between paddies and ponds, in favor of cutting the grass. 
Workshops and storage sheds should be painted using brown 
colors. The lower branches of cedars should be neatly trimmed.
3）Surrounding natural environment: Small wastewater ditches 
should be lined with soil and grass. The floors of satoyama and 
beech forests should be adequately managed.
In addition to the above, the following policies, including 
measures regarding dispatch of personnel for assistance, 
were advocated to promote the realization of the landscape 
preservation plan:
1）Program to appoint landscape administration groups: 
Nagaoka City should promptly inaugurate a program to appoint 
a landscape administration group and draw up a landscape plan 
according to the law on landscapes. The plan should identify 
the Yamakoshi region as a beautiful agricultural landscape 
region representing Nagaoka City that must be preserved.
2）Establishment of organizations to coordinate support: A 
gap is widening between farmers who have already received 
agricultural aid and farmers who wish to request aid in the 
future, so, with due attention to the desires of the organizations 
providing support, a unified organization of aid recipients and 
supporting organizations should be formed to foster equality 
and effective coordination between the two groups.
3）Construction of a year-round aid system: Year-round aid 
especially for farmers should be available on a long-term basis, 
not just for summertime agricultural support but also for 
clearing snow and other uses.
Afterword 
Currently, the Yamakoshi region shares many of the issues 
affecting other agricultural regions in hilly and mountainous 
areas: concerns about the future of agriculture, and 
depopulation. One could say that the earthquake brought 
these issues into sharper focus. Fortunately, the Yamakoshi 
region still has the agricultural lifestyle of its historical 
base, the farming of nishikigoi, and a beautiful agricultural 
landscape befitting its lifestyle. The people have been able 
to maintain these, to some degree, over the five years since 
the earthquake. Under the leadership of the administration of 
the Yamakoshi region, perhaps the landscape characteristics 
and landscape preservation plan presented for the Yamakoshi 
region on the basis of the results of this survey will make some 
small contribution to the success in preserving the unique 
agricultural landscape there, with its panoply of terraced 
koi ponds, and through this example, support agricultural 
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communities throughout Japan in their determination to 
preserve their struggling lifestyles.
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１）今井雄介：長岡市立図書館顧問	 	 	 （2007年	1月）
２）青木　勝：長岡市役所震災復興支援室次長（当時）	 （2007年	1月）
３）五十嵐豊：㈶山の暮らし再生機構	 	 	 （2007年	8月）
４）網田健次郎：新潟県内水面試験場所長	 	 （2007年	9月）
５）斉藤　隆：長岡市山古志支所地域振興課長	 	 （2007年11月）
６）斉藤　勝：新太郎養鯉場代表	 	 	 （2007年11月）
７）野間泉一：養鯉場「和泉屋」代表	 	 	 （2008年	5月）
８）鈴木俊郎：養鯉業「治郎兵エ」代表	 	 （2008年	6月）
９）新保純一：新保重機代表		 	 	 （2008年	6月）
10）青木　勝：長岡市山古志支所支所長	 	 （2008年	9月）
資　料　編
１．聞き取り調査記録
　この聞き取り調査記録は、本論文を進めるにあたり2007年1月
から2008年9月にかけて9名、延べ10回にわたり聞き取り調査を
行った記録である。調査の進捗にともない、聞き取り内容も変
化していくため、時系列で並べてある。
　この聞き取り調査の結果は、本論の各章に反映されている。
72　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
今井雄介　氏　ヒアリング
2007.1.24　13:00~15:00　長岡市中央図書館にて　
/　上野裕治、星野新治
今井雄介：長岡市中央図書館顧問
山古志地域だけではなく長岡市の歴史について造詣の深い郷土
史家。
１．山古志地域の集落と農地の成立について
・集落と農地の関係で特徴的なことは。
昔はお米（稲）を集落におろす（持ち帰る）作業はとても大変
な作業だったので、極端に農地と集落が離れていることはあり
えないが、棚田の開墾の過程でどんどん奥へ入っていったため
に遠くなった場合はあるだろう。そのような場合は作業小屋
（出小屋という）を作ったりしている。農機具の収納や急な雨
の時に入ったりしている。
・集落の形成についてはどうか。
山古志地域はもともと二十村鄕（にじゅうむらごう）とよば
れ、現在の山古志、小千谷市の東山地区、川口町あたりがまと
まった地域だった。東山は一度長岡市になったりして行ったり
来たりしている。
集落の発生について研究した資料として「二十村鄕の山村発
生：山﨑久雄」がある。
現在の小千谷市の小栗山などもそうであるが、昔から地滑りが
起こったために集落移転したケースはあった。
旧竹沢小学校の校区は二丁野が中心的な集落であって、校区内
のその他の集落は二丁野の枝村として発生した。
神社は各集落に一つずつある。お寺は無いが、寺では村松（長
岡市）の円融寺の檀家が多く存在する。
・山古志地域の景観的特徴について。
山古志地域の自然風景のなかで特徴的で美しいものはやはりブ
ナ林だろう。春の芽吹きと青葉が特に美しいと感じる。青葉は
日に透かして見ると特に美しい。山古志闘牛場、羽黒山の尾根
筋、楢ノ木などに、今でも美しいブナ林が残っている。
棚田、棚池のほか、山古志地域の景観的特徴であるスギ林（自
家用林）は、戦国時代ころに植え始められたのではないかと推
察される。
青木　勝　復興支援室次長　ヒアリング
2007.1.31　13:00~15:00　長岡市役所震災復興支援室にて　
/　上野裕治、星野新治
青木　勝：長岡市震災復興支援室次長　（後に室長）　
（作成中の景観構造分析図を確認していただきながら話をお聞
きした）
１．山古志地域の集落の特徴について
・集落の歴史的まとまりについて。
集落の発生やまとまりについては、基本的には沢と尾根など地
形的な制約によって分かれていたと思われる。
農地については水系で区切られているところが多い。この地域
独特の血縁集団である「マキ」という単位によって分かれてい
るところもある。
・集落どうしの関係性についてはどうか。
各集落間は昔は道路が十分に整備されていなかったために行き
来が難しく、深い交流はほとんど無かったといって良い。集落
間の繋がりは峰道の繋がり方によって分けられる。
山古志全体というよりは、虫亀は虫亀、種苧原は種苧原、竹沢
は竹沢といったように、旧来の集落のくくりの範囲内での連帯
感が強く、それは今でも残っている。といっても他の集落と特
に仲が悪いわけではなく、物理的に行き来が出来にくかったと
いうことであっただけだ。
上記のくくりは、ほぼ旧小学校区（５区）の範囲と思って良
い。昔は小学校区というのはいろんな意味で一つのまとまりだ
ったと思う。
・集落ごとの特性（気質）みたいのものはあるのか。
錦鯉はそれ以前もあったが、昭和45年（1970年）の減反政策
（転作奨励）ころから特に増加した。虫亀と竹沢が特に盛ん
だ。したがって養鯉池もこの地域に特に多い。
錦鯉の飼育が盛んに行われている地域は、闘牛が盛んに行われ
ている地域と重なる。錦鯉と闘牛は、ともに自由人的な気質を
持った人々が行うという傾向があり、虫亀と竹沢にはそのよう
な気質が比較的強い。
それに比べて種苧原は地道な気質を持っていて、今でも稲作に
熱心だ。
東竹沢は耕地が少ないので、錦鯉もあまり盛んにならなかった。
楢ノ木、池谷は、種苧原との繋がりが強く、比較的地道で、土
地に対して地道に暮らす人が多い。
２．棚田や棚池について
・田と池の水系でトラブルが発生することはないか？
直接的な影響は無いと思うが、池においては飼育管理上殺菌剤
や除草剤を使用する。
錦鯉の養殖と棚田は、その昔は共存していた。稚魚は水田で飼
育していた。選別した残りの稚魚は佃煮にして食べていたし、
昭和50年（1975年）頃までは甘露煮にして売っていたが、錦鯉
は愛玩動物なので、全国から抗議が来てやめてしまった。震災
の際にはしかたなく錦鯉を食材として食べた人もいた。
・棚田、棚池の管理について特別なことはあるか。
棚田、棚池ともに畦畔と斜面の草刈りが非常に大変だ。草をう
まく刈ることが出来ればと思う。除草剤を使わずに仮払い機で
刈るのは本当に大変だ。年に3,4回刈る必要がある。イワダレソ
ウなどを植える実験をしてみたが、やはり雑草の方が強い。
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昔は草も重要な資源であって、草にフスマや残飯を混ぜて、そ
れを煮て家畜の牛に食べさせていた。そのための大きな鍋がど
の家庭にも常備されていた。このように鯉と田んぼ、牛のなか
で、自然と資源が循環していた。
３．山古志地域の景観的、歴史的要素について
・地名で特徴的なものは。
種苧原の地名の「苧」という字は「カラムシ」の意味であり、
昔は文字どおりカラムシの原っぱだったと思われる。
・青木さんが特に美しいと思われる景観はどんなところがあるか
種苧原周辺はコブシがとてもきれいだ。雪の中で花を見ること
が出来るという要素は山古志の特徴だろう。ブナは雪が残る中
で芽吹きを見ることが出来る。年によってはサクラも雪が残る
中で咲いている。雪の中で見る花と新緑という要素は、山古志
にとって非常に重要な要素なのではないだろうか。
油夫には一本桜の良いのがある。
オオヤマザクラであるが、池谷にヤエオオヤマザクラ（通称ヤ
エヤマコシザクラ）という八重のオオヤマザクラの原種があ
る。これを増やしたいと考えている。
現小中学校の裏に夫婦スギがあったが、片方が倒壊してしまった。
池谷の裏の尾根道も美しい。
滝之又に抜ける尾根上に、「せっぷん地蔵」というのがある。
４．これからの山古志について、その他
・これからの山古志の方向性は
今までの山古志は農業中心でそれで食べてきたのであるが、これ
からはそれだけでは生き残っていくことが出来ない。景観や山
の暮らしなど、違った視点を持っていくことが重要だと思う。
山古志の農業は、これまで自家用、生きがいとしての農業が中
心であった。中山間地において新たに集落を再興していくため
には、一部の人間だけではダメで、様々な人間が関わっていく
ことの出来る仕組み作りが必要となる。
一番の問題は、土地利用が規制されていることだと思う。自由
に土地利用を考えていくことが出来る仕組みが必要だ。
・宮本常一氏の影響は残っているのか？
宮本先生がアジサイを植えようと言ったが、アジサイは手をか
けなくても育つからだと思う。またクズは栄養価が高いので牛
に食べさせるのによいという話であったが、クズははびこりす
ぎて大変だ。
宮本先生はそのころ農具などの民俗資料をとにかく集めなさい
と言われ、そのおかげで民俗資料は数多く残っている。民俗資
料館にあったが、被災したため現在は県立歴史博物館に疎開中
である。
その他に須藤護先生もよく山古志に関わっておられた。
山の暮らし再生機構　五十嵐　豊氏ヒアリング
2007.8.31　10:00~12.30　山の暮らし再生機構にて　
/　上野裕治・畔上太一
五十嵐　豊：㈶山の暮らし再生機構　観光交流課　梶金在住。
1965年生まれ。民間会社を経て2000年山古志村入庁。企画課、
産業課を経て、合併後は山古志支所産業課。山古志生まれの経
歴から、2007年長岡市が山古志地域復興のために設立した㈶山
の暮らし再生機構に設立と同時に配属された。
映画「山古志のマリ」の実話上の飼い主でもある。
１．ご自身、家族の経歴について
父親が1955年より農業から養鯉業兼業に転換し、その後鯉が売
れ出したために1977年養鯉業専業となったが、震災で家屋、養
鯉池ともに全壊した。自分も同居していて、その経過をすべて
見て育ってきた。いわば養鯉業の発展期から震災までのすべて
を体験してきた家族だと思う。
自分自身は旧山古志村に入庁し合併で市職員となった。自分の
家も養鯉業だったし、産業課だったために鯉の飼育はよく知っ
ている。
２．錦鯉の飼育について
・大きい錦鯉のエサは昔から養蚕のサナギが主流だった。今で
もサナギを与えるが、現在のものは中国産の冷凍サナギが主流
となっている。
・現在、稚魚には粉ミルクを溶かしたタンパク質の人工飼料を
与えている人が多い。
・1980年代から鯉の色揚げ飼料（発色を良くする人工飼料）を
使い出した。
・酸素運搬が可能になったころ、殺菌剤を池に投入するようにな
った。ほぼ同時期に除草剤による畦畔の雑草除去が始まった。
・鳥よけのテープ（ひも）は昔から（五十嵐氏が子どもの頃＝
1970年頃）あった。1980年ころから現在使われているような防
鳥ネットが使われ始めた。
３．池の作り方や構造などについて
・重機の登場が景観を大きく変えた。容易に田を池に転換でき
るようになったためだ。しかしコイの池作りには経験が必要な
ため一筋縄ではいかない。震災復旧でやってきた他地域業者の
池づくりでは、素人の工事のため池の水が漏れてしまった例が
多い。
・昔の池は縁が急勾配だった。深いものもあった。人力で掘削
していたせいだろう。現在では池底から緩やかな勾配で作られ
ていて、深さも色々ある。深いところがあった方が水の深さに
よって水温に差が生まれコイにとっても良いらしい。
・錦鯉の歴史や資材の発達に関しては、県の内水面試験場や長岡
市大河原の「みやいし」（養鯉業用品専門店）が詳しいと思う。
最初の外国人バイヤーは、歩いて山古志に入ってコイを買いに
来たという。（バスが来るようになる前・・・・いつ頃か不明）
４．田や池の管理について
・農業機械は耕耘機、田植機、刈り取り機の順番で入ってきた。
・田の除草剤の使用も、鯉池の畦に除草剤をまくようになった
頃（1980年代）と同時期だと思う。
・水草の除草剤は水を抜いて天日干しした池にまいている。
・1970年代頃までは田の中で錦鯉を飼っていた。昔は秋に稲刈
りした後に鯉の品評会をしたので、「田あがり品評会」の名前
は今も残っている。
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５．スギ林について
・自分の家では1970年代頃、自家用林としてスギを植えた。手
伝うのが嫌だったので良く憶えている。
・松井はる爺さんは今から４年前（2003年）山の自分のスギを
切り出して家を建て替えた。
・山古志に林業はないが、各家で意識して植えていたのはキ
リ、カキ、ナシが代表だろう。
・スギは家の近くにある場合もあるが、防風林として意識した
覚えは無いと思う。
・稲架木にもほとんどスギを使うのは、建築材としても兼用で
きたからだろう。
新潟県内水面試験場　網田健次郎所長、山田和雄課長ヒアリング
2007.9.3　10:00~12.00　内水面試験場にて　
/　上野裕治・畔上太一
１．錦鯉飼育の歴史について
・新潟県内水面試験場は昭和40年新潟市に開設された。その後
昭和40年現在の場所（長岡市大河原）に移った。当初から錦鯉
の養殖のサポートが大きな目的だった。
・昭和40年ころから越冬小屋を作り始めた。それ以前は深さ２
ｍの池の上にやぐらを組んで越冬設備としていた。しかし大雪
になるとつぶれることもあった。
・30年くらい前から人工採卵を開始し、3,4年のうちに実用化に
至った。
・昔はスギの葉（梢）を産卵床としていたが、現在はプラスチ
ック製の人工産卵床が主流となっている。一部にはスギの方が
良いという人もいるが。
・昭和40年代後半に、色揚げ剤の赤色が登場した。スピルリナ
という藻類を飼料に混入し、後天的に赤色を濃くするものだ。
ただし、赤色以外の色揚げ剤はほとんど成功していない。
・現在、鯉の飼料はペレット（人工エサ）が主流だ。ペレット
を使い出したのはニジマスが最初で他に応用されてきた。サナ
ギのエサは夏場の一時期のみ与えている。サナギは脂肪分とな
る。国産のサナギは群馬県産しか無く値が高いので、中国から
の輸入が主だが品質は良くない。
・ペレットは魚粉が主な材料で、イワシ粉とタンパク質を混ぜ
る。今は捕れなくなったが以前はスケトウダラも使っていた。
２．錦鯉の病気について
・殺菌剤は病気の時以外にはエサに加えないように指導している。
・コイヘルペスはイスラエルの風土病といわれ、1980年代に見
つかり、カリフォルニア、中国、東南アジアから日本にやって
きたのではないかと推測されている。感染経路他、分かってい
ないことも多い。
３．池の作り方や構造などについて
・池の底に勾配を付ける基準は特にない。深さの設定も人それ
ぞれだ。経験と勘によるとしかいえない。
４．錦鯉の飼育サイクルついて
・四季のサイクルはおおむね以下の通り。
春：人工採卵
夏：野池に放流（止水式養殖という）、選別
秋：池上げ、品評会
冬：越冬池（越冬小屋）へ移す。（循環濾過式養殖）
・稚魚の選別は夏から秋にかけて3~4回行われ、最後に残るのは
1%未満となる。
・池が雪に埋もれる自然越冬では、コイがやせ、地肌も美しく
なくなる。体形を保持するためにも快適な越冬小屋で給餌を続
け、水温管理を行う。
・高齢出産の卵は使用しない。しかし初産や若すぎるコイの卵
も有望なコイを出しにくいとされている。ある程度成熟した出
産適齢のコイの卵を選別して育てることが重要だ。
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山古志支所　斉藤隆課長ヒアリング
2007.11.6　10:00~11.30　山古志支所および現場にて　
/　上野裕治
斉藤　隆：長岡市山古志支所　地域振興課課長　竹沢在住
1950年生まれ。養鯉業と農業兼業で子どもの頃から山古志の養
鯉業の発展とともに育ってきた。本人は旧山古志村に入庁。建設
課、財政課、企画課などを歴任し、震災後は市の復興支援室課長
として養鯉業を含めた地域復興の最前線で住民と接してきた。
支所に勤務するかたわら養鯉池も所有し、稚魚生産や育成を委
託で行っている。
竹沢地区に新たに養鯉池として造成した池の調査に協力いただ
いた。
１．山古志と養鯉について
・虫亀に養鯉池が多いのはなぜか。
虫亀と種苧原では同じ山古志でも住民の性格が違う。虫亀がど
ちらかというと山っ気が強いのに対し、種苧原は地道な性格
だ。だから虫亀に養鯉業者が多く、種苧原には少ない。
養鯉業はかなりリスクの高い仕事だ。一発当てると大きいし、
本当の収入は分かりにくい。種苧原の人は地道に稲作農業をや
る人が多い。
・いつ頃から養鯉業が増えたと考えられるか。
やはり戦後の高度成長時代に一番増えただろう。都会に錦鯉の
ファンが増加し、結果的にニシキゴイの里である山古志でも生
産が増えた。良い鯉にはすごい高値がついた。
東京目白の自邸で錦鯉を飼っていた田中角栄の影響も大きい。
良い鯉が欲しい人は山古志まで来て現金で買っていっていた。
結果的に農業と兼業でやっていた人がどんどん専業になってい
った。
1970年代（S45）に山古志でも道路がどんどん良くなり、コイの
搬出のやりやすくなった。またビニール袋に酸素を入れる運搬
方法も取り入れられ始めた。アクセスが良くなったことから外
から買いに来る人も増えてきた。
・越冬小屋が使われるようになったのはいつころか。
越冬には皆苦労していた。昔は湧水の入る深い池や生けすに入
れて越冬させていた。人によってはタネ鯉を家の中の池に入れ
ていた人もいる。また一部は山梨県の石和温泉へ越冬のために
搬入した人もいる（1973年頃）。
1981年（S56）豪雪の時に、越冬池が雪に覆われ、多くのコイが
死んだ。通常は空気を入れるために雪の上から穴を空けるが間
に合わなかった。これを契機に越冬小屋が増え始めたと考えら
れる。
震災前はほとんど木造に壁を透明アクリル波板張りというのが
多かったが、震災後の建て替え時には鉄骨造も増えてきた。
２．農業の変化について
・田から養鯉池へ簡単に転換できるものか。
もともと田の中にコイを放していた（水田養鯉）。だから養鯉
池専用にしてもあまり抵抗はなかったのではないか。最初はち
ょっと深くする程度だったと思う。
水田養鯉を行っていた時代の名残で「秋の田上げ」という言い
方もあるし、秋に品評会がある。
少なくとも最初の内（1960年代ころ）は人力で田を堀り上げて
池に改修していたから、あまり大きな池は無いはずだ。リスク
も大きいので小さな田や、エサを毎日やることから家の近くの
田、管理上車で寄りつきやすい田、などがまず池に転換されて
いったと思われる。
1960年代後半から需要が急激に増加し専業化が進んだ。これに
より田から池への転換もどんどん増加していった。
農業だけでは収入が少ないため、一時期はほとんどの人が鯉も
やっていた。現在は他の職業と農業の兼業も多い。
・その他の農地から池への転換もあったのか。
畑もけっこう池に転換された。最初の頃は水が持っていけなか
ったが、合成樹脂製の導水パイプが出てきてからはたいていの
所まで水が持って行けるため、鯉を増やしたい人はどんどん転
換していった。
桑畑はかなり早くから衰退したが（1960年代ころから）、桑畑
の場所はほとんどが斜面であったために池に転換できなかっ
た。役場（支所）の裏の地震で崩壊した山も昔は桑畑だった。
栃尾あたりはけっこう最近までやっていたところがあるのでは
ないか。
３．スギ林について
・スギ林が点在する風景が特徴的だが、その成立はどのような
ものか。
稲架木や境木（両方兼ねる場合もある）として利用していた。
現在は利用する人が少なく手入れされていないものが多い。
我が家や家族の家を普請するためにじいさんや曾じいさんが植
えたスギも多い。これは数十本単位でかたまっている。家の近
くというわけではなく自分の山の一部で切り出しやすい場所に
植えているという感じだ。ただこれもちゃんと管理している人
は少ないのではないか。
木籠の松井区長は自家用林のスギで家を普請した最後の人かもし
れない。（震災で水没し新木籠橋横に現在も見ることができる）
山古志ではスギ以外に針葉樹は育たないし、育ったとしても雪
で根曲がりになり商品になりにくい。したがって林業は全くな
いと言って良い。だから役場に林務課がない。
スギの梢も昔は鯉の産卵床として使用されていたが、現在では
樹脂製のネットを使用している。
＜上野コメント＞
三島の片野産業（林業、製材業、住宅建設）片野社長に聞いた
ところ、山古志を含む中越地方では、ヒノキが病害によりほと
んど林業用材として植林されていないとのこと。なおスギ林の
中の境木としてカラマツを植えることはある。
76　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
「新太郎養鯉場」代表　斉藤　勝　氏ヒアリング
2007.11.6　10:00~11.30　新太郎養鯉場および現場にて　
/　上野裕治
斉藤　勝：養鯉業「新太郎養鯉場」代表　　虫亀在住
1953年生まれ。山古志支所地域振興課斉藤課長の弟。斉藤家の
中で養鯉魚を受け継ぐ。
25才で養鯉業専業となる。山古志地域の中でも養鯉業者の多い
虫亀地区の発展期とともに成長してきた。海外との取引も多
く。ヒアリングを行ったこの日もイギリス人バイヤーが３名座
敷に上がって昼食を取りながら女将さんと話し込んでいた。
虫亀地区の田から転換した池の調査に協力いただいた。
１．山古志と養鯉について
・虫亀に養鯉池が多いのはなぜか。
虫亀の人が鯉を好きなんでしょうね。虫亀には養鯉専業の人が
多い。
養鯉池の数も一番多いのではないか。
専業でなくても池を持っていて、専業のひとから委託で稚魚生
産や育成をやっている人もいる。（兄上の例）
・復興も早かったように思うが。
専業が多いので何が何でも早く復興しなければという感じだっ
た。虫亀は道路は通じたので、タネ鯉は地区外の養鯉業者に預
けた人が多い。
災害復興支援金は出るかどうか分からなかったので、自力でど
んどん池の復旧は進めた。
虫亀は幸い比較的被害が少なかった地区でもある。
・バイヤーの方が来ていらっしゃいますが、どちらから。
イギリス人です。毎年自分の家に来て、ここをベースに私の鯉
だけではなく他の養鯉場の鯉も見て回っていえる。
養鯉業者によって得意とする鯉の品種が異なる。（大正三色、
昭和三色、紅白、などなど）
バイヤーで一番多いのはイギリス人で、その他ではドイツ、ア
メリカ（ハワイ）など。
世界で今鯉を買っているのはアラブ人が多いがイギリス人バイ
ヤーが扱っている、中国も多い。
２．養鯉池について
・池の水は今の時期に必ず抜くのか。
抜く人も抜かない人もいるが、多くの人は一度は抜くのではな
いか。池底の点検のために年に一度は抜いている。
ただ、抜いても雪や融雪水が溜まるので、結果的に春５月の鯉
入れまでには溜まったままということになる。
水の抜き方は、新しいものはため池と同じように樋が付けられ
ていたり、水抜き穴があるが、古い物はホースを沈めてサイホ
ンで抜いている。
中には抜くとひび割れて漏水の原因になるから水を落とさない
という人もいる。
・溜めるときは何か特別なことをするのか。
水を張って塩素消毒をする。これは数日すれば気化して飛んで
しまう。
３．その他
・鳥を防ぐためにネットを張っているが鳥の種類は何か。
一番多いのはサギ類。それからトンビとカラス。最近は信濃川
からカワウも来る。これがもっともヤバイ。
森市長がトキの繁殖地として山古志はどうかと言ったが、とん
でもない話だ。トキだっていればヤバイ。（トキは朱鷺（朱色
のサギと書く））
イタチも襲うことがある。
サギやイタチが隠れられないように池の周りは除草している。
もちろん除草剤は使いたくないのだが仕方がない。
・コイヘルペスについて
感染経路が分からないのでみんな神経質になっている。用心す
るに越したことはないから、できるだけ関係者以外は（コイ池
の区域に）入れたくないということになる。
越冬小屋は入口に長靴を洗う消毒液をみんな置いている。
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「和泉屋」代表　間野泉一　氏ヒアリング
2008.5.3　13:00~18:00　小千谷闘牛場にて　/　上野裕治
間野泉一：養鯉業「和泉屋」代表　「全日本錦鯉振興会」理事
長　　小千谷東山在住
1952年生まれ。1968年（16才）より養鯉業一筋で、山古志、小
千谷地区を代表する養鯉業者。1982年、30才で父親より代表を
引き継ぎ三代目となる。小千谷、山古志地域における養鯉業の
発展や、国内外における錦鯉の同行に熟知する。
小千谷闘牛の復活・発展にも貢献され、ヒアリング当日は小千
谷闘牛08年度初場所の会場にて闘牛の解説ともに錦鯉の話をう
かがった。
１．小千谷、山古志と養鯉について
・小千谷、山古志に養鯉業が多いのはなぜか。
今は違うが昔は一緒だからね（十二村鄕）。このまま登ってい
けば山古志だ。水系もだいたい一緒。
このあたりが錦鯉発祥の地ということで、いっしょに発展して
きた。現在の小千谷市の中ではここ東山地区が最も多いし、共
同の競り場も東山にある。
・鯉は儲かりますか？
鯉は儲かるか、と聞かれても何ともいえないね。むかしは儲か
った時期もある。いわゆる高度成長期にはこのあたりまで客が
大勢直接買いに来たものだ。○○急便の○○社長は良いお得意
さんだった。例えばだが、こっちが5万円と思っていても向こう
が50万円でどうだ、といえばその値段になった。
・鯉の売上高の経年変化のデータが欲しいのだが。
それは無理だね。やめた方が良い。正確なデータがあればまず
税務署が欲しがるだろうね。鯉の値段は人それぞれだし現金商
売だから。
・鯉の値段はどうやって決まるのか？
品評会なんかでは一応の評価基準はある。例えば三色では柄の
入り具合とかバランス、顔やヒレにどう色がかかっているかな
ど。顔つき、目つきなんていうのもある。牛も一緒か・・・。
まずはたくさん見なければ分からないよ。
２．闘牛と錦鯉の関係について
・山古志も東山も闘牛が盛んだが、闘牛との関係は。
鯉師（養鯉業者）が牛持ちというのは多い。やはり牛はお金が
かかるから。
それと牛をやる人と鯉をやる人は性格が似ているのかもしれない。
鯉師はほぼ毎日家にいるということも、毎日牛の世話をやると
いう意味で関係があるかもしれない。牛は家族と一緒だから。
３．農業の衰退と養鯉業の発展について
・減反政策は養鯉業の発展に寄与したのか。
減反の始まる1970年より前からどんどん養鯉池は増えてきたと
思う。減反はそれを加速したという感じだ。小千谷の中でも田
んぼを続けたい人はたくさんいて、東山地区の田んぼがどんど
ん養鯉池に転換したために、これが減反実績となって、田んぼ
をやりたい人はほとんど減反しなくても良かったといわれたく
らいだ。
東山でも農業と兼業の人もいる。
鈴木俊郎　氏　ヒアリング
2008.6.22　10:00~11.30　小千谷市十二平にて　/　上野裕治
鈴木俊郎：養鯉業「治郎兵エ」代表　　旧十二平集落区長　小
千谷市在住
小千谷市と山古志の接点にある十二平にて養鯉業を営む。集落
移転した後はいち早く養鯉池を復旧し、集落移転後も旧集落の
人々のまとめ役となっている。
ヒアリングは震災で集落移転した十二平集落跡地の修景活用計
画「じょんでいら桃源郷プロジェクト」（上野が計画立案）の
現場にてボランティア作業の合間にうかがった。
１．養鯉池について
・養鯉池の大小はどのように使い分けしているのか。
基本的には稚魚は小さい池に入れ、大きくなるにつれ池も大き
くなる。ただし養鯉業者の規模にもよるが稚魚をたくさん作る
人は稚魚を大きい池でやる人もいる。
大きい池の中にネットで囲みを作って、その中で稚魚を育てる
やり方もある。
・養鯉池の形はどうか。
稚魚は選別で集めるときに小さくて浅い方がやりやすい。大き
い鯉はやはり深さも深い方が良い。
大きくなると泳ぐ早さも早くなるし、ぐるぐる回るので角も丸
い方が良い。田から転換した池でも池内側はできるだけ丸くし
てある。
昔は越冬用の深い池や、家の近くに湧水の入る凍らない生けす
があったが、近年はみんな越冬小屋に入れる。
・選別してはねられた鯉はどうなるのか。
捨てる。くれと言われればあげるよ。昔は集めて佃煮にしたり
していた。売っていた時期もある。ただ、どんなに煮込んで黒
くなっても錦鯉のガラが見えるもので、あまり売れなかった。
味は良いよ。今度あげようか。
ちなみに震災の時は、孤立した集落ではやむを得ず自分の鯉を
焼いて食った人もいる。
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新保重機　新保純一社長　ヒアリング
2008.6.22　10:00~11.30　小千谷市十二平にて　/　上野裕治
新保純一：（有）新保重機代表　　小千谷市在住
土木の造成工事が専門であるが、小千谷市から山古志地域にか
けての養鯉池造成や、震災後の養鯉池の復旧を数多く手がけて
きた。
ヒアリングは震災で集落移転した十二平集落跡地の修景活用計
画「じょんでいら桃源郷プロジェクト」（上野が計画立案）の
現場にてボランティア作業の合間にうかがった。
１．養鯉池について
・養鯉池には設計がないがどのように工事しているのか。
まずはお客さん（養鯉業者）の意見を聞く。勾配の取り方や深
さ、角の丸め方などを話し合うが、細かく指示されることもあ
る。こっちで勝手にやる場合もある。
丁張りとかは架けないが、ユンボ（バックホー）で作業できる
勾配だ。経験と勘でやっている。切り土か盛土かでも若干は違
うかな。
底を掘った土で畦を高くし幅も広くしていく。ユンボで掘って
盛って突く、という感じだ。仕上げにランマー（タンパー）で
平坦にする。
深い池は法に水圧がかかるからそれなりに強く仕上げる。この
あたりはほとんど泥岩（又は粘土）と砂岩の互層だから作業は
しやすい。だから手堀のトンネルなんてものがある。
ただ切るだけであれば、このあたりの地盤はかなり急勾配に切
っても大丈夫だ。
・いつ頃から重機で池を造成するようになったのか。
最初はみんな自分の田んぼを自分の手で（人力で）掘っていた
んだと思う。
このあたりは出稼ぎの多いところで、特に1970年ころの土木工
事が増えた時期に、出稼ぎの連中が重機の取り扱いを覚え、ユ
ンボを借りて自分の田を池に転換したり、池の造成をする人が
出てきた。
自分のように知り合いの養鯉業者から頼まれてアルバイト的に
やる場合もある。
・水田より深くなっても水は漏らないのか
これも経験と勘だ。水田の場合、水田の底（すき床、防水層）
を壊すことになるが、新たに粘土を集めて突けば大丈夫だ。新
たなすき床を作るようなものだ。震災後は、中には心配で防水
シートを張る人もいる。とにかく復興事業を見ていても、外か
ら来たヤツのやった池はやはりダメだ。水が漏るとみんな言っ
ている。
山古志支所　青木支所長ヒアリング
2008.09.19　10:00~11.30　山古志支所にて　/　上野裕治
青木　勝：長岡市山古志支所　支所長　油夫在住。
1950年生まれ。子どもの頃から山古志育ちで旧山古志村に1974年
入庁。農業土木、農政、産業課などを歴任し、震災後は市の復興
支援室長として地域復興の陣頭指揮に当たった。震災以来今日ま
でほとんど休み無しに働いてきた人だと周りの人も言う。
兼業農家であることから役場と生産者の両面の立場で農業、養
鯉業の変遷を見てきた。宮本常一の講演を直接聞いた一人でも
ある。
１．棚田と養鯉池について
・1970年米の生産調整以前に田面積が減少するがなぜか。
S42,3年（1967,8）ころから養鯉池がどっと増えた。
錦鯉漁協ができたのもこのころ。
この時期に増えた理由は主として下記のような点からだと考え
られる。
・	高度成長のおかげで高所得者にニシキゴイブームが起こ
り、需要が増えた。
・輸送技術の発達で長距離大量輸送が可能となった。
　	（ビニール袋に入れて酸素を供給しながら輸送する方
法）
　＜特に上記2点が重要＞
・	水の取水、配水がポンプと配管で自由度が増し、養鯉池
の拡大が可能になった。
ニシキゴイ生産が増え現金収入が増加した結果、この時期に住
宅の建て替えが一気に進んだ。その結果この時期にほとんどの
茅葺き屋根の民家が消滅した。
養鯉池の水はほとんど溜めっぱなしで、田とは水の使い方が異
なる。結果的に養鯉業は専業化していくこととなった。
米は農協に出して終わりだが、ニシキゴイは客があっての生産
である。
客の確保→客の要望に応える（良い鯉を生産する）→専業化
・池の増加（養鯉業の発展）を証明するデータはあるか。
北陸農政局漁業センサスで5年に一度養鯉業も対象として調査し
ている。
養殖魚と観賞魚を分けてないが、旧山古志村の場合、すべて観
賞魚（ニシキゴイ）と考えて良い。2003年が第11次となってい
る。
長岡市にある長岡統計情報センターにて閲覧可能。
・養鯉池は減反対象とならなかったのか。どうしたか。
S45年（1970）減反政策の時に「養魚水田」で作付け転換を申請
した。当初3年間の転作奨励金も出た。
しかしそれが終了した時点（S48〜50年ころ）で、転作実績とし
て認められるかどうか、という点でもめた。認めないとなれば
水田のままとなり、転作していないことになる。
養鯉業は「農業」かということが問題となった。
食料ではないではないか→ならば花卉栽培はどうか、イグ
サ栽培はどうか→植物でないと農業ではないのではない
か、というような議論となった。
この時点で旧山古志村内の水田の1/3程度が養鯉池となってお
り、転作として認めないと実情に合わないことから、結果的に
転作実績として認められ現在に至っている。
（Ｓ45年ころで360haの内100haが池だった）
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＜上野コメント＞
結果的に山間地における転作の模範的事例となったといえるだ
ろう。加えて水田と同様に水源涵養機能もあり、国土保全にも
貢献している。
２．養鯉池について
・田から変換、畑から変換、ほかにあるか。
・森の中の池は新たに作ったものか。（齋藤さんの池など）
田からの変換が一番多い。中を掘って土手を突く。
畑からの変換も多い。上記の通り水を持って来ることができれ
ば池にできたので、うまくいっている人はどんどん池にしてい
った。
林地を養鯉池にした例もある。けっこう多い。齋藤さんの池も
この例。しかし地目は山林のままのはずだ。
桑畑からの転換は少ない。水収支が極端に悪い場所や斜面地な
どが多かったためと考えられるが、機械力で強引に池にした場
所もある。
畑も、林地も、桑畑も台帳上はほとんど前のままで地目変更は
やっていない。
台帳自体がいい加減で、旧山古志村の面積（航測による）と台
帳の合計面積を比べると1/2しかない。
・虫亀の池率が高いわけは。
人間の性格的なものもあると思われる。種苧原は稲作に執着が
ある。一時期養鯉池に転換した人でまた田に戻した人も多い。
虫亀、竹沢は最初に道路事情が良くなった場所で、下の町まで
運搬するアクセスが良かったことも原因一つだろう。
棚田が一団でまとまった場所が多く、集中的に規模拡大ができ
たこともある。
水の使い方が田と養鯉池では全く異なるため、モザイク上に混
在することは難しい。
＜上野コメント＞
結果的に、棚池の多い独特の景観が虫亀、竹沢地区に多いとい
うことになった。
・池で越冬していたのはいつごろまでか。（越冬小屋ができは
じめたのはいつ頃？）
S50年以後に少しずつ出来てきた。
S56豪雪（1981）の時に池越冬していたものに被害が出て、それ
が急激に増加する一つのキッカケになったのではないか。
・コイのバイヤーはどこの国が多いか。
イギリスが一番。あとはドイツ、フランス、アメリカ（本
土）、ハワイ、台湾といったところ。
イギリスのバイヤーがアラブ諸国に出荷している。
中国へは台湾のバイヤーが取り扱っている。
３．養蚕と桑畑について
・桑畑が無くなっていくのはいつころからか。
・桑畑はどうなったのか。（耕作放棄地？）現在の地目はどう
なっているか。
昭和の終わりまでにはほとんど無くなった。栃尾はけっこう遅
くまでやっていたのではないか。
データとしては農業センサスで養蚕は別項目であるのでチェッ
クのこと。
桑畑でも条件の良いところは畑になった。悪い場所はいわゆる
耕作放棄地となっている。台帳上の地目はほとんど桑畑のまま
である。
４．震災復興について
・帰村率70%といわれていたがその後の集計はあるか。
住民基本台帳では人口1500人程度だから約70%。（現在集計中）
正確には国勢調査を待たないとわからない。
・観光入り込み状況はどうか。冬季も可能か。観光上の問題点は。
調査はしていないがかなり多いと感じている。
自家用車、バス、バイクなどさまざま。
山古志地域にお金を落としていくという施設はないが、広域での
観光入り込みに貢献できればいいのではないかと考えている。
冬季は生活道路の除雪だけで手一杯。ただ世界中でこれほどの
豪雪地帯にまとまって人が住んでいるという地域はなく、そう
いう意味では貴重である。余裕があればぜひ来て欲しいが、吹
雪の日が多い。
視点場に雪の階段を作っても、一日ですぐ50cmくらいは積もる
ため無意味だ。
５．その他
・マキといわれる血縁集団があると聞くがまだ機能しているか。
確かに水田の用水管理などにあるといわれているが、地域によ
ってはそうとう薄れているのではないか。特に震災後は帰村率7
割りだし、それほど機能しなくなっていると思う。
・1960年代、70年代の写真は入手可能か。
長岡市のホームページから「広報山古志」のバックナンバーへ
行けば相当古い写真まで見ることが出来るはずだ。
須藤功氏が多く撮っておられる。
・農村景観保護協定１（あるいは農村環境保護協定、農用地保護
協定）について
上野と同じような考え方はあると思う。クラインガルテンとか
,ちまちましたものではなく、本物の農地がたくさん余ってい
る。これを活用すべきだ。山の暮らし再生機構がそういう利用
者の中継ぎを本当はすべきだと考えている。
１	農村景観保護協定：上野のアイデアで、環境省の「風景地保
護協定」を農村景観にも応用できないかというもの。「風景地
保護協定」はその第１号として阿蘇くじゅう国立公園内の下
荻の草牧野にて実績があり、その利用計画作成を上野が担当
した。
80　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
２．養鯉池実測調査記録
　養鯉池の実測調査は、本論第２章のための調査として行っ
た。調査諸元および調査スタッフは以下の通りである。
１）調査日：
2007年11月6日予備調査
2007年11月9〜10日実測調査
２）調査対象：
山古志虫亀（小中学校下）6枚　−　水田から養鯉池
へ転換されたケース
山古志竹沢（ロータリーハウス上）9枚　−　林地に
養鯉池として造成したケース
４）調査スタッフ：
長岡造形大学上野研究室所属学生（2007年度4年生）
畔上太一
奈良澤克也
藤田卓哉
吉田雄策
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M1 全景 
M1 東側 
M1 池深さ 
M1 西側 
M1 南側 M1 北側 
M1 西側外周部 
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M2 全景 
M2 東側 
M2 池深さ 
M2 西側 
M2 南側 M2 北側 
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M3 全景 
M3 東側 M3 西側 
M3 南側 M3 北側 
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M4 全景 
M4 東側 
M4 池深さ 
M4 西側 
M4 南側 M4 北側 
M4 西側外周部 
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M5 全景 
M5 東側 
M5 池深さ 
M5 西側 
M5 南側 M5 北側 
M5 北側外周部 
M5 全景 
M5 東側 
M5 池深さ 
M5 西側 
M5 南側 M5 北側 
M5 北側外周部 
M5 全景 
M5 東側 
M5 池深さ 
M5 西側 
M5 南側 M5 北側 
M5 北側外周部 
M5  
M5  
M5  
M5  
M5  M5  
M5  
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M6 全景 
M6 東側 
M6 池深さ 
M6 西側 
M6 南側 M6 北側 
M6 西側外周部 
 
 
M6 全景 
M6 東側 
M6 池深さ 
M6 西側 
M6 南側 M6 北側 
M6 西側外周部 
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96　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T1 全景 
T1 東側 
T1 池深さ 
T1 西側 
T1 南側 T1 北側 
T1 西側外周部 
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98　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T2 全景 
T2 東側 
T2 池深さ 
T2 西側 
T2 南側 T2 北側 
T2 西側外周部 
T2 全景 
T2 東側 
T2 池深さ 
T2 西側 
T2 南側 T2 北側 
T2 西側外周部 
T2 全景 
T2 東側 
T2 池深さ 
T2 西側 
T2 南側 T2 北側 
T2 西側外周部 
山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画　99
100　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T3 全景 
T3 東側 T3 西側 
T3 南側 T3 北側 
T3 南側外周部 
T3 全景 
T3 東側 T3 西側 
T3 南側 T3 北側 
T3 南側外周部 
T3 全景 
T3 東側 T3 西側 
T3 南側 T3 北側 
T3 南側外周部 
T3 全景 
T3 東側 T3 西側 
T3 南側 T3 北側 
T3 南側外周部 
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102　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T4 全景 
T4 東側 
T4 池深さ 
T4 西側 
T4 南側 T4 北側 
T4 全景 
T4 東側 
T4 池深さ 
T4 西側 
T4 南側 T4 北側 
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104　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T5 全景 
T5 東側 
T5 池深さ 
T5 西側 
T5 南側 T5 北側 
 
T5 全景 
T5 東側 
T5 池深さ 
T5 西側 
T5 南側 T5 北側 
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106　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T6 全景 
T6 東側 
T6 池深さ 
T6 西側 
T6 南側 T6 北側 
M1 北側外周部 
 
T6 全景 
T6 東側 
T6 池深さ 
T6 西側 
T6 南側 T6 北側 
M1 北側外周部 
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108　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T7 全景 
T7 東側 
T7 池深さ 
T7 西側 
T7 南側 T7 北側 
T7 全景 
T7 東側 
T7 池深さ 
T7 西側 
T7 南側 T7 北側 
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110　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T8 全景 
T8 東側 
T8 池深さ 
T8 西側 
T8 南側 T8 北側 
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112　山古志地域の景観特性ならびに景観保全計画
T9 全景 
T9 東側 
T9 池深さ 
T9 西側 
T9 南側 T9 北側 
T9 南側外周部 
 
 
T9 全景 
T9 東側 
T9 池深さ 
T9 西側 
T9 南側 T9 北側 
T9 南側外周部 
 
 

